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このマニュアルに記載の情報には、記載の製品の性能に関する一般的説明や技術的特性が含まれ

ています。このマニュアルは、ユーザーの特定用途に対する本書記載の製品の適合性または信頼

性をユーザーの代わりに判断することを意図したものではなく、かかる判断を行うために使用す

るものでもありません。製品の適切な各種利用に関して適切かつ完全なリスク分析、製品の評価

および試験を行うことはユーザーまたはインテグレーターの責務です。本書に記載の情報の誤用

については、シュナイダーエレクトリックもその関連会社または子会社も責任を負わないものと

します。本書の改善または変更に関するご提案もしくは本書の間違いについては、弊社までご連

絡ください。 

本書のいずれの部分も、シュナイダーエレクトリックの書面による明示的な許可なく電子的手段

であれコピー機による複写などの機械的手段であれいかなる形式または手段によっても複製する

ことはできません。 

本製品を設置および使用するときは、関連するすべての国、州、地域、および市町村の安全規則

を順守する必要があります。安全上の理由により、記載のシステムデータに確実に準拠するよ

う、製造者のみがコンポーネントの修理を行うことが推奨されています。 

技術安全要件を伴う用途に機器を使用する場合は、関連の指示事項に従う必要があります。 

弊社のハードウェア製品とともにシュナイダーエレクトリックのソフトウェアまたは承認済みの

ソフトウェアを使用しない場合は、人身事故、物損事故、または動作不良を招くことがありま

す。 

この情報に従わなかった場合は、人身事故または設備の損傷につながる可能性があります。  

© 2016 Schneider Electric. All Rights Reserved. 
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安全情報 
 

 
 

重要情報 
 

注記 

以下の指示事項をよく読み、設備をよく確認し機器に慣れてから設置、操作、整備、または保守

を行ってください。潜在的な危険について警告するため、または手順を明確化または簡略化する

情報への注意を促すため、以下の特別なメッセージがこのマニュアル内または設備上に表示され

ることがあります。 

 

 

「危険」または「警告」の安全ラベルにこのマークがある場合、指示に従わなかっ

た場合は人身事故を招く感電の危険が存在することを示します。 

 

これは、安全面の注意を促すマークです。人身事故の危険があることを警告するた

めに使用されます。人身事故または死亡事故を防ぐため、このマークの後に記載さ

れているすべての安全メッセージに従ってください。 

 

 危険 
「危険」は、回避されなかった場合に死亡事故または重大な人身事故を招く切迫した危険な状

況を示します。 

 

 警告 
「警告」は、回避されなかった場合に死亡事故または重大な人身事故を招く可能性のある潜在

的に危険な状況を示します。 

 

 注意 
「注意」は、回避されなかった場合に中程度または軽度の人身事故を招く可能性のある潜在的

に危険な状況を示します。 

 

注記 
「注記」は、人身事故に関連しない行為に対処するために使用されます。 
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注記 

資格を有する担当者のみが電気設備の設置、操作、整備、および保守を行うことが推奨されてい

ます。この資料の使用により発生するいかなる結果に対しても、シュナイダーエレクトリックは

責任を負いません。 

資格を有する担当者とは、電気設備の建設および操作ならびに設置に関連する技能および知識を

有し、関連する危険を認識および防止するための安全訓練を完了済みの人をいいます。 
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本マニュアルについて 

 

 
 

概要 
 

マニュアルの適用範囲 

このマニュアルでは、ワイヤレス遠隔制御システムの使用方法を説明しています。 

 

有効性に関する注記 

本書は、eXLHoist ファームウェアバージョン V3 向けに更新されています。 

本書に記載の機器の技術特性は、ウェブサイトでもご覧いただけます。以下の手順により、この

情報をウェブサイト上でご覧いただけます。 

手順 実施事項 

1 
シュナイダーエレクトリックのホームページ（www.schneider-electric.com）にアクセスし

ます。 

2 [Search（検索）]欄内で、製品の参照番号または製品群の名前をタイプします。 

● 参照番号または製品群にはスペースを入れないでください。 

● 同様のモジュール群に関する情報を得るには、アスタリスク（*）を使用します。 
3 参照番号を入力した場合、製品データシートの検索結果に移動し、確認したい参照番号をク

リックします。 

製品群名を入力した場合、製品群の検索結果に移動し、確認したい製品群をクリックしま

す。 

4 製品の検索結果に複数の参照番号が表示されたら、確認したい参照番号をクリックします。 

5 
画面の大きさによっては、下にスクロールするしてデータシートを確認する必要がありま

す。 

6 
データシートを PDF ファイルとして保存または印刷するには、[Download XXX product 

datasheet（XXX 製品データシートをダウンロード）]をクリックします。 

 

このマニュアルに記載の特性は、ウェブサイト上で表示される特性と同じである必要があります

が、弊社の継続的な改善の方針にあわせて、明確性と正確性の向上のため随時内容を改定するこ

とがあります。このマニュアルとウェブサイト上の情報に相違がみられる場合は、ウェブサイト

上の情報を優先情報としてご使用ください。 

 

関連文書 

マニュアルの標題 参照番号 

クイックスタートガイド NHA45689 

XARS8L システムの取扱説明書 HRB57247 

XARS•D システムの取扱説明書 HRB57248 

付属充電器の取扱説明書 HRB57251 

  

http://www.schneider-electric.com/
http://www.schneider-electric.com/ww/en/download/document/NHA45689
http://www.schneider-electric.com/ww/en/download/document/HRB57247
http://www.schneider-electric.com/ww/en/download/document/HRB57248
http://www.schneider-electric.com/ww/en/download/document/HRB57251
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マニュアルの標題 参照番号 

付属のソフトウェアおよびケーブルの取扱説明書 HRB57273 

付属のショルダーハーネスの取扱説明書 HRB57274 

付属のリモートデバイスホルダーの取扱説明書 HRB57277 

付属のゴムカバーの取扱説明書 EAV52994 

付属のパッドおよびトリガーの取扱説明書 EAV52985 

付属の外付けアンテナの取扱説明書 EAV59906 

 

これらの技術文書およびその他の技術情報は弊社のウェブサイト（http://download.schneider-

electric.com）からダウンロードすることができます。 

 

製品関連情報 

 危険 
感電、爆発、アークフラッシュの危険あり 

● このユーザーガイドに記載の条件下以外でカバーまたはドアを取り外したり、付属品、ハ

ードウェア、ケーブル、コネクター、ワイヤーを取り付けたり取り外したりする前に、接

続機器を含むすべての設備の電源ケーブルを抜いてください。 

● 電源がオフになっていることを確認するため、正しい定格電圧を感知する装置を必ず使用

してください。 

● 電源ケーブルを設備および電源の両方から抜いてください。 

● すべてのカバー、付属品、ハードウェア、ケーブル、ワイヤーを元通り取り付けて固定

し、適切な接地が行われていることを確認してから設備に電源を投入してください。 

● この設備および付属品を操作する場合は、必ず指定の電圧を使用してください。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故または重大な人身事故を招きます。 

 

 警告 
意図されていない設備の操作 

● リモートデバイスを開けないでください。 

● ベースステーションの内部部品を交換しないでください。 

● ベースステーションの電源をオフにした後、電源 LED がオフになるまで（約 20 秒）待っ

てからカバーを取り外してください。 

● ホイスト装置の設置および使用に関する現地の要件に必ず従ってください。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故、重大な人身事故または設備の損傷を招くお

それがあります。 

  

http://www.schneider-electric.com/ww/en/download/document/HRB57273
http://www.schneider-electric.com/ww/en/download/document/HRB57274
http://www.schneider-electric.com/ww/en/download/document/HRB57277
http://www.schneider-electric.com/ww/en/download/document/EAV52994
http://www.schneider-electric.com/ww/en/download/document/EAV52985
http://www.schneider-electric.com/ww/en/download/document/EAV59906
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 警告 
意図されていない設備の操作 

● この設備と併用するソフトウェアについては、必ずシュナイダーエレクトリックが承認し

たソフトウェアを使用してください。 

● ハードウェア設定を変更した場合は必ずアプリケーションプログラムを更新してくださ

い。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故、重大な人身事故または設備の損傷を招くお

それがあります。 

 

注記： 

システムの安全性を高めるため、設定ファイル転送パスワードを使用することをおすすめします。 

 

バッテリーに関する注記 

このユーザーガイドの指示事項をよく読み、設備を確認し機器に慣れてから設置、操作、または

保守を行ってください。 

詳細については、弊社ウェブサイト（www.schneider-electric.com ）よりご連絡いただくか、最

寄りの弊社販売代理店までご連絡ください。 

 警告 
爆発、火災、化学品事故の危険あり 

● 寿命に達した電気機器は、個別に回収し、国の法に従って環境要件に適合したリサイクル

施設に送付する必要があります。 

● バッテリーから電解液が漏れた場合、安全が確認される設備を使用して、密閉されたパッ

ケージに機器を封印してください。 

● 電解液に触ってしまった場合は、直ちに接触部位を清潔な水で徹底的に洗浄し、医療機関

に連絡してください。 

● 機器を焼却しないでください。 

● 機器を落としたり叩いたりしないでください。 

● 損傷した機器を使用しないでください。 

● リモートデバイスのバッテリーを自分で交換しないでください。リモートデバイスのバ

ッテリーが故障した場合、または保守作業を行う場合は、弊社ウェブサイト

（www.schneider-electric.com）より連絡するか、最寄りの販売代理店までお問い合わ

せください。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故、重大な人身事故または設備の損傷を招くお

それがあります。 

 

注記：以下は、バッテリーの寿命を延ばすためのアドバイスです。 

● 機器が充電を必要とする前にバッテリーを充電してください。 

● 10℃から 40℃（50 ﾟ F から 104 ﾟ F）の室温でバッテリーを充電してください。 

● 長期間使用しない場合は、6 か月に 1 度バッテリーを充電してください。 

  

http://www.schneider-electric.com/
http://www.schneider-electric.com/
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第 1 章   

ワイヤレス遠隔制御システム 
 

 
 

本章の内容 

本章は以下の項で構成されています。 

項 主題 ページ 

1.1 説明 16 

1.2 構成部品について 24 

1.3 説明および安全機能 37 

  



ワイヤレス遠隔制御システム 
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1.1  
説明 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。 

主題 ページ 

ワイヤレス遠隔制御システムの概要 17 

シングルモード 18 

マルチベース制御モード 21 

パッケージ内容 23 
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ワイヤレス遠隔制御システムの概要 
 

概要 

Harmony™ eXLhoist ワイヤレス遠隔制御システムは、ホイストおよびクレーンなどの資材搬送用

途で使用されるオペレーター用制御ステーションです。 

ワイヤレス遠隔制御システムは、以下の 2 種類の機器で構成されます。 

● 装置を操作するオペレーター用操作機器であるリモートデバイス 

● 装置と配線されるベースステーション。リモートデバイスからの操作コマンドを受け、情報を

オペレーターに送信します。 

ワイヤレス遠隔制御システムは、無線通信を行うこれらの機器を組み合わせたものです。 

 

無線通信 

各ベースステーションは、シュナイダーエレクトリックにより管理される一意の ID を割り当てら

れています。 

適用される技術により、100 平方メートル内では混線なしに同時に最大 50 システムまで稼働する

ことができます。 

 

主要用途 

以下の主要用途モードが利用できます。 

● シングルモード = 1 台のリモートデバイスで 1 台のベースステーションを制御します。  

詳細は、「シングルモード」（18 ページ）を参照してください。 

● マルチベース制御（MBC） = 1 台のリモートデバイスで 2 台までのベースステーションを同時

または個別に制御します。 

詳細は、「MBC モード」（21 ページ）を参照してください。 
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シングルモード 
 

概要 

シングルモード = 1 台のリモートデバイスで 1 台のベースステーションを制御します。 

 

補助セレクター 

1 台の補助セレクターを設定して、機器（フックまたはトローリー）を選択することができま

す。 

● 3 ポジション（例：トローリー用） 

● 2 ポジション（例：フック用） 

 

1 トローリーのシングルモードの例 

リモートデバイスが 1 台のトローリーを制御します。 

 

 
1 リモートデバイス 

2 トローリー 

3 ベースステーション 

4 電気キャビネット 

  



ワイヤレス遠隔制御システム 

EIO0000001505 09/2016 19 

2 トローリーのシングルモードの例 

補助セレクターボタン（3 ポジション）を使用して、リモートデバイスでトローリー1、トローリ

ー1 と 2 の両方、またはトローリー2 を個別に制御します。 

 

 
 

1 リモートデバイス 

2 トローリー1 

3 トローリー2 

4 ベースステーション 

5 電気キャビネット 
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2 フックのシングルモードの例 

補助セレクターボタン（2 ポジション）を使用して、リモートデバイスでフック 1 またはフック 2

を個別に制御します。 

 

 
1 リモートデバイス 

2 フック 1 

3 フック 2 

4 ベースステーション 

5 電気キャビネット 
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マルチベース制御モード 
 

概要 

マルチベース制御（MBC：Multi Base Control） = 1 台のリモートデバイスで 2 台までのベースス

テーションを制御します。  

以下の 3 種類の MBC 設定が可能です。 

マスター／スレーブ タンデム マスター／マスター 

   

マスター側のリモートデバイスで

2 台の機械を同時または個別に

（ベースステーション A、B また

は A と B の両方）制御します。 

スレーブ側のリモートデバイス

は、1 台の機械（ベースステーシ

ョン B）のみを制御できます。 

マスター側のリモートデバイス 1

台で 2 台の機械を同時または個別

に（ベースステーション A、B ま

たは A と B の両方）制御します。 

両方のリモートデバイスがマスタ

ー側のリモートデバイスになれる

こと以外は、マスター／スレーブ

設定と同じです。 

 

マスター側のリモートデバイスでは、ベースセレクターのボタンを使用して以下のいずれかを選

択することができます。 

● 「A」：リモートデバイスは、シングル／スレーブモードと同様、ベースステーション A との

み通信を行います。 

● 「B」：リモートデバイスは、シングル／スレーブモードと同様、ベースステーション B との

み通信を行います。 

● 「A+B」：リモートデバイスは、ベースステーション A およびベースステーション B の両方

と同時に通信を行います。2 台のベースステーションが同時に制御されます。 
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補助セレクター 

2 台までの補助セレクターを設定して、機器（フックまたはトローリー）を選択することができ

ます。 

● 3 ポジション（例：トローリー用） 

● 2 ポジション（例：フック用） 

リモートデバイスの補助セレクターボタンを以下に割り当てることができます。 

● 2 台のベースステーション（2 台のベースステーションに対し同時に同じ操作を行います） 

● 1 台のベースステーション（ベースステーションの各補助セレクターがリモートデバイスの各

補助セレクターボタンに割り当てられます 

● 1 台の補助セレクターを 1 台のベースステーションにのみ割り当てることができます 

 

ベースステーションにつき 1 台のトローリーを使用するマルチベース制御の例 

ベースセレクターボタンを使用することにより、リモートデバイスがブリッジ A、ブリッジ A と

B 両方、またはブリッジ B を個別に制御します。 

 

 
1 リモートデバイス 

2 ベースステーション A 

3 ブリッジ A 

4 ベースステーション B 

5 ブリッジ B 

6 電気キャビネット 
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パッケージ内容 
 

概要 

XARS パッケージおよび XARSK パッケージに含まれる製品は以下のとおりです。 

 

 
1 ベースステーション 

2 リモートデバイス 

3 リモートデバイスのボタンを個別設定するためのラベルセット 

4 取扱説明書およびクイックスタートガイド 

5 リモートデバイスのバッテリー用充電器（XARSK に付属） 

6 リモートデバイス用ショルダーベルト（XARSK に付属） 

7 リモートデバイスを PC に接続するためのケーブル（XARSK に付属） 

※スターティングキット = XARSK の型式で始まる製品です。 
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1.2  
構成部品について 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。 

主題 ページ 

ワイヤレス遠隔制御システムの概要 25 

ベースステーションの構成および主要機能 27 

リモートデバイスの構成および主要機能 30 
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ワイヤレス遠隔制御システムの概要 
 

ワイヤレス遠隔制御システムの概要 

ワイヤレス遠隔制御システムは、以下の 2 種類の機器で構成されます。 

ベースステーション： 

製品型式 ZARB12W• ZARB12H• ZARB18W• ZARB18H• 

コネクター 
ワイヤー用のケーブル

グランド 
工業用プラグ 

ワイヤー用のケーブル

グランド 
工業用プラグ 

入力数 0 18 

リレー数 12 18 

 

リモートデバイス： 

製品型式 ZART8L• ZART8D• ZART12D• 

設定可能なボタンの数 8 8 12 

オペレーター用インターフェース LED LCD ディスプレイ LCD ディスプレイ 

 

マルチベース制御 

リモートデバイスおよびベースステーションの製品型式： 

製品型式 シングルモード 
MBC モード 

スレーブ マスター 

リモートデバイス ZART8L ✓   

ZART8D ✓   

ZART12D ✓   

ZART8LM ✓ ✓  

ZART8DM ✓ ✓ ✓ 

ZART12DM ✓ ✓ ✓ 

ベースステーション ZARB12W ✓   

ZARB12H ✓   

ZARB18W ✓   

ZARB18H ✓   

ZARB18WM ✓ ✓ 

ZARB18HM ✓ ✓ 
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システムおよびスターティングキット 

ワイヤレス遠隔制御システムはお客様のシステムに合わせて以下の 3 段階の構成になります。 

構成の説明 製品型式 

ワイヤレス遠隔制御

システム 
リモートデバイス ベースステーション 

基本的なシステム： 

2 個までの補助ボタンを含むシンプル

な用途向け 

XARS8L12W ZART8L ZARB12W 

XARS8L12H ZART8L ZARB12H 

拡張システム： 

2 個までの補助ボタンを含む拡張され

た用途 

XARS8D18W ZART8D ZARB18W 

XARS8D18H ZART8D ZARB18H 

より拡張させたシステム： 

6 個までの補助ボタンを含むより多機

能な用途 

XARS12D18W ZART12D ZARB18W 

XARS12D18H ZART12D ZARB18H 

スターティングキット： 

製品型式 

スターティングキット 基本システム 付属品 

XARSK8L12W XARS8L12W ZARC01 + ZARC02 + TCSMCNAM3M002P 

XARSK8L12H XARS8L12H ZARC01 + ZARC02 + TCSMCNAM3M002P 

XARSK8D18W XARS8D18W ZARC01 + ZARC02 + TCSMCNAM3M002P 

XARSK8D18H XARS8D18H ZARC01 + ZARC02 + TCSMCNAM3M002P 

XARSK12D18W XARS12D18W ZARC01 + ZARC02 + TCSMCNAM3M002P 

XARSK12D18H XARS12D18H ZARC01 + ZARC02 + TCSMCNAM3M002P 

注記：これらのシステムおよびスターティングキットには MBC（マルチベース制御）機能は備

わっていません。MBC 機能を使用するには、リモートデバイスおよびベースステーションを個別

でご購入いただく必要があります（25 ページを参照）。 

注記：スターティングキットの型式の最後にキッティングコードが付与されていることがありま

す。 （例：XARSK8L12W-F01など）
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ベースステーションの構成および主要機能 

ベースステーションの構成 

側面 説明 

ZARB•W•

の底部 

ZARB•H•

の底部 
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側面 説明 

カバーを

外した状

態の前面 

側面 説明 

A 外付けアンテナ M12（キャップで保護） 

B ステータス LED 

C 保護機能配線用 M20（キャップで保護） 

D 62 ピンコネクター（キャップで保護） 

E 出力配線用 M25（ケーブルグランドで保護） 

F 検知された適用アラームの入力配線用 M25（キャップで保護） 

G 固定設置用の 4 個の穴 
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ベースステーションの主要機能 

製品型式 ZARB12W• ZARB12H• ZARB18W• ZARB18H• 

内部アンテナによる無線通信 あり 

外付けアンテナコネクター あり 

接続 ねじ端子 工業用プラグ ねじ端子 工業用プラグ 

Q0 安全リレー出力 2 (Q0_A, Q0_B) 

安全器からのミラーコンタク

ト用の IN0 / S2_S3 フィード

バックループ端子 

1 

検知された適用アラーム用の

設定入力 

0 6（IN1～IN6） 

保護機能専用入力 0 12（IN7～IN18） 

動作用リレーおよび補助標準

リレー 

12（Q1～Q12） 18（Q1～Q18） 

電源 24～240 VAC 

50/60 Hz 

24～240 VDC 

24～48 VAC 

50/60 Hz 

24～48 VDC 

24～240 VAC 

50/60 Hz 

24～240 VDC 

24～48 VAC 

50/60 Hz 

24～48 VDC 

電流消費量 AC 535 mA 

（24V）...250 mA 

（240 V） 

535 mA 

（24V）...312 mA 

（48 V） 

535 mA 

（24V）...250 mA 

（240 V） 

535 mA 

（24V）...312 mA 

（48 V） 

DC 328 mA 

（24V）...44 mA 

（240 V） 

328 mA 

（24V）...155 mA 

（48 V） 

328 mA 

（24V）...44 mA 

（240 V） 

328 mA 

（24V）...155 mA 

（48 V） 

システム接地 TN、TT 

Q0_A 接点電圧 24～240 VAC/DC 24～48 VAC/DC 24～240 VAC/DC 24～48 VAC/DC 

Q0_B 接点電圧 

グループ内で使用される動作

／補助接点電圧 

動作／補助リレー群 ● Q1～Q3 

● Q4～Q6 

● Q7～Q9 

● Q10～Q12 

● Q1～Q3 

● Q4～Q6 

● Q7～Q9 

● Q10～Q12 

● Q13～Q16 

NO+NC タイプの動作／補助

リレー 

- Q17、Q18 
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リモートデバイスの構成および主要機能 

リモートデバイスの外観および構成 

ZART8D• ZART12D• ZART8L• ZART• 

部品 説明 

1, 1H, 2, 2H, 3, 3H, 4, 4H, 5, 6 動作ボタン 

7 トリガーボタン 

8 オフ／ストップボタン 

9 オン／スタート／ホーンボタン 

10, 11, 12, 13, 14, 15 補助ボタン 
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リモートデバイスの背面の外観および構成 

 

 
 

部品 説明 

1 カバー 

2 RJ45 ソケット 

3 リセットボタン 

4 直径 3.5 mm（0.14 in）のトルクスねじ 2 個 
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リモートデバイスの底部の外観および構成 

 

 
 

部品 説明 

1 リモートデバイスの充電コネクター 

2 保護プラグ 

3 緊急停止ボタン 

 

 危険 
ボタンの動作不良 

ボタンが完全に動作することを確認してください。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故または重大な人身事故を招きます。 
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ZART•D•のディスプレイの構成 

 

 
 
 

部品 説明 

1 バッテリー容量（177 ページを参照） 

2 設定ファイル要求時に表示される南京錠マーク（210 ページを参照） 

3 無線通信レベル（178 ページを参照） 

4 動作ステータス（130 ページを参照） 

5 検知された適用アラーム（180 ページを参照） 

6 ベースステーションのラベル 

7 補助セレクターの状態 

8 緊急停止 LED（179 ページを参照） 
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ベースステーションのラベルおよび補助セレクターの状態 

 
 

部品 説明 

1 主ベースステーションのラベル（1） 

2 主ベースステーションに関連付けられている補助セレクターS1 の状態（2） 

3 主ベースステーションに関連付けられている補助セレクターS2 の状態（2） 

4 副ベースステーションに関連付けられている補助セレクターS1 の状態（2） 

5 副ベースステーションに関連付けられている補助セレクターS2 の状態（2） 

6 副ベースステーションのラベル（1） 

1 詳細は、「MBC ベースセレクター」（151 ページ）を参照してください。  

2 詳細は、「補助セレクター」（153 ページ）を参照してください。 
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ZART8L•のディスプレイの構成 

 

 
 
 

部品 説明 

1 バッテリー容量 LED 

2 スタート LED 

3 補助セレクターS1 の LED 

4 緊急停止 LED 

 

詳細は、「ZART8L•の診断」（182 ページ）を参照してください。 

 
 

 
 

リモートデバイスの機能 

 

説明 ZART8L• ZART8D• ZART12D• 

設定可能ボタン数 8 8 12 

OFF/STOP（オフ／ストップ）ボタン あり 

オン／スタート／ホーンボタン あり 

動作およびストップ機能 あり 

2 または 3 ポジションのセレクター（1、1+2、2） あり 

緊急停止機能 あり 
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説明 ZART8L• ZART8D• ZART12D• 

任意の緊急停止リセットコードシーケンス あり 

任意のスタートコードシーケンス あり 

タイムアウト後の任意の自動停止機能 あり 

タイムアウト後の任意の電源オフ機能 あり 

情報 LED あり なし 

表示機能 なし あり 

適用アラーム検知時の振動機能 なし あり 

内蔵加速度計 あり 
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1.3  
説明および安全機能 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。 

主題 ページ 

認証および規格 38 

付属品 41 

  



ワイヤレス遠隔制御システム 

EIO0000001505 09/2016 38 

認証および規格 
 

環境 

ワイヤレス遠隔制御システムの機器は、以下に準拠しています。 

● WEEE、指令 2002/96/EC 

● REACH、規則 1907/2006 

● RoHS、指令 2011/65/EU 

 

全規格 

 

 

基準 レベル 

安全のための設計の基本方針 IEC 60204-1 

EN ISO 13849-1 

EN ISO 13849-2 

EN IEC 62061 

EN IEC 61508 

EN ISO 13850 

ホイスト用途のための特別規格 IEC 60204-32 

EN 13557 

低電圧機器 IEC 61010-1 

EN IEC 60947-5-1 

EN IEC 60947-5-4 

EN IEC 60947-5-5 

電磁適合性 IEC 61000-6-2 

伝送フレーム形式 EN 60870-5-1 

 

各国規格および認証 

シュナイダーエレクトリックは、第三者認証機関による独立した試験および審査を受けるため、

この製品を提出しました。 

基準 説明 

CE マーク 機械指令 2006/42/EC 

低電圧指令 2006/95/EC 

EMC 指令 2004/108/EC 

R&TTE 指令 1999/05/EC 

低電圧機器 EN 50178 

ホイスト用途のための欧州特別規格 EN 13557 

EN 12077-2 

ホイスト機械のための欧州特別規格 EN 15011（天井走行クレーン） 

EN 14439（タワークレーン） 

EN 14492（ブロックホイストおよびウインチ） 
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基準 説明 

各国認証（電気機器） UL508 

CSA C22-2 n°14 

EAC 

無線周波数の規格 ETSI EN 301 489 -1 

ETSI EN 301 489 -3 

ETSI EN 301 489 -17 

ETSI EN 300 440 -2 

ETSI EN 300 328 

FCC 第 15 部 

RSS GEN 第 3 版 

RSS 210 第 8 版 

ARIB STD-T81 

 

無線認証 

eXLhoist 機器は、以下の認証団体より無線適合性認証を受けています。 

認証団体 認証団体の国 認証マーク 

CNC アルゼンチン www.schneider-electric.com を参照 

RCM 
オーストラリア／ニ

ュージーランド 
機器を確認 

ANATEL ブラジル www.schneider-electric.com を参照 

IC カナダ 機器を確認 

SUBTEL チリ 機器を確認 

SRRC 中国 SRRC 機器を確認 

- 香港 輸入準備完了 

インド政府 インド www.schneider-electric.com を参照 

技術適合性マーク 日本 機器を確認 

SIRIM マレーシア 機器を確認 

COFETEL メキシコ 機器を確認 

ASEP パナマ www.schneider-electric.com を参照 

ICASA 南アフリカ共和国 機器を確認 

EAC ロシア 機器を確認 

- サウジアラビア 輸入準備完了 

  

http://www.schneider-electric.com/
http://www.schneider-electric.com/
http://www.schneider-electric.com/
http://www.schneider-electric.com/


ワイヤレス遠隔制御システム 

EIO0000001505 09/2016 40 

認証団体 認証団体の国 認証マーク 

IDA シンガポール 

 

 

KCC 韓国 機器を確認 

NCC 台湾 機器を確認 

NTC SDoC タイ www.schneider-electric.com を参照 

R&TTE EU 機器を確認 

FCC 米国 機器を確認 

 

  

http://www.schneider-electric.com/
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付属品 
 

ベースステーションの付属品 

 
 

製品型式 説明 

ZARC03 ベースステーション用外付けアンテナ： 

この付属品の使用により、過酷な環境条件において電波領域を拡張することができます。 

ZARC05 ZARB•H 用 1.5 m（4.92 ft）メスコネクターケーブル 

ZARC12 ZARB•H 用 3 m（9.84 ft）メスコネクターケーブル 

ZARC18 ZARB•H 用 5 m（16.4 ft）メスコネクターケーブル 

ZARC06 ワイヤーグロメット付きケーブルグランドキット 

ZARC09 サイレントブロック付き設置固定キット： 

振動が激しい条件での用途にこの付属品を使用します。 

ZARC91 マグネット付き設置固定キット 

 
 

リモートデバイスの付属品 

 

 

製品型式 説明 

ZARC01 充電器（AC アダプター） 

ZARC02 ショルダーベルト 

ZARC04 リモートデバイス用ホルダー 

ZARC07 リモートデバイス用白黒ラベルキット 

ZARC08 リモートデバイスおよびホイストシステム用カラーラベルキット 

ZARC20 ボタンおよびトリガーのラバーセット 

ZARC21 交換用プロテクション 
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第 2 章 

仕様 
 

 
 

本章の内容 

本章は以下の項で構成されます。 

項 主題 ページ 

2.1 ベースステーションの仕様 44 

2.2 リモートデバイスの仕様 56 

2.3 寸法 59 

  



仕様書 

EIO0000001505 09/2016 44 

2.1 
ベースステーションの仕様 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。 

主題 ページ 

ベースステーションの仕様 45 

無線仕様 53 
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ベースステーションの仕様 
 

環境 

下表はベースステーションの環境仕様です。 

仕様項目 詳細 仕様値 

ZARB•H• ZARB•W• 

製品認証 - CE、UL/cULus/CSA、EAC 

環境 - RoHS 準拠 

寿命 - 10 年  

保護等級 - IP65 

汚染等級 - 3 

動作温度 24～48 VAC/DC 電源 -25～70℃（-13～158 ﾟ F） 

48～120 VAC/DC 電源 - -25～70°C 

（-13～158°F） 

120～240 VAC/DC 電源 - -25～50°C 

（-13～122°F） 

保管温度 - -40～70°C（-40～158°F） 

腐食性雰囲気耐性 
IEC-60721-3-3 H2S / SO2 / NO2 / Cl2 についてはレベル

3C2 

耐火性 通電部分 IEC 60695-2-10 および IEC-60695-2-11 に

従い 960℃ 30 s / 30 s 

その他の部分： IEC 60695-2-10 および IEC-60695-2-11 に

従い 650°C 30s / 30s 

塩霧 IEC 60068-2-52 深刻度 2 

動作湿度範囲 - 0～97% 

保管湿度範囲 - 0～97% 

高度 動作 

保管 

0～2000 m（0～6561.7 ft） 

0～3000 m（0～9842.5 ft） 

耐振動性  

IEC-60068-2-6 に準拠 

設置用付属品無し 5～100 Hz、加速度 39.2 m/s2（4 gn） 

サイレントブロックおよびア

ル ミ ニ ウ ム 製 フ レ ー ム

ZARC09 を使用 

2～100 Hz、加速度 39.2 m/s2（4 gn） 

マグネットおよびアルミニウ

ム製フレーム ZARC91 を使用 

5～100 Hz、加速度 19.6 m/s2（2 gn） 

ア ル ミ ニ ウ ム 製 フ レ ー ム

（ZARC09 または ZARC91 以

降）を使用 

2～100 Hz、加速度 39.2 m/s4（2 gn） 
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仕様項目 詳細 仕様値 

ZARB•H• ZARB•W• 

耐衝撃性 

IEC 60068-2-27 に準拠 

設置用付属品無し 147 m/s2（15 gn）、11 ms 

サイレントブロックおよびア

ル ミ ニ ウ ム 製 フ レ ー ム

ZARC09 を使用 

147 m/s2（15 gn）、11 ms 

マグネットおよびアルミニウ

ム製フレーム ZARC91 を使用 

98.1 m/s2（10 gn）、11 ms 

ア ル ミ ニ ウ ム 製 フ レ ー ム

（ZARC09 または ZARC91 以

降）のみ使用 

147 m/s2（15 gn）、11 ms 

電源 

過電圧カテゴリー 

- OVC 2 OVC 3 

電圧低下 IEC-61000-4-11 24 VAC で 20 ms（IEC-61000-4-11） 

48 VAC で 140 ms 

240 VAC で 2 s 

静電放電耐性 
IEC 61000-4-2 接触時 4 kV 

空中で 8 kV 

放射電磁界耐性 IEC 61000-4-3 10 V/m 

高速過渡電圧耐性 IEC 61000-4-4 電力線：4 kV（直接） 

出力：4 kV（直接） 

入力：2 kV（カップリング） 

サージ耐性 グランドと電力供給線間は

IEC 61000-4-5（同相モード） 

2 kV 

電力供給線間は IEC 61000-4-5 

（差動モード） 

1 kV 

伝導磁界耐性 IEC-61000-4-6 に準拠 150 kHz から 80 KHz で 10 V 

放射妨害波 伝導妨害波および放射妨害波 クラス B 

重量 - 1.43 kg 

（3.152 lb） 

1.45 kg 

（3.197 lb） 

 

安全仕様 

下表は主な安全仕様です。 

仕様項目 詳細 仕様値 

安全リレー機能の安全仕様 IEC 61508 Ed 2 に準拠 SIL3 までの機能 

IEC 62061 Ed 1 に準拠 SIL3 CL までの機能 

EN ISO 13849-1 「e」までの性能レベル  

4 までのカテゴリー 
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仕様項目 詳細 仕様値 

動作リレー機能 

安全仕様 

IEC 61508 Ed 2 に準拠 SIL1 機能 

IEC 62061 Ed 1 に準拠 SIL1 CL 機能 

EN ISO 13849-1 性能レベル「c」 

カテゴリー2 

IN7～IN18 の保護入力 IEC 61508 Ed 2 に準拠 SIL1 機能 

IEC 62061 Ed 1 に準拠 SIL1 CL 機能 

EN ISO 13849-1 性能レベル「c」 

カテゴリー2 

 

安全リレー 

下表は安全リレー仕様です。 

仕様項目 詳細 仕様値 

ZARB•H• ZARB•W• 

コンタクト点数 ベースステーションは、2 個の安

全リレーを直列して内蔵してい

ます。各安全リレーには、2 個の

コンタクトがあります。 

2 

論理型 - 通常開（NO） 

Q0A と Q0B の間の絶縁 

- 

最大 240 VAC の電圧に対し、

（Q0A1、Q0A2）と（Q0B1、Q0B2）間

で SELV 絶縁 

Q0A の電圧 - 最大 48 VAC 24～240 VAC 

Q0B の電圧 - 

Q0A、Q0B 

最大 Ie 電流 

24～240 VAC 

- 4 A 6 A 

EN/IEC 60947-5-1 に準拠した

リレータイプ 

AC15 C300 B300 

DC13 - R300 

最大負荷を伴う B10 - 200,000 サイクル 

最小出力電流 - 10 mA / 24 VDC 
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安全リレーの内部配線： 

 
1 安全リレー1 

2 安全リレー2 

 

動作／補助リレー 

下表は動作／補助リレーの仕様です。 

仕様項目 詳細 仕様値 

ZARB12H• ZARB12W• ZARB18H• ZARB18W• 

動作／補助リレーの数 - 12 18 

通常開（NO）のリレー - 12（Q1～Q12） 16（Q1～Q16） 

通常開および通常閉（NO + 

NC）のリレー 

- 0 2（Q17、Q18） 

公称出力電圧 - 
24～48 V 

AC/DC ±20% 

24～240 V 24～48 V 24～240 V 

AC/DC 

±20% 

AC/DC 

±20% 

AC/DC 

±20% 

EN/IEC 60947-5-1 に準拠した

リレータイプ 

AC15 B300 

DC13 R300 

最大負荷を伴う B10 リレーの NO 接点 

最大 48 V 

700,000 サイクル 

リレーの NO の接点 

48 V 以上 
- 

500,000 

サイクル 
- 

500,000 

サイクル 

リレーの NC の接点 - 500,000 サイクル 

最小出力電流 電圧 24VDC で 6.8 mA 6.8 mA 

最大動作速度 -      0.5 Hz  

重量 - 1.34 kg 

（2.954 lb） 

1.36 kg 

（2.998 lb） 

1.43 kg 

（3.152 lb） 

1.45 kg 

（3.197 lb） 
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AC15：定格電圧／定格電流 

定格動作電圧 

Ue（VAC） 

定格動作電流 

Ie（A） 

開回路 VA 定格 

（VA） 

閉回路 VA 定格 

（VA） 

24 0.31 

70 7.5 
48 0.16 

120 0.06 

240 0.03 

 

以下は推奨コンタクターです（シュナイダーエレクトリック製品）。 

AC 電圧コンタクター

コイル（V） 

TeSys D コンタクター型式 

24 LC1D09B7, LC1D12B7, LC1D18B7, LC1D25B7, LC1D32B7, LC1D38B7 

48 LC1D09E7, LC1D12E7, LC1D18E7, LC1D25E7, LC1D32E7, LC1D38E7 

120 LC1D09FE7, LC1D12FE7, LC1D18FE7, LC1D25FE7, LC1D32FE7, LC1D38FE7 

240 LC1D09U7, LC1D12U7, LC1D18U7, LC1D25U7, LC1D32U7, LC1D38U7 

 

DC13：定格電圧／定格電流 

定格動作電圧 

Ue（VDC） 

定格動作電流 

Ie（A） 

開回路 VA 定格 

（W） 

閉回路 VA 定格

（W） 

24 0.10 

2.4 2.4 
48 0.05 

120 0.02 

240 0.01 

 

以下は推奨コンタクターです（シュナイダーエレクトリック製品）。 

AC 電圧コンタクター

コイル（V） 

TeSys D コンタクター型式 

24 LC1D09BL, LC1D12BL, LC1D18BL, LC1D25BL, LC1D32BL, LC1D38BL 

LC1DT09BL, LC1DT12BL, LC1DT18BL, LC1DT25BL, LC1DT32BL, LC1DT38BL 

48 LC1D09EL, LC1D12EL, LC1D18EL, LC1D25EL, LC1D32EL, LC1D38EL 

LC1DT09EL, LC1DT12EL, LC1DT18EL, LC1DT25EL, LC1DT32EL, LC1DT38EL 

110 LC1D09FL, LC1D12FL, LC1D18FL, LC1D25FL, LC1D32FL, LC1D38FL 

LC1DT09FL, LC1DT12FL, LC1DT18FL, LC1DT25FL, LC1DT32FL, LC1DT38FL 

220 LC1D09ML, LC1D12ML, LC1D18ML, LC1D25ML, LC1D32ML, LC1D38ML 

LC1DT09ML, LC1DT12ML, LC1DT18ML, LC1DT25ML, LC1DT32ML, LC1DT38ML 

250 LC1D09UL, LC1D12UL, LC1D18UL, LC1D25UL, LC1D32UL, LC1D38UL 

LC1DT09UL, LC1DT12UL, LC1DT18UL, LC1DT25UL, LC1DT32UL, LC1DT38UL 
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DC 抵抗（PLC DC 24V 入力）：定格電圧／定格電流 

定格動作電圧 

Ue（VDC） 

定格動作電流 

Ie 

24 最小 5 mA 

最大 300 mA 

 

電源 

 

注記 
動作不能の設備 

ZARB•H•ベースステーションは、以下の電圧により電力供給する必要があります。  

● 50 Hz -6%/+4%および 60 Hz -6%/+4%で 24 VAC -15%～48 VAC +10% 

● 24 VDC -15%～48 VDC +20% 

ZARB•W•ベースステーションは、以下の電圧により電力供給する必要があります。 

● 50 Hz -6%/+4%および 60 Hz -6%/+4%で 24 VAC -15%～240 VAC +10% 

● 24 VDC -15%～240 VDC +20% 

これらの指示事項に従わなかった場合、設備の損傷を招くおそれがあります。 

 

保護接地 

地絡による動作不良を防ぐため、機械の保護接地を行う必要があります（IEC 60204-1、地絡によ

る動作不良の防止）。 

 

 警告 
意図されていない設備の操作 

ベースステーションの保護接地コネクターを機械の接地に接続してください。  

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故、重大な人身事故または設備の損傷を招くお

それがあります。 

 

 危険 
感電、爆発、アークフラッシュの危険あり 

ベースステーションの保護接地コネクターを機械の接地に接続してください。  

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故または重大な人身事故を招きます。 
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保護接地を装置のグランドに接続する必要があります（IEC 60204-1、感電防止）。この接地を行

わなかった場合、ベースステーションの入力電圧（IN_COM、S2_S3、IN0～IN18）は、装置の動

作により誘発される静電気により危険電圧まで高まるおそれがあります。 

 
ZARB18W の電力損失 

以下のグラフは、ZARB18W•の電力損失の例です。 

 

 
 

IN0 

IN0 入力仕様は以下のとおりです。 

● スタティック入力 

● 電流論理回路 

● 2 配線のみに適合： 

○ 主コンタクターの補助接点の片方への IN0 の接続、および主コンタクターの補助接点の反

対側への S2_S3 の出力ポートの接続 

○ S2_S3 の出力への直接接続 

● 20 mA パルス入力 

 
IN1～IN18 

IN1～IN18 の入力仕様は以下のとおりです。 

● スタティック入力 

● 電流論理回路 

● 2 配線のみに適合： 
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○ ドライ接点の片方への INi（i = 1～18）の接続、および乾接点の反対側への IN_COM 出力

の接続 

○ INi（i = 1～18）の接続なし 

● 20 mA の通常パルス入力 

 

反応時間 

 

入力／出力 最大反応時間（ms） 

緊急停止 500 

停止 500 

動作／補助 500 

セレクター 500 

入力 500 
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無線仕様 
 

無線仕様 

 

仕様項目 詳細 仕様値 

無線通信の周波数 国際認可周波数 2.4 GHz 

同じ領域内で動作可能なシ

ステム数 

- 100 平方メートルの範囲内で最大 50

システム 

無線範囲 障害物なし 最大 300 m（328 ft） 

インダストリアル環境 通常最大 50 m（164 ft） 

アンテナ （ZARC03 外付けアンテナ使用可

能） 

内部 

動作チャンネル選択 ユーザーは意識することはありませ

ん。 

自動 

ID - シュナイダーエレクトリックが予約し

ている MAC アドレス 

 

FCC USA および IC Canada 適合声明 

この機器は、米国連邦通信委員会（FCC）規則の第 15 部およびカナダ産業省（IC）免許不要 RSS

規格に準拠しています。以下の 2 つの条件に従って操作する必要があります。 

1) この機器は、有害な干渉を引き起こすことはありません。 

2) この機器は、望ましくない動作を引き起こす可能性のある干渉を含め、干渉を受けても動作で

きる必要があります。 

 
Le présent appareil est conforme aux CNR d'Industrie Canada applicables aux appareils radio exempts de 
licence.L'exploitation est autorisée aux deux conditions suivantes : 
1) l'appareil ne doit pas produire de brouillage, et 

2) l'utilisateur de l'appareil doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, même si le brouillage est 

susceptible d'en compromettre le fonctionnement. 

 

適合の責任を負う当事者により明示的に承認されていない変更または改良が行われた場合は、ユ

ーザーの設備操作の許可が取り消されることがあります。この設備は、試験済みであり、FCC 規

則の第 15 部に準拠したクラス B デジタル機器の制限事項に適合することが確認されています。

これらの制限事項は、住居施設内での有害な干渉から適切に保護されるよう設計されています。

この設備は、高周波エネルギーを生成および使用し、これを放射する場合があり、指示に従わず

に設置および使用した場合は、無線通信に対し有害な干渉を引き起こすことがあります。ただ

し、特定の施設内で干渉が発生しない保証はありません。この設備が設備のオフ・オンにより決

定可能な無線またはテレビの受信に対し有害な干渉を引き起こす場合、ユーザーが以下の 1 つま

たは複数の対策により干渉を是正するよう努めることが奨励されています。 
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● 受信アンテナの方向または位置を調整する。 

● 設備と受信機の間隔を広げる。 

● 設備を受信機が接続されている回路とは別の回路のコンセントに接続する。 

● 取扱業者または経験豊富な無線／テレビ技術者に支援を依頼する。 

ベースステーションは、以下の条件下で管理されていない環境について規定されている FCC の放

射線暴露限度に準拠しています。 

1) この設備は、放射体（アンテナ）とユーザー／近くの人物の身体を常に 20 cm 以上離して設置

および運用することが推奨されています。 

2) この発信装置は、他のアンテナまたは発信装置とともに設置したり、運用したりしないでくだ

さい。 

アンテナ付きのリモートデバイスは、管理されていない環境について規定されている FCC の放射

線暴露限度に準拠しています。この適合性を維持するには、以下の指示に従って下さい。 

1) この発信装置は、他のアンテナまたは発信装置とともに設置したり、運用したりしないでくだ

さい。 

2) この設備を使用中は、アンテナに直接触らないでください。もしくは、極力アンテナに触れな

いでください。 

 

カナダ産業省の規則では、これらの電波発信装置はカナダ産業省が発信装置に関して承認した種

類および最大（またはより小さい）利得のアンテナを使用してのみ動作可能です。他のユーザー

との混信を軽減するため、等価等方放射電力（EIRP）が問題のない通信に必要な程度を上回らな

いようアンテナの種類および利得を選択することが推奨されています。これらの無線発信機

（IC：7002CZARB および IC：7002CZART）は、許容利得が最大で規定のアンテナインピーダン

スを有するアンテナタイプ ZARC03 を使用して運用するようカナダ産業省により承認を受けてい

ます。該当の種類のアンテナに関して示されている最大利得より利得の大きなその他の種類のア

ンテナは、この機器と使用することが固く禁じられています。 

 

Conformément à la réglementation d'Industrie Canada, les présents émetteurs radio peuvent fonctionner 
avec une antenne d'un type et d'un gain maximal (ou inférieur) approuvé pour l'émetteur par Industrie 
Canada.Dans le but de réduire les risques de brouillage radioélectrique à l'intention des autres utilisateurs, 

il faut choisir le type d'antenne et son gain de sorte que la puissance isotrope rayonnée équivalente (p.i.r.e.) 
ne dépasse pas l'intensité nécessaire à l'établissement d'une communication satisfaisante.Les présents 
émetteurs radio (identifier IC:7002CZARBo and IC:7002CZARTo) ont été approuvé par Industrie Canada 
pour fonctionner avec le type d'antenne ZARC03 ayant un gain admissible maximal et l'impédance 
requise.D'autres types d'antenne non dont le gain est supérieur au gain maximal indiqué, sont strictement 
interdits pour l'exploitation de l'émetteur. 
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製品型式 内蔵アンテナの最大利得

（dB） 

外付けアンテナの最大利得

（dB） 

（ケーブルを含む） 

許容インピーダンス（Ω） 

ZART8L• 4.5 – – 

ZATL8D• 5.5 

ZART12D• 

ZARB12H• 4.5 1 50 

ZARB12W• 

ZARB18H• 

ZARB18W• 

 

シュナイダーエレクトリックにより明示的に承認がされていない変更または改造が行われた場合

は、ユーザーの設備操作の許可が取り消されることがあります。 
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2.2 
リモートデバイスの仕様 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。 

主題 ページ 

リモートデバイスの仕様 57 

リモートデバイス用充電器の仕様 58 
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リモートデバイスの仕様 
 

環境 

 

仕様項目 詳細 仕様値 

製品認証 - CE、UL/cULus/CSA、EAC 

バッテリーの寿命 IEC 62133 に準拠 2 年以上 

バッテリーの種類 - LiFePO4 

バッテリーの電圧 - 3.3 VDC 

機械的寿命 動作ボタン 5,000,000 サイクル 

機械的寿命 補助ボタン 1,000,000 サイクル 

温度 保管時 -20～45℃（-4～113 ﾟ F） 

動作時 -20～60℃（-4～140 ﾟ F） 

相対湿度 動作時／保管時 0～95%、結露なし 

腐食性雰囲気耐性 IEC 60721-3-3 H2S / SO2 / NO2 / Cl2 についてはレベル 3C2 

保護等級 - IP65 および NEMA のタイプ 4 

高度 動作 

保管時 

0～2000 m（0～6561.7 ft） 

0～3000 m（0～9842.5 ft） 

耐振動性 IEC 60068-2-6 に準拠 10～55 Hz、振幅 0.75 mm、加速度 15 gn 

耐衝撃性 IEC 60068-2-27 に準拠 100 gn 

機械的保護 - バンパー 

静電放電耐性 IEC 61000-4-2 に準拠 接触時 4 kV 

空中で 8 kV 

放射電磁界耐性 IEC 61000-4-3 に準拠 10 V/m 

過渡電流耐性 IEC 61000-4-4 に準拠 電源供給時、1kV 

電力周波数磁界耐性 - 最低 30 A/m 

機械材料 - OnFlex™製バンパー 

重量 - 594 g（21 oz） 
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リモートデバイス用充電器の仕様 
 

環境 

 
 

仕様項目 仕様値 

使用環境 住居、商業、および軽工業環境（IEC 61000-6-3） 

製品認証 CE、UL/cULus/CSA、EAC 

保護等級 IP2x 

汚染等級 2 

動作温度 10～40℃（50～104 ﾟ F） 

保管温度 -20～60℃（-4～140 ﾟ F） 

一次供給電圧 50 Hz -6%/+4%および 60 Hz 6%/+4%で 240 VAC ± 20% 

50 Hz -6%/+4%および 60 Hz 6%/+4%で 110 VAC ± 20% 

二次出力電圧 12 V、安全特別低電圧（SELV） 

二次出力電力 最小 30 W 
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2.3 
寸法 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

ベースステーションの寸法 60 

リモートデバイスの寸法 61 
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ベースステーションの寸法 
 

寸法 

以下の図は、ベースステーションの寸法を示します。 
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リモートデバイスの寸法 
 

寸法 

以下の図は、リモートデバイスの寸法を示します。 
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第 3 章 

機能安全 
 

 
 

本章の内容 

本章は以下の項で構成されています。 

項 主題 ページ 

3.1 概要 64 

3.2 説明および安全機能 71 

3.3 安全機能の試運転 82 

3.4 保守のための機能安全要件 85 
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3.1 
概要 

 

 

 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

概論 65 

規格および用語 66 

基本事項 67 
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概論 
 

概要 

eXLhoist に搭載の安全機能により、作業者および装置保護のためのアプリケーションを作成する

ことができます。 

一部の安全機能は、eXLhoist 設定ソフトウェアを使用して設定されます。  

搭載された安全機能により、以下の利点がもたらされます。 

● 規格に準拠したさらなる安全機能 

● 外付け安全装置が不要 

● 配線の手間および必要スペースの低減 

● コストの削減 

eXLhoist は、安全機能の実装に関する規格の要件に適合しています。 
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規格および用語 
 

概要 

このマニュアルに記載の専門用語および各用語に対応する説明は、通常該当の規格の用語または

定義を使用しています。 

ワイヤレス遠隔制御システムの分野において、これらの用語には安全機能、安全状態、不具合、

不具合のリセット、故障、エラー、エラーメッセージ、警告、警告メッセージなどが含まれま

す。 

該当の規格には以下が含まれます。 

● IEC 61508 Ed.2 シリーズ：電気式／電子式／プログラム可能電子式安全関連システムの機能安

全 

● EN 62061 Ed.1.0：機械の安全 - 安全に関連する電気式、電子式、およびプログラム可能電子

式制御システムの機能安全 

● EN ISO 13849-1 および 2：機械の安全 - 制御システムの安全関連部品 

 

EC 適合性宣言 

機械指令 2006/42/EC の EC 適合性宣言は、www.schneider-electric.com で入手可能です。 

 

機能安全適合性 

内蔵された安全機能は以下に適合しています。 

● EN 15011：2014 

● EN 14492-2：2009 

● EN 14439：2009 

● EN 13557：2008 

● IEC 60204-1：2009 

● IEC 60204-32：2008 

記載の規格は、ISO13849-1 および ISO13849-2 の枠組みの観点から、ワイヤレス遠隔制御システム

の安全性に関し考慮すべき事項を規定しています。 

規定の安全機能は以下のとおりです。 

● IEC 61508 Ed.2 シリーズに準拠した SIL1、SIL2、および SIL3 機能 

● ISO 13849-1 に準拠した性能レベル c、d、および e 

● 欧州規格 ISO 13849-1 のカテゴリー2、3、および 4 に準拠 

「安全機能」の項（71 ページ）も参照してください。 

安全性要求動作モードは、IEC 61508-1 規格に準拠し高頻度または継続動作モードと考えられま

す。 
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基本事項 
 

機能安全 

自動化および安全設計は、過去は別々の分野でしたが、今日では統合が進んでいます。 

複合的な自動化ソリューションの設計および導入は、内蔵された安全機能により大幅に簡略化さ

れます。 

通常、安全設計要件は、用途によって決まります。 

要件の水準は、特定の用途により発生するリスクおよび危険の結果定められます。 

 

IEC 61508 規格 

電気式／電子式／プログラム可能電子式安全関連システムの機能安全に関する IEC 61508 規格

は、安全関連機能を取り扱っています。 

単一のコンポーネントではなく、一連の機能全体（たとえば、センサーから論理処理ユニットを

経由して起動装置まで）がユニットと考えられます。 

この一連の機能は、全体として特定の安全度水準の要件を満たす必要があります。 

同等のリスク水準の安全業務用のさまざまな用途で使用することのできるシステムおよびコンポ

ーネントをこれに基づき開発することができます。 

 

EN ISO 13849 規格または EN 62061 規格 

設計者は、EN ISO 13849-1 または EN 62061 に従い機械指令 2006/42/EC への適合を実証すること

ができます。これらの 2 つの規格は、故障が発生するか否かだけでなく、どの程度の確率で故障

が発生するかも考察しています。 

これは、適合には定量化可能で確率論的な要素が存在することを意味しています。すなわち、機

械製造者は、自社の安全回路が規定の安全度水準（SIL）または性能水準（PL）を満たすか否か

を判断することができる必要があります。パネルの製造者および設計者は、安全回路で使用され

るコンポーネント（安全検知コンポーネント、安全論理回路装置、および接触器などの出力装置

など）が製品に関する詳細データを提供する必要があることを認識する必要があります。 
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安全規格： 

 
 

SIL - 安全度水準 

IEC 61508 規格は、安全機能の 4 つの安全度水準（SIL）を規定しています。  

SIL1 が最低水準で、SIL4 が最高水準です。 

危険およびリスクの分析は、規定の SIL を定める根拠となります。 

これは、該当の一連の機能が安全機能とみなされるか否か、およびどの危険を取り扱う必要があ

るかを判断するために採用されます。 

 

PF - 故障確率 

IEC 61508 規格は、ハードウェア安全度および決定論的安全度の 2 つの広いカテゴリーに分類され

る要件を適用して SIL を定義しています。機器またはシステムは、任意の SIL を達成するため、

両方のカテゴリーの要件を満たす必要があります。 

ハードウェア安全度の SIL 要件は、機器の確率論的分析に基づき定められます。任意の SIL を達

成するには、最大の危険側故障確率および最小の安全側故障割合の目標を満たす必要がありま

す。通常はシステム開発を通じて健全性が検証される条件に従い、懸案のシステムについて「危

険側故障」の概念を厳密に定義する必要があります。求められる実際の目標は、要求の可能性、

機器の複雑性、および適用される冗長構成の種類により異なります。 

  

機械 

電気式／電子式／プログラム可能電子式安全関連
システムの機能安全 

制御システムの安全に関連する部品 

機械の安全 
電気式／電子式／プログラム可能電子式安全関連
システムの機能安全 

システムおよび設備の安全 
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低頻度運用の需要時故障確率（PFD）は、IEC 61508 に従い異なる SIL が定義されています。 

SIL 安全機能の需要時平均危険側故障確率 PFD 

SIL4 10-4未満 

SIL3 10-4以上 10-3未満 

SIL2 10-3以上 10-2未満 

SIL1 10-2以上 10-1未満 

 

継続運用時、これらは以下に変更されます。 

SIL 安全機能の需要時平均危険側故障頻度（h-1）PFH 

SIL4 10-9以上 10-8未満 

SIL3 10-8以上 10-7未満 

SIL2 10-7以上 10-6未満 

SIL1 10-6以上 10-5未満 

 

動作要求率が 1 年あたり稼働 1 回未満の場合、機能は「需要状態」とみなされます。動作要求率

が 1 年あたり稼働 1 回以上の場合、機能は「高頻度または継続運用状態」とみなされます。 

制御システムの危険を特定し、リスク分析により分析する必要があります。これらのリスクは、

危険に対するその全影響が受容可能と判断されるまで徐々に緩和されます。これらのリスクの許

容可能な水準は、任意の期間における危険側故障の目標確率の形式で安全要件として指定され、

別個の SIL 水準として提示されます。 

 

PL - 性能水準 

EN ISO 13849-1 規格は、安全機能について 5 つの性能水準（PL）を定義しています。  

「a」が最低水準で、「e」が最高水準です。 

5 段階の水準（a、b、c、d、および e）は、複数の値の 1 時間あたり平均危険側故障確率に対応し

ます。 

PL 1 時間あたり危険側ハードウェア故障確率 

e 10-8以上 10-7未満 

d 10-7以上 10-6未満 

c 10-6以上 3×10-6 未満 

b 3×10-6 以上 10-5 未満 

a 10-5以上 10-4未満 
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HFT（ハードウェア故障許容範囲）および SFF（安全側故障割合）  

安全システムの SIL によっては、IEC 61508 規格は、安全故障 SFF の具体的な割合と関連付けて

具体的な HFT を要求します。 

HFT は、1 つまたは複数のハードウェア故障の有無に関係なく規定の安全機能を実行するシステ

ムの能力です。 

システムの SFF は、システムの安全側故障率と合計故障率との比と定義されています。 

IEC 61508 によると、任意のシステムの達成可能最大 SIL は、一部システムの HFT および SFF に

より決められます。 

IEC 61508 は、2 種類のサブシステム（タイプ A サブシステムおよびタイプ B サブシステム）を

区別します。 

これらのタイプは、この規格が安全関連コンポーネントについて定義している基準に基づき指定

されています。 

 
SFF HTF 

タイプ Aサブシステム タイプ B サブシステム 
0 1 2 0 1 2 

60%未満 SIL1 SIL2 SIL3 - SIL1 SIL2 

60%～90%未

満 
SIL2 SIL3 SIL4 SIL1 SIL2 SIL3 

90%～99%未

満 
SIL3 SIL4 SIL4 SIL2 SIL3 SIL4 

99%以上 SIL3 SIL4 SIL4 SIL3 SIL4 SIL4 

 
 

決定論的安全度および検出故障防止策 

仕様、ハードウェア、およびソフトウェアにおける系統誤差、安全システムの使用による故障お

よび保守作業による故障を最大限防ぐ必要があります。これらの要件を満たすため、IEC 61508

は、多くの故障防止策を指定しており、これらを規定の SIL に従って導入する必要があります。

これらの故障防止策は、安全システムの全ライフサイクル、すなわち設計からシステムの廃棄ま

でを対象に入れる必要があります。 
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3.2  
説明および安全機能 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

安全機能はワイヤレス遠隔制御システムの一部 72 

安全機能の取得および運用 73 

緊急停止 74 

停止機能 75 

標準動作および補助機能 76 

保護 77 

安全機能の優先度 78 

ワイヤレス遠隔制御システムの安全状態 79 

法律上の RFU（使用勧告） 80 

信頼性調査の概要 81 
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安全機能はワイヤレス遠隔制御システムの一部 
 

概要 

お客様において、最終的な用途により定められる定性的および定量的な安全目標は、安全機能と

して安全な使用を保証するための調整を必要とします。ワイヤレス遠隔制御システムの構築者が

これらの追加の変更（たとえば、モーターの機械ブレーキの管理など）に対し責任を負います。 
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安全機能の取得および運用 
 

概要 

SISTEMA ソフトウェアを使用して、装置の開発者および安全関連機器のコントローラーの試験者

が EN ISO 13849-1 を背景として自社の装置の安全標準または安全度を評価することができます。

このツールにより、指定のアーキテクチャーに基づき安全関連制御コンポーネントの構造をモデ

ル化し、性能水準（PL）の自動計算を含め、さまざまな詳細水準の信頼性標準を自動的に計算す

ることができます。 

eXLhoist SISTEMA ライブラリーは、www.schneider-electric.com より入手可能です。 

  

http://www.schneider-electric.com/
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緊急停止 
 

概要 

全般的な説明については、「緊急停止機能」（133 ページ）を参照してください。  

緊急停止機能の設定は変更できません。 

緊急停止機能にとって望ましくない事態は、緊急停止機能が作動しないことです。  

緊急停止機能の安全状態は、安全リレーを開放することです。 

機能 設置 IEC 60204-32 IEC 61508 EN 62061 EN ISO 13849 
停止カテゴリー SIL SIL CL 安全カテゴリ

ー 

PL 

緊急停止 S2_S3 と IN0 間

に補助接地フィ

ードバックルー

プを設置 

カテゴリー0 SIL3 SIL3 CL 安全カテゴリ

ー4 

PL e 

S2_S3 と IN0 間

に補助接地フィ

ードバックルー

プを設置せず 

SIL2 SIL2 CL 安全カテゴリ

ー3 

PL d 

 

SIL3 PL e の緊急停止については、接触器の補助接点を機械的に連結する必要があります。接触器

は、EN 60947-4-1:2010 の付録 F（優先） - 電源接点（安全開離機能接点）に連結される補助接点

の要件に準拠するものとします。 

共通故障原因（CCF）に準拠するため、冗長接触器またはドライブの配線は別の経路を使用する

必要があります。 

eXhoist の標準的な緊急停止機能は、IEC 60204-32 に準拠した停止カテゴリー0 に限定されます。

お客様の用途で停止カテゴリー1 の緊急停止機能が必要となる場合は、シュナイダーエレクトリ

ック製の安全リレーPreventa XPSATE または XPSAV、もしくはこれと同様のタイプを使用する必

要があります。 

EN ISO 13849-1 に従い安全カテゴリー4 の正当性を証明するため、S2_S3 端子（パルス式 12 V）

により、IN0 端子に対し自動診断が実施されます。IN0 入力の外部供給は使用することができませ

ん。 

緊急停止機能は、受動停止型（無効なフレームが検知された場合に機能が作動する）です。 
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停止機能 
 

概要 

全般的な説明については、「停止機能」（135 ページ）を参照してください。 

停止機能にとって望ましくない事態は、停止機能が作動しないことです。  

停止機能の安全状態は、安全リレーを開放することです。 

機能 設置 IEC 60204-32 IEC 61508 EN 62061 EN ISO 13849 
停止カテゴリー SIL SIL CL 安全カテゴリ

ー 

PL 

停止 UOC なし カテゴリー0 SIL2 SIL2 CL 安全カテゴリ

ー3 

PL d 

UOC あり カテゴリー1 

 

停止機能は、受動停止型（無効なフレームが検知された場合に機能が作動する）です。 

  



機能安全 

EIO0000001505 09/2016 76 

標準動作および補助機能 
 

概要 

全般的な説明については、「標準動作」（148 ページ） および「補助機能」（150 ページ）を参

照してください。 

eXLhoist 設定ソフトウェア（eXLhoist configuration software）を使用してリモートデバイスの動作

ボタンに対しリレーを割り当てることができます。eXLhoist 設定ソフトウェアを使用して動作軸

（およびその動作リレー）に UOC リレー（114 ページ）を関連付けることができます。 

eXLhoist 設定ソフトウェアを使用して補助ボタンおよび補助リレーに補助機能を割り当てること

ができます。 

標準動作および補助機能にとって望ましくない事態は、意図しない標準動作または補助機能が作

動することです。 

標準動作および補助機能の安全状態は、安全リレーを開放することです。 

 

機能 設置 IEC 60204-32 IEC 61508 EN 62061 EN ISO 13849 

停止カテゴリー SIL SIL CL 安全カテゴリー PL 

標準動作

および補

助機能 

UOC なし カテゴリー2 SIL1 SIL1 CL 電子部品向けカテ

ゴリー2 電気機

械部品向けカテゴ

リー1 

PL c 

UOC あり 

 

安全カテゴリー2 の正当性を証明するため、機器の始動中にリモートデバイスのボタンに対し自

動診断が実施されます。そのため、この段階においては、オペレーターの方は動作ボタンも補助

ボタンも押さないでください。 

標準動作および補助機能は受動停止機能（出力信号が検知されたときに機能が作動する）です。 
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保護 
 

概要 

全般的な説明については、「保護機能」（116 ページ）を参照してください。 

eXLhoist 設定ソフトウェアを使用して動作方向に保護機能を割り当てることができます。  

保護機能にとって望ましくない事態は、動作ボタンの開放が機能しないことです。  

保護リミットスイッチの接点は、NC 接点とする必要があります。 

保護機能の安全状態は、安全リレーを開放することです。 

機能 設置 IEC 60204-32 IEC 61508 EN 62061 EN ISO 13849 
停止カテゴリー SIL SIL CL 安全カテゴリー PL 

保護 NC 動作方向のカテ

ゴリー2 

SIL1 SIL1 CL 電子部品向けカ

テゴリー2 電気

機械部品向けカ

テゴリー1 

PL c 

 

安全カテゴリー2 の正当性を証明するため、IN_COM 出力ポートを使用して保護入力に対し自動

診断が実施されます。保護入力用に外部電源を使用することができません。 

保護機能は受動停止機能（入力信号が検知されたときに機能が作動する）です。 
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安全機能の優先度 
 

概要 

 

安全機能の優先度 安全機能 

1 緊急停止 

2 停止 

3 保護 

4 標準動作および補助機能 
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ワイヤレス遠隔制御システムの状態 
 

概要 

ベースステーションの安全状態は以下のとおりです。 

● 安全停止故障：ベースステーションにより故障が検知された場合、ベースステーションは停止

カテゴリー0 の安全リレーを開放し、リモートデバイスとの無線通信を停止して、再起動しま

す。 

● 安全停止無線：ベースステーションがリモートデバイスとの無線通信を開放した場合、ベース

ステーションはそのコミッショニングに応じて停止カテゴリー0 または停止カテゴリー1 の安

全リレーを開放します。 

リモートデバイスの安全状態は、ベースステーションとの通信なしとなります。すなわち、リモ

ートデバイスの故障が検知された場合、リモートデバイスは無線通信を停止します。これによ

り、ベースステーションが安全停止無線モードに移行し、そのコミッショニングに応じて停止カ

テゴリー0 または停止カテゴリー1 の安全リレーを開放します。 
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法律上の RFU（使用勧告） 
 

概要 

機械指令 2006/42/EC および改訂 - 使用勧告 n° CNB/M/11.050 rev02 に従い、機能試験（自動また

は手動）を以下の期間内に実施するものとします。 

● カテゴリー3 またはカテゴリー4 の PL e（EN ISO 13849-1 に準拠）または HFT = 1 の SIL3（EN 

62061 に準拠）については少なくとも毎月必要です。 

● カテゴリー3 の PL d（EN ISO 13849-1 に準拠）または HFT = 1 の SIL2（EN 62061 に準拠）に

ついては少なくとも 12 か月に 1 度必要です。 
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信頼性調査の概要 
 

1 台のリモートデバイスおよび 1 台のベースステーションの設定での信頼性調査のまとめ 

 

規格 安全機能 緊急停止 停止 標準動作および補助

機能 

リミット

スイッチ 

補助接点

あり 

UOC なし UOC UOC な

し 

UOC 接点なし 

IEC 61508 Ed 2 チャンネルごとに SFF 97.8 % 85 % 84.8 % 90.1 % 95 % 

PFH (10-9 h-1) 7.32 7.54 7.57 52.3 51.8 17.9 

タイプ B 

HFT 1 0 
チャンネルごとの診断実施

範囲 

99.3 % 90.5 % 90.3 % 73.8 % 90 % 

SIL 機能 3 2 1 
EN 62061 (1) SIL CL 機能 3 2 1 
EN ISO 13849-1 

2008 
PL e d c 

安全カテゴリー 4 3 2 

年単位の MTTFd 15584 15130 15070 2183 2202 6380 

耐力試験周期（手動機能試験） 月 1 回 年 1 回 

最大反応時間 500 ms 

 

(1) EN 62061 規格は統合に関連する規格です。この規格は、安全機能を構成するコンポーネント

（eXLhoist の SIL1 CL、SIL2 CL、または SIL3 の分類）と全体の安全機能（付録 A の図に規定の

SIL1、SIL2、または SIL3 の分類）を区別します。 

注記：上の表の情報は、ホイストシステムの PL を評価するには十分ではありません。PL の評価

は、お客様のシステムレベルで実施する必要があります。eXLhoist のインテグレーターが上の表

からセンサーおよびアクチュエーターを含んだ PL 評価を実施する必要があります。SISTEMA ソ

フトウェアは、システムの PL 評価することができます。 

注記：ワイヤレス遠隔制御システムの無線通信は、IEC 61784-3 Ed2 2010 に準拠しています。 
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3.3 
安全機能のコミッショニング 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

安全機能設定のための安全パラメーターおよび手順 83 

ワイヤレス遠隔制御システムの安全確認 84 
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安全機能設定のための安全パラメーターおよび手順 
 

安全機能のコミッショニング 

安全機能のコミッショニングの種類は以下のとおりです。 

機能 UOC 遅延時間 リレーの割り当て 特記事項 

緊急停止 - - コミッショニングなし 

停止 あり - 安全リレーをコミッショニング

することはできません。 

 

動作機能および補助機能 あり あり - 

保護 - あり 遅延および NO/NC 接点の割り当

て 

 

 

以下のパスワード／コードを eXLhoist 設定ソフトウェアに設定することができます。 

● リモートデバイスの緊急停止リセットシーケンス 

● リモートデバイスのスタートアクセスシーケンス 

● 転送パスワード： 

○ リモートデバイスでの設定ファイル転送用 

○ リモートデバイスとベースステーション間の設定ファイル転送用 

 

パスワード／コード 初期設定値 

緊急停止リセットシーケンス - 

スタートアクセスシーケンス - 

設定ファイル転送パスワード - 
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ワイヤレス遠隔制御システムの安全確認 
 

概要 

安全機能内蔵のシステムの検証試験は、ワイヤレス遠隔制御システムに設定の内蔵型安全監視機

能および安全停止機能の機能性検証に焦点を当てて行われます。 

この試験の目的は、規定の安全機能および試験機構の設定の適切性を検証し、許容限度外の値の

明示的な入力専用の監視機能の反応を試験することです。 

この試験は、ワイヤレス遠隔制御システム固有のすべての安全設定監視機能および eXLhoist に内

蔵の全体的な安全機能を対象に実施する必要があります。 

 

検証時の必須確認事項 

● 機器が正しく配線されています。 

● リミットスイッチ、過負荷センサー、および緊急停止スイッチなどのすべての安全装置が接続

され、動作準備が完了しています。 

● すべてのコミッショニングパラメーターがワイヤレス遠隔制御システム上で正しく設定されて

いる必要があります。 
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3.4 
保守のための機能安全要件 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

保守 86 

ベースステーションまたはリモートデバイスの交換 87 

機械設備の交換 88 
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保守 
 

緊急停止 

予防的保守により、使用勧告（80 ページを参照）に従い、緊急停止機能および停止機能を最低月

に 1 度作動させる必要があります。この予防的保守を実施する前に、リモートデバイスおよびベ

ースステーションのスイッチをオフにした後にオンにする（電源切断後再投入）を行う必要があ

ります。 

 

その他の安全機能 

予防的保守により、使用勧告（80 ページを参照）に従い、停止機能、動作機能、補助機能、リミ

ットスイッチ機能を最低年に 1 度作動させる必要があります。この予防的保守を実施する前に、

リモートデバイスおよびベースステーションのスイッチをオフにした後にオンにする（電源切断

後再投入）を行う必要があります。 
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ベースステーションまたはリモートデバイスの交換 
 

概要 

ベースステーションおよびリモートデバイスをそれぞれ交換することができます。 

設定済みのベースステーションまたはリモートデバイスを交換しても、保守／装置交換手順のお

かげで安全機能を失うことはありませんが、不適切な配線または安全機能の不適切な動作を防ぐ

ため、検証試験を再度実施する必要があります。 

注記：製品の詳細については、「メンテナンス／機器交換」（241 ページ）を参照してくださ

い。 
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機械設備の交換 
 

概要 

ホイストシステム中のいずれかの部品（コンタクター、ドライブなど）を交換する必要がある場

合は、検証試験（84 ページを参照）を再度実施する必要があります。 

注記：製品の詳細については、設置部品（89 ページ）を確認してください。 
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第 4 章 
設置および配線 

 

 
 

本章の内容 

本章は以下の項で構成されています。。 

項 主題 ページ 

4.1 ベースステーションの設置 90 

4.2 ベースステーションの配線 93 

4.3 機能の説明 106 

4.4 リモートデバイスの設置 123 

  



設置および配線 

EIO0000001505 09/2016 90 

4.1 
ベースステーションの設置 

 

 
 

ベースステーションの設置に関する注意 
 

設置に関する注意 

推奨のベースステーションの設置場所の例： 

 

 
 

ベースステーションの設置場所： 

ベースステーションは、ケーブルを下にして、平らで固いところに縦方向に設置してください。 
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配線および無線通信可能な範囲を考慮してベースステーションの設置場所を選んでください。 

無線通信機能を最適にするため、ベースステーションとリモートデバイスの間に障害物が入らな

いよう配慮してください。 

ベースステーションは、遮蔽された金属コンテナ内に設置しないでください。  

混信を防ぐため、以下をお守りください。 

● ベースステーションのカバーの前にケーブルや金属部品を置かないでください。 

● ベースステーションとリモートデバイスの間に障害物を置かないでください。 

IEC 61010-1 に従い、ベースステーションの電源スイッチをベースステーションの近くに設置する

ことをおすすめします。 

IEC 61508、EN 62061、および EN ISO 13849 に準拠するよう、ケーブル端子は ZARB•W•の出力配

線用に使用する必要があります。 

 

 危険 
重荷重移動の危険 

ホイストシステム操作時には、作業範囲に人を立ち入らせないでください。  

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故または重大な人身事故を招きます。 

 

 警告 
意図されていない設備の操作 

マニュアルに記載の環境要件に従い、この機器を設置および操作してください。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故、重大な人身事故または設備の損傷を招くお

それがあります。. 

 

 警告 
意図されていない設備の操作 

● 人身や設備に対する危険が存在する場合は、適切な安全インターロックを使用してくださ

い。 

● センサーおよび起動装置の電源は、機器に接続されたセンサーまたは起動装置に対し電力

を供給するためにのみ使用してください。 

● 電力線には、該当の設備の定格電流および定格電圧に関する現地および国の規制上の要件

に従いヒューズまたは熱磁気スイッチ（シュナイダーエレクトリックの GV2 など）を接続

し、これにより電力線を保護する必要があります。 

● この設備を分解、修理、改造しないでください。 

● ベースステーションに穴を開けないでください。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故、重大な人身事故または設備の損傷を招くお

それがあります。 
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設置 

 
 

手順 実施事項 

1 ベースステーションの前面の 4 本のねじを緩めます。 

2 カバーを取り外します。 

3 専用の穴に 4 本のねじを挿入します（記号 G）。 

 

4 
4 本の取り付けねじ M04 を締めます。ねじ山を少なくとも 6 mm（0.23 in）取り付けプレート

に差し込んでください。 

5 ベースステーションのカバーを取り付けます。 

6 4 個のねじを締め、ベースステーションのカバーを固定します。 

7 ベースステーションの識別のため、専用のラベルに ID アドレスを記入し、適切な場所に貼

付します。このラベルは、機器または付属品 ZARC07 および ZARC08 に同封されています。 

適切な場所に「Radio controlled device（無線制御機器）」と書かれた黄色のラベルも貼付し

てください。このラベルは、付属品 ZARC08 に同封されています。 

 
振動が激しい条件での用途には ZARC09 サイレントブロックを使用してください。 
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4.2 
ベースステーションの配線 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

ベースステーションの配線 94 

配線例 99 

出荷設定の説明 102 
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ベースステーションの配線 
 

ZARB•W• 

配線手順： 

手順 実施事項 

1 ベースステーションの前面の 4 本のねじを緩めます。 

2 カバーを取り外します。 

3 必要な場合、ベースステーション専用の穴のキャップを取り外し、ZARC06 キットのケーブ

ルグランド（41 ページを参照）を取り付けます（締め付けトルク = 4±0.2 N.m（35.4±0.2 lb.-

in））。 

4 専用のケーブルグランドにケーブルを通します。 

5 専用の端子にワイヤーを接続します。必要に応じて、ケーブル端子を使用します。 

6 ケーブルグランドを締めます。 

7 ベースステーションのカバーを取り付けます。 

8 4 個のねじを締め、ベースステーションのカバーを固定します。 

 
 
 

ZARB•W•の端子： 
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絶縁： 

リレー群（Q1～Q3）、（Q4～Q6）、（Q7～Q9）、（Q10～Q12）、（Q13～Q18）、入力群

（IN0～IN18）、および電源（AC_Phase/+、AC_Neutral/-）は相互間の SELV 絶縁を考慮くださ

い。 

リレー／端子に関する詳細については、動作リレー／補助リレーの配線（107 ページ）を参照し

てください。  

入力群（IN0～IN18）内では、単一の 24 V 絶縁としてください。 

 

 危険 

感電、爆発、アークフラッシュの危険あり 

ベースステーションの IN0～IN18 の入力に接続されている機器は、ドライ接点出力と外部電圧

間の SELV 絶縁を配慮する必要があります。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故または重大な人身事故を招きます。 

 

ZARB•H• 

入力／出力は、コネクターに接続されます（保護入力を除きます）。  

ベースステーションを接続するため、以下のコネクターの説明に従ってください。 

 

 

 

ピン番

号 

ZARB- 

18H• 

ZARB- 

12H• 
ピン番

号 

ZARB- 

18H• 

ZARB- 

12H• 
ピン番

号 

ZARB- 

18H• 

ZARB- 

12H• 
ピン番

号 

ZARB- 

18H• 

ZARB- 

12H• 

1 CR_18 - 17 CT_16 - 33 CT_7 49 - 

2 CC_18 - 18 CT_15 - 34 CC_Y 50 - 

3 CT_18 - 19 S2/S3 35 CT_2 51 - 

4 CT_13 - 20 IN3 - 36 IN1 - 52 - 

5 CR_17 - 21 CC_16 - 37 Q0A_1 53 - 

6 CC_17 - 22 CC_15 - 38 Q0A_2 54 - 
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ピン番

号 

ZARB- 

18H• 

ZARB- 

12H• 
ピン番

号 

ZARB- 

18H• 

ZARB- 

12H• 
ピン番

号 

ZARB- 

18H• 

ZARB- 

12H• 
ピン番

号 

ZARB- 

18H• 

ZARB- 

12H• 

7 CT_17 - 23 - 39 CT_3 55 - 

8 CC_13 - 24 IN2 - 40 IN4 - 56 - 

9 CT_14 - 25 CT_9 41 Q0B_1 57 - 

10 CC_12 26 CT_8 42 Q0B_2 58 - 

11 CT_11 27 CT_5 43 CT_1 59 - 

12 CC_10 28 IN_CO 

M 

- 44 IN5 - 60 AC_Neutral 

13 CC_14 - 29 CC_Z 45 PE 61 - 

14 CT_12 30 CT_6 46 - 62 AC_Phase 

15 CC_11 31 CT_4 47 CC_X - - 

16 CT_10 32 IN0 48 IN6 - - - 

 

ZARC03 外付けアンテナを使用する場合は、専用の取扱説明書（11 ページ）を参照してくださ

い。 

 

保護入力 

保護入力の配線手順： 

手順 実施事項 

1 ベースステーションの前面の 4 本のねじを緩めます。 

2 カバーを取り外します。 

3 ベースステーション専用の穴のキャップを取り外し、ZARC06 キットのケーブルグランド

（41 ページを参照）を取り付けます（締め付けトルク = 3±0.2 N.m（26.5±0.2 lb.-in））。 

4 ベースステーション専用穴にケーブルを挿入します。 

5 専用の端子にワイヤーを接続します。 

6 ケーブルグランドを締めます。 

7 ベースステーションのカバーを取り付けます。 

8 4 個のねじを締め、ベースステーションのカバーを固定します。 

 

想定される入力／出力の使用 

 

入力／出力 想定される使用（設定によります） 

IN0 フィードバックループ入力（122 ページを参照） 

IN1～IN6 検知された適用アラーム（112 ページを参照） 

IN7～IN18 保護（116 ページを参照） 

S2_S3 SIL2/SIL3 緊急停止設定用端子（122 ページを参照） 

Q0A、Q0B 安全リレー（122 ページを参照） 
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入力／出力 想定される使用（設定によります） 

Q1～Q9 動作リレー（107 ページを参照） 

Q10～Q16（NO タイプ） 

Q17、Q18（NO+NC タイプ） 

補助リレー（108 ページを参照） 

セレクター（110 ページを参照） 

UOC（114 ページを参照） 

特定のリレー（120 ページを参照） 

 

電源 

 

注記 
動作不能の設備 

ZARB•H ベースステーションは、以下の電圧により電力供給する必要があります。 

● 50 Hz -6%/+4%および 60 Hz -6%/+4%で 24 VAC -15%～48 VAC +10% 

● 24 VDC -15%～48 VDC +20% 

ZARB•W ベースステーションは、以下の電圧により電力供給する必要があります。 

● 50 Hz -6%/+4%および 60 Hz -6%/+4%で 24 VAC -15%～240 VAC +10% 

● 24 VDC -15%～240 VDC +20% 

これらの指示事項に従わなかった場合、設備の損傷を招くおそれがあります。 

 

保護接地 

ベースステーションの電源の接地からの電気的遮蔽により、静電気による損傷が発生する可能性

があります。リミットスイッチは、接地故障発生時に予期せず動作する場合があります。 

 

 警告 

意図されていない設備の操作 

ベースステーションの保護接地コネクターを装置の接地に接続してください。  

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故、重大な人身事故または設備の損傷を招くお

それがあります。 

 

制御回路の接地故障発生時には、設備が停止しない場合があります。 
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 警告 

意図されていない設備の操作 

入力に接続されている製品（適用アラーム、フィードバックループ、および保護機能）を電気

設備および保護接地から絶縁してください。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故、重大な人身事故または設備の損傷を招くお

それがあります。 

 

注記：電磁適合性実現のため、入力（IN1～IN6）および IN_COM 信号線を同じケーブルに接続

する必要があります。 

 

出荷設定 

出荷設定（配線および構成）の詳細については、出荷設定の説明（102 ページ）を参照してくだ

さい。 

 

配線の一般規則 

入力ケーブルおよび電源ケーブルの導体断面積は、0.75 mm2（AWG 18）が推奨されています。 

出力ケーブルの導体断面積は、1.3 mm2（AWG 16）が推奨されています。  

入力ケーブルおよび電源ケーブルの長さは、50 m（164 ft）以内が推奨されています。  

以下のケーブルグランドの推奨ケーブル径を順守してください。 

ケーブルグランド 推奨のケーブル径 

M20 10～14 mm（0.39～0.55 in） 

M25 13～18 mm（0.51～0.71 in） 

 

詳細は、「配線例」（99 ページ）を参照してください。 
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配線例 
 

概要 

この項では、システムを使用する場合に順守すべき配線ガイドラインおよび関連の実施例を説明

します。 

 

 危険 

感電、爆発、アークフラッシュの危険あり 

● この設備の該当ハードウェアガイドに記載の条件下以外でカバーまたはドアを取り外した

り、付属品、ハードウェア、ケーブル、コネクター、ワイヤーを取り付けたり取り外したり

する前に、接続機器を含むすべての設備の電源ケーブルを抜いてください。 

● 表示どおりに電源がオフになっていることを確認するため、正しい定格電圧を感知する装置

を必ず使用してください。 

● すべてのカバー、付属品、ハードウェア、ケーブル、ワイヤーを元通り取り付けて固定し、

適切な接地が行われていることを確認してからユニットに電源を投入してください。 

● この設備および付属品を操作する場合は、必ず指定の電圧を使用してください。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故または重大な人身事故を招きます。 

 

 警告 

制御不能 

● 制御配線図の設計者は、制御経路で発生し得る故障モードを考慮する必要があります。特定

の重要制御機能については、経路の故障中および故障後に安全な状態を確保するための手段

を提示してください。重要制御機能の例としては、緊急停止、オーバーロード停止、停電、

および再始動が挙げられます。 

● 重要制御機能用に個別または冗長化された制御経路を提供する必要があります。 

● システム制御経路には、通信リンクが含まれる場合があります。予期せぬ伝送遅延またはリ

ンクの不具合が認められた場合は、これについて見直しをしてください。 

● すべての事故防止規則および現地の安全ガイドラインに従ってください。1 

● この設備を導入する場合は、必ず適切に動作するかをぞれぞれ徹底的に試験してから稼働さ

せる必要があります。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故、重大な人身事故または設備の損傷を招くお

それがあります。 

 
1 詳細は、NEMA ICS 1.1（最新版）、「ソリッドステート制御の適用、導入、および保守に関す

る安全ガイドライン」、ならびに NEMA ICS 7.1（最新版）、「速度調整可能な駆動システムの製

造のための安全基準および選択、設置、および操作のためのガイド」またはユーザーの所在地に

適用される規格を参照してください。 
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バックプレーンにおける保護接地（PE） 

PE は、通常、許容ケーブル断面積が最大となる撚り合わせた銅製のケーブルである電線によりバ

ックプレーン導電部に接続されます。 

 

 警告 

不適切な接地は、意図せぬ設備の動作を招く場合があります。 

● I/O 信号用には絶縁シールド被覆されたケーブルを使用してください。 

● 単一の点で I/O 信号用のシールドケーブルを接地してください。1 

● ケーブルシールドの接地に関する現地の配線要件に必ず従ってください。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故、重大な人身事故または設備の損傷を招くお

それがあります。 

 
1電源システムの短絡電流の発生時のケーブル損傷を防ぐために等電位の接地プレーンにする場

合、複数点での接地が許容されています。 

 

配線ガイドライン 

システムの配線時には以下の規則を適用してください。 

● I/O 配線と電源配線と分離すること。これら 2 種類の配線を別々のケーブルダクト内に行うこ

と 

● 動作条件および動作環境が仕様の値の範囲内に収まっているかを検証すること 

● 電圧および電流に関する要件を満たすため、適切な寸法の電線を使用すること 

● 銅線を使用すること（強く推奨） 

● ツイストペアシールドケーブルを使用すること 

 

 警告 

意図されていない設備の操作 

● 入力および出力の接続にため指定されている場合は、必ずシールドケーブルを使用してくだ

さい。 

● 関連マニュアルの記載に従い、適切にケーブルシールドを接地してください。 

● I/O ケーブルは電源ケーブルとは分離して敷設してください。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故、重大な人身事故または設備の損傷を招くお

それがあります。 

 警告 

意図されていない設備の操作 

電力線には、該当の設備の定格電流および定格電圧に関する現地および国の規制上の要件に従

いヒューズまたは熱磁気スイッチ（シュナイダーエレクトリックの GV2 など）を接続し、こ

れにより電力線を保護する必要があります。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故、重大な人身事故または設備の損傷を招くお

それがあります。 
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ねじ式端子ブロックに関する規則 

以下の表は、ピッチが 5.08 mm（0.19 in）のねじ式端子ブロック用のケーブルの種類および電線寸

法を示します。 

 

  
 

銅線を使用してください。 

ケーブル端子を使用してください。 

 

 危険 

感電、爆発、アークフラッシュの危険あり 

ベースステーションの IN0～IN18 の入力に接続されている機器は、ドライ接点出力と外部電圧

間の SELV 絶縁を配慮する必要があります。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故または重大な人身事故を招きます。 

 

 危険 

火災の危険あり 

I/O チャネルおよび電源用には推奨の寸法の電線のみを使用してください。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故または重大な人身事故を招きます。 

 

注記 
動作不能の設備 

規定の最大トルク（Nm / lb-in.）を超えてねじ式端子を締め付けないでください。  

これらの指示事項に従わなかった場合、設備の損傷を招くおそれがあります。 
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出荷設定の説明 
 

一般パラメーター 

 

概要 ラベル 出荷設定値 

パラメーター スタンバイタイムアウト（219 ページを参照） 15 分 

省電力タイムアウト（219 ページを参照） 15 分 

ホーン時間（219 ページを参照） 1 秒 

主ベースの無線通信レベル（219 ページを参照） 0 dB 

ペアリングの制限（219 ページを参照） 有効 

リモートデバイス落下衝撃検知（220 ページを参照） 無効 

 

機械保護パスワード 

 

概要 ラベル 出荷設定値 

保護 スタートアクセスシーケンス（218 ページを参照） 無効 

緊急停止リセットシーケンス（218 ページを参照） 無効 

設定ファイル転送パスワード（210 ページを参照） 無効 

データストレージパスワード（261 ページを参照） 無効 

 

検知された適用アラーム 

ベースステーションの配線： 

ラベル 配線の説明 出荷設定の説明 出荷設定値 

IN1 センサー入力 過負荷プリアラーム 有効 = High 

IN2 センサー入力 過負荷アラーム 

IN3 センサー入力 風速オーバープリアラーム 

IN4 センサー入力 風速オーバーアラーム 

IN5 センサー入力 速度超過アラーム 

IN6 センサー入力 汎用アラーム 

IN_COM 共通出力ポート（入力 IN1～IN6

に接続されているドライ接点の反

対側に接続されます） 

- - 

  



設置および配線 

EIO0000001505 09/2016 103 

保護機能（ZARB18•のみ） 

ベースステーションの配線： 

ラベル 配線の説明 出荷設定の説明 

IN7 リミットスイッチ入力（ボタン 1 用） 無効 

IN8 リミットスイッチ入力（ボタン 1H 用） 

IN9 リミットスイッチ入力（ボタン 2 用） 

IN10 リミットスイッチ入力（ボタン 2H 用） 

IN11 リミットスイッチ入力（ボタン 3 用） 

IN12 リミットスイッチ入力（ボタン 3H 用） 

IN13 リミットスイッチ入力（ボタン 4 用） 

IN14 リミットスイッチ入力（ボタン 4H 用） 

IN15 リミットスイッチ入力（ボタン 5 用） 

IN16 リミットスイッチ入力（ボタン 5+7 用） 

IN17 リミットスイッチ入力（ボタン 6 用） 

IN18 リミットスイッチ入力（ボタン 6+7 用） 

IN_COM 共通出力ポート（入力 IN7～IN18 に接続され

ているドライ接点の反対側に接続されます） 

- 

 

動作リレー 

ベースステーションの配線： 

ラベル 配線の説明 出荷設定の説明 

動作リレー（X 軸用） 

CC_X リレー1～3 に共通 - 

CT_1 動作リレー1 の出力 1 の動作方向 

ボタン 1 または 1H が押されたとき、リレーがオ

ンになります。 

CT_2 動作リレー2 の出力 2 の動作方向 

ボタン 2 または 2H が押されたとき、リレーがオ

ンになります。 

CT_3 動作リレー3 の出力 1 と 2 の高速用コマンド 

ボタン 1H または 2H が押されたとき、リレーがオ

ンになります。 

動作リレー（Y 軸用） 

CC_Y リレー4～6 に共通 - 

CT_4 動作リレー4 の出力 3 の動作方向 

ボタン 3 または 3H が押されたとき、リレーがオ

ンになります。 

CT_5 動作リレー5 の出力 4 の動作方向 

ボタン 4 または 4H が押されたとき、リレーがオ

ンになります。 
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ラベル 配線の説明 出荷設定の説明 

CT_6 動作リレー6 の出力 3 と 4 の高速用コマンド 

ボタン 3H または 4H が押されたとき、リレーが

オンになります。 

動作リレー（Z 軸用） 

CC_Z リレー7～9 に共通 - 

CT_7 動作リレー7 の出力 5 の動作方向 

ボタン 5 または 5 および 7 が押されたとき、リ

レーがオンになります。 

CT_8 動作リレー8 の出力 6 の動作方向 

ボタン 6 または 6 および 7 が押されたとき、リ

レーがオンになります。 

CT_9 動作リレー9 の出力 5 と 6 の高速用コマンド 

ボタン 5 と 7 または 6 と 7 が押されたとき、リ

レーがオンになります。 

 

補助リレー 

ベースステーションの配線： 

一般事項 ラベル 配線の説明 出荷設定の説明 

補助リレー10 CC_10 共通 セレクター 

CT_10 出力（NO タイプ） セレクター（ボタン 10）がポジション 1 または

1+2 のとき、リレー10 がオンになります。 

セレクター（ボタン 10）がポジション 2 または

1+2 のとき、リレー11 がオンになります。 

補助リレー11 CC_11 共通 

CT_11 出力（NO タイプ） 

補助リレー12 CC_12 共通 「ホーン」リレー 

スタート手順中や設定可能期間中にリレーがオ

ンになります。 

スタートモードでは、ON/START/Horn（オン／

スタート／ホーン）ボタンを押している間、リ

レーがオンになります。 

CT_12 出力（NO タイプ） 

補助リレー13 CC_13 共通 「無線リンク」リレー 

CT_13 出力（NO タイプ） リレー13 は、ベースステーションとリモートデ

バイス間で無線通信が行われている間、オンと

なります。 

補助リレー14 CC_14 共通 ボタン 11 が押されたとき、リレー14 がオンにな

ります。 CT_14 出力（NO タイプ） 

補助リレー15 CC_15 共通 ボタン 12 が押されたとき、リレー15 がオンにな

ります。 CT_15 出力（NO タイプ） 

補助リレー16 CC_16 共通 ボタン 13 が押されたとき、リレー16 がオンにな

ります。 CT_16 出力（NO タイプ） 

補助リレー17 CC_17 共通 ボタン 14 が押されたとき、リレー17 がオンにな

ります。 CT_17 出力（NO タイプ） 

CR_17 出力（NC タイプ） 
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一般事項 ラベル 配線の説明 出荷設定の説明 

補助リレー18 CC_18 共通 ボタン 15 が押されたとき、リレー18 がオンにな

ります。 CT_18 出力（NO タイプ） 

CR_18 出力（NC タイプ） 

 

補助リレー14 から 18 の説明内容は、ベースステーションおよびリモートデバイスに依存しま

す。 

ベースステーション： 

製品型式 ZARB12•• ZARB18•• 

動作用リレーおよび補助標

準リレー 

12（Q1～Q12） 18（Q1～Q18） 

 

リモートデバイス： 

製品型式 ZART8L• ZART8D• ZARB12D• 

ボタン数 
11 個（8 個が設定可

能） 

11 個（8 個が設定可

能） 
15 個（12 個が設定可能） 

 

電源および PE 

ベースステーションの配線： 

ラベル  配線の説明  出荷設定の説明  

PE  保護接地  - 

AC_Neutral /- ベースステーションの電源  

  

- 

AC_Phase /+  

 

安全 

ベースステーションの配線： 

ラベル 配線の説明 出荷設定の説明 

Q0A_1 安全リレー1 - 

Q0A_2 

Q0B_1 安全リレー2 

Q0B_2 

IN0 フィードバックループ - 

S2_S3 
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4.3 
機能の説明 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

動作／補助リレー 107 

補助セレクター 110 

MBC ベースセレクター 111 

検知された適用アラーム 112 

意図しない動作制御（UOC）機能  114 

保護機能 116 

特別機能 120 

安全リレー 122 
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動作／補助リレー 
 

説明 

動作／補助リレーは、関連付けられたボタンが押されている間、オンとなります。  

最大 6 個の動作／補助リレーを同時に作動させることができます。 

3 個以上の動作／補助リレーの切り替えを同時に行う必要がある場合、スイッチは 20 ms ごとに

順番に作動されます（UOC リレーを除きます）。 

動作／補助リレーとリモートデバイスのボタンとの関連付けは、eXLhoist 設定ソフトウェアを使

用して設定することができます（221 ページを参照）。 

 

配線の一般規則 

ケーブルの導体断面積は、1.3 mm2（AWG 16）が推奨されています。  

詳細は、「配線例」（99 ページ）を参照してください。 

 

配線 

Q1～Q9 の動作リレー内部配線（NO タイプ）： 
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Q10～Q16 の動作／補助リレーの配線（NO タイプのみ） 

 

 
 
 

Q17 および Q18 の補助リレーの配線（NO および NC タイプ） 

 

 
 
 

 警告 

意図されていない設備の操作 

電力線には、該当の設備の定格電流および定格電圧に関する現地および国の規制上の要件に従

いヒューズまたはサーマルスイッチ（シュナイダーエレクトリックの GV2 など）を接続し、

これにより電力線を保護する必要があります。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故、重大な人身事故または設備の損傷を招くお

それがあります。 

 

動作部分の配線 

配線の例については、「アーキテクチャーの例」（274 ページ）を参照してください。 

 

補助部分の配線 

補助ボタンは、たとえば以下を管理するために使用することができます。 

● バキューム/マグネチック機能（280 ページを参照） 

● 補助セレクタースイッチ機能（110 ページを参照） 

● 補足的動作 
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出荷設定 

出荷設定（配線および構成）の詳細については、出荷設定の説明（102 ページ）を参照してくだ

さい。 
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補助セレクター 
 

説明 

補助セレクターのボタン（2 ポジションまたは 3 ポジション）をリレーと関連付けることができ

ます。 

適切に配線を行うことにより、これらのリレーが選択された装置（フック／トローリー）の動作

を有効／無効にします。 

単一スレーブモードでは、1 台の補助セレクターを設定することができます。  

マスターモードでは、2 台までの補助セレクターを設定することができます。 

補助セレクターの設定は、eXLhoist 設定ソフトウェアを使用して行ってください。（221 ページ
を参照）。 

 

配線の一般規則 

ケーブルの導体断面積は、1.3 mm2（AWG 16）が推奨されています。  

詳細は、「配線例」（99 ページ）を参照してください。 
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MBC ベースセレクター 
 

説明 

マスター用のリモートデバイスが MBC ベースセレクターを設定可能となります。 

MBC ベースセレクターは、制御されるベースステーション（ベース A、ベース A および B、また

はベース B）を選択するために使用されます。 

リレーを MBC ベースセレクターのボタンに関連付けることができます。  

MBC ベースセレクターの状態： 

状態 説明 

ベース A 主ベースステーション選択においてベースセレクターのボタンを押したときに有

効になります。 

ベース A および B 
2 台のベースステーション選択においてベースセレクターのボタンを押したときに

有効になります。 

ベース B 副ベースステーション選択においてベースセレクターのボタンを押したときに有

効になります。 

ベース A および B の

ペアリング 
ベースセレクターがベース A および B を選択した状態である間は作動します。 

 

適切な配線をしたベース A および B のペアリングの状態は、たとえば 2 個のブリッジを並行して

動かす際の衝突防止などで採用することができます。 

eXLhoist 設定ソフトウェアを使用してベースセレクターを設定することができます（221 ページ
を参照）。 

 

配線の一般規則 

ケーブルの導体断面積は、1.3 mm2（AWG 16）が推奨されています。  

詳細は、「配線例」（99 ページ）を参照してください。 
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検知された適用アラーム 
 

概要 

ZARB18••ベースステーションは、6 個の入力（IN1～IN6）を実装しています。 

これらの入力に異なる複数のセンサーを接続することができます。 

これらの入力は、適用アラーム専用です。 

 

説明 

検知された適用アラームは、ZART•D•のリモートデバイスでのみ表示されます。  

出荷設定： 

入力 説明 

IN1 過負荷プリアラーム 

IN2 過負荷アラーム 

IN3 風速オーバープリアラーム 

IN4 風速オーバーアラーム 

IN5 速度超過アラーム 

IN6 汎用アラーム 

 

eXLhoist 設定ソフトウェアを使用して検知される適用アラームを設定することができます（228

ページを参照）。 

 

配線の一般規則 

ケーブルの導体断面積は、0.75 mm2（AWG 18）が推奨されています。  

ケーブルの長さは、50 m（164 ft）以内が推奨されています。 

詳細は、「配線例」（99 ページ）を参照してください。 
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配線 

検知される適用アラームの装置の配線図： 

 
 

1～6 検出される適用アラームのセンサー 
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意図しない動作制御（UOC）機能 
 

概要 

ベースステーションは、3 つの UOC（Unintended Operating Control）機能を管理できます。 

これらのリレーは、ドライブの減速時間傾斜に相当する一時的な対応に使い、この後、UOC リレ

ーは、ドライブに対し安全トルクオフ（EN IEC 61800-5-2 に準拠した STO）入力を有効にするた

め、オフになります。 

UOC 機能により、ワイヤレス遠隔制御システムが EN 60204 に準拠した停止カテゴリー1 を取得

することができます。 

 

説明 

ひとつの UOC リレーは、ひとつの運動軸（動作ボタン 4 個）に関連付けられ、動作ボタンを押す

と、関連付けられた UOC リレーがオンになります。 すべての動作ボタンが解放されたら、UOC

遅延時間が開始され、UOC に事前に設定された時間の経過後に UOC リレーがオフになります。 

 

ドライブを備えた UOC 機能図（UOC リレーは NO）； 

 
T1 ドライブ減速時間 

T2 UOC 遅延時間 

 

 警告 

意図されていない設備の操作 

UOC 遅延時間は、ドライブ減速時間より長くなければなりません。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故、重大な人身事故または設備の損傷を招くお

それがあります。 

 

eXLhoist 設定ソフトウェアを使用して UOC を設定することができます（221 ページを参照）。 

  

リモート動作ボタン： 

モーター： 

動作リレー： 

UOC リレー： 

トルクオフ トルクオフ STO 状態： 許容トルク 
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配線の一般規則 

ケーブルの導体断面積は、1.3 mm2（AWG 16）が推奨されています。  

詳細は、「配線例」（99 ページ）を参照してください。 

 

配線 

ドライブの機能およびそのアプリケーション構成によっては、UOC リレーをドライブ安全トルク

オフ（EN/IEC 61800-5-2 に準拠した STO）入力に直接接続するか、コンタクターのコイルに直列

に接続することができます。 

配線の例については、「アーキテクチャーの例」（274 ページ）を参照してください。 
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保護機能 
 

概要 

ZARB18••ベースステーションは、12 個の入力（IN7～IN18）を実装しています。 

これらの入力は、ホイストシステムを保護するためのリミットスイッチ／モーションフィードバ

ック専用です。 

eXLhoist は、以下の 2 種類の保護機能を管理することができます。 

● リミットスイッチ：モーションの動作制御 

● モーションフィードバック：モーション用のコンタクターソリューション 

 

リミットスイッチの説明 

以下を可能とする入力が軸ごとに 4 個あります。 

● 最小ポジションにおいて動作停止にします。 

● ホイストが最小ポジションに近づいたときにその方向に高速動作しないようにします。 

● 最大ポジションにおいて動作停止にします。 

● ホイストが最大ポジションに近づいたときにその方向に高速動作しないようにします。 

これらの入力は、動作ボタンに関連付けられます。 

リミットスイッチが開放されたら、関連付けられた動作リレーがオフになります。 

eXLhoist 設定ソフトウェアを使用してリミットスイッチを設定することができます（221 ページ
を参照）。  

1 軸用リミットスイッチ機能実装の原理： 

 

 
 

1 動作方向の動作を停止するためのリミットスイッチ作動の目印（例：入力 IN7）  

2 動作方向の動作を減速するためのリミットスイッチ作動の目印（例：入力 IN8）  

3 動作方向の動作を減速するためのリミットスイッチ作動の目印（例：入力 IN10）  

4 動作方向の動作を停止するためのリミットスイッチ作動の目印（例：入力 IN9）  

5 固定部分 

6 動作部分 

7 動作（例：ボタン 1 または 1H） 

8 動作（例：ボタン 2 または 2H） 
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モーションフィードバックの説明 

NC リミットスイッチの配線の代わりに、保護入力コンタクターに配線を行うことができます。こ

れにより、コンタクターの故障を検出することができます。 

軸にモーションフィードバック機能が設定された場合、対応する入力を作動状態（作動ロー：NC

接点、または作動ハイ：NO 接点）に従い設定することができます。 

遅延時間を各軸に割り当てることができます。この遅延時間は、0.1 秒から 10 秒まで 0.1 秒刻み

で設定することができます。 

モーションフィードバックでは、軸ごとの入力の数を以下のとおり設定することができます。 

● 軸ごとに 3 個の入力 

● 軸ごとに 4 個の入力 

ボタンへの入力割り当ては以下のとおりです。 

 3 個の入力 4 個の入力 

ボタン IN IN IN IN IN IN IN IN IN IN IN IN IN IN IN IN IN IN IN IN IN IN IN IN 

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

1 ✓            ✓            

1H  ✓            ✓           

2   ✓            ✓          

2H  ✓              ✓         

3     ✓            ✓        

3H      ✓            ✓       

4       ✓            ✓      

4H      ✓              ✓     

5         ✓            ✓    

5+7          ✓            ✓   

6           ✓            ✓  

6+7          ✓              ✓ 

 

MBC の特性 

マスターのリモートデバイスが 2 台のベースステーション（ベースセレクター = A および B）を

制御する場合、保護入力はこれら 2 台のベースステーションに共有されます。たとえば、停止状

態がベースステーション A により検出された場合、ベースステーション B は同じ動作をして停止

します。 
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マスターのリモートデバイスが 2 台のベースステーションを制御する場合、保護入力は MBC モ

ードで共有されます。 

 
 

配線の一般規則 

ケーブルの導体断面積は、0.75 mm2（AWG 18）が推奨されています。  

ケーブルの長さは、50 m（164 ft）以内が推奨されています。 

詳細は、「配線例」（99 ページ）を参照してください。 

 

配線 

検知される保護装置の配線図： 

 
1～6 リミットスイッチ 

 

配線の例については、保護配線の例（282 ページ）を参照してください。 

  

ベースス

テーショ

ン A 

ベースス

テーショ

ン B 

ブリッジ A ブリッジ B 

アクチュ

エーター 

アクチュ

エーター 

停止状態 
・リミットスイッチ 

・過負荷 

・コンタクターの故

障 

停止状態 
・リミットスイッチ 

・過負荷 

・コンタクターの故

障 
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出荷設定 

出荷設定（配線および構成）の詳細については、出荷設定の説明（102 ページ）を参照してくだ

さい。 
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特別機能 
 

説明 

ワイヤレス遠隔制御システムは、以下の 6 個のリレーを管理しています。 

リレー 説明 

ホーン スタートの手順中および設定可能期間中にこのリレーがオンになります。 

ON/START/Horn（オン／スタート／ホーン）ボタンを押している間は、スタートモ

ードでこのリレーがオンになります。 

無線リンク ベースステーションとそのリモートデバイス間で無線通信が行われている間は、こ

のリレーがオンになります。 

ペアリング解除 

リレー 

ベースステーションがリモートデバイスとペアリングされている場合、このリレー

はオフになります。 

ベースステーションがリモートデバイスとペアリングされていない場合、このリレ

ーはオンになります。 

ベースステーションが選択されたがリモートデバイスにより確認されていない場

合、ペアリングの選択中にこのリレーがオン/オフします。 

スタートリレー 2 個の安全リレーがオンになっている間、このリレーがオンになります。 

これは、スタートモードで、安全条件がすべて満たされている場合のみ発生しま

す。 

動作が可能となったことを示します。 

インパルス 

スタートリレー 

ワイヤレス遠隔制御システムがスタートモードに入ったときに、このリレーが 1 秒

間オンになります。 

これは、スタートモードで、安全条件がすべて満たされている場合のみ発生しま

す。 

動作が可能となったことを示します。 

メンテナンス 

リレー 

このリレーは、データストレージ機能により使用されます。（257 ページを参照） 

設定可能データがその閾値を超えた場合、このリレーが継続的にオンとなります。 

このリレーは、対応する設定可能データのリセットが eXLhoist データストレージソ

フトウェアにより実施された場合のみ停止されます（261 ページを参照）。 

このリレーは、装置の信号灯もしくは中央制御 HMI または監視システムに接続する

ことができます。 

このリレーは、リモートデバイス ZART•D••によりオペレーターに通知を行うため、

ベースステーションの一般的な入力アラームに接続することができます。 

 

eXLhoist 設定ソフトウェアを使用して特定のリレーを設定することができます（221 ページを参
照）。 

 

用途例 

「Radio link（無線リンク）」の表示により、EN 15011:2011 規格に従いオペレーターにシステム

通信状況を通知するものとします。 
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以下のとおり、シュナイダーエレクトリックの信号灯を使用することをおすすめします。 

 

 
 

1 「無線リンク」リレーに配線される LED 

2 「スタートリレー」リレーに配線される LED 

3 「ホーン」リレーに配線されるブザー（このリレーに追加の点滅灯を配線することもできます） 

 

信号灯の操作については、スタートモードの説明（137 ページ）を参照してください。 

 

配線の一般規則 

ケーブルの導体断面積は、1.3 mm2（AWG 16）が推奨されています。  

詳細は、「配線例」（99 ページ）を参照してください。 

 

出荷設定 

出荷設定（配線および構成）の詳細については、出荷設定の説明（102 ページ）を参照してくだ

さい。 
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安全リレー 
 

IN0 フィードバックループ入力 

IN0 入力は、補助接点の状態から適切なアクチュエーター機能を確認するための入力です。 

IN0 入力と S2_S3 ポート端子間で関連するすべての補助接点が接続されている場合のみ、緊急停

止機能は SIL 3 レベルまで到達することができます。 

 

Q0A/Q0B 安全リレー 

ON/START/Horn（オン／スタート／ホーン）ボタンが作動し、すべての安全条件が満たされてい

る場合、安全リレーがオンとなります。 

 

配線の一般規則 

入力ケーブルの導体断面積は、0.75 mm2（AWG 18）が推奨されています。  

入力ケーブルの長さは、50 m（164 ft）以内が推奨されています。 

詳細は、「配線例」（99 ページ）を参照してください。 

 

配線 

配線の例については、「アーキテクチャーの例」（274 ページ）を参照してください。 

 

安全に関する詳細 

安全に関する詳細については、「安全」の章（63 ページ）を参照してください。 
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4.4 
リモートデバイスの設置 

 

 

 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

リモートデバイスのカスタマイズ 124 

最初のコミッショニング 125 
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リモートデバイスのカスタマイズ 
 

概要 

ワイヤレス遠隔制御システムは出荷設定状態で納品されます。 

ラベルセットを使用して、動作／補助設定に従いリモートデバイスのボタンを個別で設定してく

ださい。 

 

 
 

出荷設定（配線および構成）の詳細については、出荷設定の説明（102 ページ）を参照してくだ

さい。 

リモートデバイスの上面に空白ラベルを貼って、リモートデバイスで操作するホイストシステム

のラベル情報を記入することもできます。 
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最初のコミッショニング 
 

概要 

以下の手順は、箱から出した状態のワイヤレス遠隔制御システム（ベースステーションおよびリ

モートデバイス）の最初のコミッショニング（実施すべきこと）です。 

出荷設定に従って確認を行ってください（102 ページを参照）。 

MBC 設定のコミッショニングについては、「MBC 設定の変更方法」（166 ページ）を参照して

ください。 

その他の件については、「eXLhoist 設定ソフトウェア」（187 ページ）および検出手順の説明

（158 ページ）を参照してください。 

 

1 台のベースステーションおよび ZART8L を使用した最初のコミッショニング 

 
 

手順 実施事項 

1 リモートデバイスを 4 時間以上充電します（168 ページを参照）。 

2 ベースステーションを設置します（90 ページを参照）。 

3 ベースステーションの電源をオンにします。 

注記：以下の手順は、5 分以内に終了させる必要があります。 

4 ベースステーションから適切な距離（約 10 m（32.8 ft））を取ります。 

5 
リモートデバイスの ON/START/Horn（オン／スタート／ホーン）ボタンのみを 1 秒以上押しま

す。 

6 緊急停止 LED がオンになった状態になるまで待ちます。 

結果：ワイヤレス遠隔制御システムがストップモードになります（135 ページを参照）。 

 

システムの検証試験を実施することをおすすめします（84 ページを参照）。 

 

1 台のベースステーションおよび ZART•D を使用した最初のコミッショニング 

 
 

手順 実施事項 

1 リモートデバイスを 4 時間以上充電します（168 ページを参照）。 

2 ベースステーションを設置します（90 ページを参照）。 

注記：ベースステーション ID を保存しておいてください。リモートデバイスのペアリング手順で必

要となります。 

3 ベースステーションの電源をオンにします。 

注記：以下の手順は、5 分以内に終了させる必要があります。 

4 ベースステーションから適切な距離（約 10 m（32.8 ft））を取ります。 
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手順 実施事項 

5 リモートデバイスの ON/START/Horn（オン／スタート／ホーン）ボタンのみを 1 秒以上押し

ます。 

結果：リモートデバイスに検知されたベースステーションの ID の一覧が表示されます。 

 

6 ボタン 5 および 6 を使用して、新しいベースステーションの ID を選択します。 

7 ボタン 7（トリガー）を押して選択します。 

結果：選択されたベースステーションの状態 LED および COM LED が同時に点滅します。設

定が完了したら、ペアリング解除リレーがオン／オフします。 

 

 

8 ボタン 1 および 2 を使用して、確認アイコン（チェック印）を選択します。 
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手順 実施事項 

9 ボタン 7（トリガー）を押して確認します。 

結果：リモートデバイスは、ベースステーションからリモートデバイスへの設定ファイルの

転送を促します。 

 

10 ボタン 7（トリガー）を押して確認します。 

結果：リモートデバイスがベースステーションからリモートデバイスへの設定ファイルの転

送確認を促します。 

 

11 ボタン 1 および 2 を使用して、確認アイコン（チェック印）を選択します。 
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手順 実施事項 

12 ボタン 7（トリガー）を押して確認します。 

結果：リモートデバイスは、ベースステーションからリモートデバイスへの設定ファイルを

転送します。 

 

13 設定ファイルの転送が終了するまでお待ちください。  

結果： 

 

リモートデバイスが自動的にオフになります。 

 

システムの検証試験を実施することをおすすめします（84 ページを参照）。 
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第 5 章 
ワイヤレス遠隔制御システムの使用 

 

 
 

本章の内容 

本章は以下の項で構成されています。 

項 主題 ページ 

5.1 基本的な使用 130 

5.2 機能 147 

5.3 検出 158 

5.4 設定変更方法 161 

5.5 リモートデバイスの充電 168 
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5.1 
基本的な使用 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

主要モードのダイアグラム 131 

電源オン 132 

緊急停止 133 

ストップ 135 

スタート 137 

電源オフ 141 

マルチベース制御システムのペアリング 143 
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主要モードのダイアグラム 
 

主要モードのダイアグラム 

以下のダイアグラムは、ワイヤレス遠隔制御システムの主要モードを示します。 

 

 
 

（1）ZART8LM の場合のみ 

システム電源
オン 

検出 

システム電源オフ、 

ペアリングあり 

スタート 

ストップ 

緊急停止 

リモートデバイス電源オ

ン、ペアリングなし 

ペアリングの
選択 

ペアリング解除 

リモートデバイス電源オ

フ、ペアリングなし 

MBC モードのみ 
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電源オン 
 

概要 

ワイヤレス遠隔制御システムの電源投入の説明です。 

 

トリガー手順 

 
 

手順 実施事項 

1 リモートデバイスがオフになっているかを確認します。 

2 ベースステーションの電源をオンにします。 

3 
リモートデバイスの ON/START/Horn（オン／スタート／ホーン）ボタンのみを 1 秒以上押しま

す。 

 

結果：リモートデバイスがオンになります。 

ベースステーションの検出が自動的に開始されます。ワイヤレス遠隔制御システムが正しく設置

されている場合、ワイヤレス遠隔制御システムは自動的にストップモードに入ります（135 ペー
ジを参照）。 

ワイヤレス遠隔制御システムが正しく設置されている場合は、検出に関する説明（158 ページ）
を参照してください。 

注記：ボタン 7（トリガー）と ON/START/Horn（オン／スタート／ホーン）ボタンを 1 秒以上同

時に押した場合、リモートデバイスは診断モードに入ります（174 ページを参照）。 

 

解放 

以下の条件でリモートデバイスがオフになります。 

● 電源オフの手順に従った場合（141 ページを参照） 

● リモートデバイスのバッテリー容量が著しく低下したとき、自動的にオフになります。 

● 省電力タイムアウト後、自動的に XLhoist 設定ソフトウェアを使用して省電力タイムアウトを

設定することができます（219 ページを参照）。 
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緊急停止 
 

概要 

オペレーターが緊急停止用の赤いマッシュルームボタンを押すと、緊急停止機能によりワイヤレ

ス遠隔制御システムは安全なポジションに移行します。 

緊急停止モードでは、動作／補助リレーおよび安全リレーがオフになります。 

注記：リモートデバイスの緊急停止機能は、緊急停止 LED がオンの場合のみ使用可能です。 

 

トリガー手順 

 

手順 実施事項 

1 リモートデバイスのグリップ底部の緊急停止ボタンを押します。 

 

緊急停止モードのワイヤレス遠隔制御システム 

リモートデバイス： 

製品型式 説明 

ZART8L• ● スタート LED が消灯しています。 

● 緊急停止 LED が点滅しています。 

ZART•D• ● 以下のストップモードのマークが表示されます。 

 

● 以下の緊急停止マークが表示されたままとなります。 

 

● 緊急停止 LED が点滅しています。 

 

ベースステーション： 

各部要素 説明 

リレー ● 安全リレーがオフになります。 

● 動作／補助リレーがオフになります。 

● 「スタートリレー」がオフになります。 

LED ● STATUS LED がオンになります。 

● POWER LED がオンになります。 

● COM LED が点滅しています。 



ワイヤレス遠隔制御システムの使用 

EIO0000001505 09/2016 134 

  

解除 

解除手順： 

手順 実施事項 

1 リスクをもたらす条件が存在しないかを確認します。 

2 緊急停止ボタンを解放します。 

3 
緊急停止再起動コードシーケンスが設定されている場合、動作ボタン 1～6 を使用してタイプ入

力します。 

3 ボタン 7（トリガー）を押します。 

 

結果：ワイヤレス遠隔制御システムがストップモードになります（135 ページを参照）。 

 
 

特記事項 

eXLhoist 設定ソフトウェアを使用して緊急停止再起動コードシーケンスを設定することができま

す（216 ページを参照）。 
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ストップ 
 

概要 

ストップモードでは、動作／補助リレーおよび安全リレーが無効となり、安全リレーがオフにな

ります。 

 

トリガー手順 

以下の場合にストップモードになります。 

● OFF/STOP（オフ／停止）ボタンを押した場合（ワイヤレス遠隔制御システムがその前にスタ

ートモードだった場合） 

● いずれのボタンも押されないまま設定スタンバイタイムアウト時間を経過した場合（219 ペー
ジを参照）。 

● 無線接続が失われた（たとえば、電波受信範囲外）場合 

● 電源オン後の場合 

ワイヤレス遠隔制御システムがスタートモードになっている場合のトリガー手順 

手順 実施事項 

1 ワイヤレス遠隔制御システムがスタートモードになっているかを確認します。 

2 OFF/STOP（オフ／停止）ボタンを押します。 

 

ストップモードのワイヤレス遠隔制御システム 

リモートデバイス： 

製品型式 説明 

ZART8L• ● スタート LED は以下の状態となります。 

○ スタートアクセスシーケンスが設定されていない場合は、オフ 

○ スタートアクセスシーケンスが設定されている場合は、逆点滅（182 ページを参
照） 

● 緊急停止 LED がオンになります。 

ZART•D• ● 以下のストップモードのマークが表示されます。 

 

● 緊急停止 LED がオンになります。 
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スタートモードからストップモードに移行した場合の ZART•D•のディスプレイ： 

 
 

ベースステーションが以下の手順を実行します。  

1 動作／補助リレーがオフになります。 

2 設定されている場合、事前設定された遅延時間経過後、UOC リレーがオフになります。  

3 安全リレーがオフになります。 

ベースステーション： 

要素 説明 

リレー ● 安全リレーがオフになります。 

● 動作／補助リレーがオフになります。 

● 「無線リンク」リレーがオンになります。 

● 「スタートリレー」がオフになります。 

LED ● STATUS LED がオンになります。 

● POWER LED がオンになります。 

● COM LED が点滅しています。 

 

リリース 

このモードより、以下を行うことができます。 

● リモートデバイスのバッテリーの充電（168 ページを参照） 

● リモートデバイスの電源オフ（141 ページを参照） 

● スタートモードへの移行（137 ページを参照） 

 

特記事項 

eXLhoist 設定ソフトウェアを使用してスタンバイタイムアウト時間を設定することができます

（216 ページを参照）。 
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スタート 
 

概要 

スタートモードでのみ、以下を行うことができます。 

● 動作の命令（148 ページを参照） 

● 補助機能動作の命令（150 ページを参照） 

● ホーン作動の命令（157 ページを参照） 

● 安全リレーがオンになります。 

 

トリガー手順 

必要条件：ワイヤレス遠隔制御システムをストップモードにする必要があります。  

トリガー手順： 

手順 実施事項 

1 
スタートコードシーケンスが設定されている場合、動作ボタン 1～6 を使用してタイプ入力しま

す。 

2 
リモートデバイスの ON/START/Horn（オン／スタート／ホーン）ボタンのみを 1 秒以上押しま

す。 

3 
スタート警告時間中は待機します（ZART•D•が振動し、「ホーン」リレーがオンになりま

す）。 

 

スタートの詳細 

以下のとおり、シュナイダーエレクトリックの信号灯を使用することをおすすめします。 

 
 

1 「無線リンク」リレーに配線される LED 

2 「スタートリレー」に配線される LED 

3 「ホーン」リレーに配線されるブザー（このリレーに追加の点滅灯を配線することもできます） 
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動作モードの信号灯に関する説明：（ZART•D•使用時の例） 

手順 ホイストシステムの信号 ZART•D• 

リモートデバイスの電源をオンにする

前 

  

ストップモード 

動作がまだ有効になっていません。 

 
 

ストップモードとスタートモードの

間： 

● ZART•D•の振動機構が作動します。 

● 設定時間ホーンが鳴ります。 

● 動作がまだ有効になっていません。 
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手順 ホイストシステムの信号 ZART•D• 

スタートモード 

動作が有効になっています。 

インパルススタートリレーが 1 秒間オ

ンになります。 

 
 

 

スタートモードのワイヤレス遠隔制御システム 

リモートデバイス： 

製品型式 説明 

ZART8L• ● スタート LED がオンになります。 

● 緊急停止 LED がオンになります。 

ZART•D• ● 以下のスタートモードのマークが表示されます。 

 

● 緊急停止 LED がオンになります。 

 

ベースステーション： 

各部要素 説明 

リレー ● 安全リレーがオンになります。 

● 動作／補助リレーが有効になります。 

● 「無線リンク」リレーがオンになります。 

● 「スタートリレー」がオンになります。 

● 「インパルススタートリレー」が 1 秒間オンになります。 

LED ● STATUS LED がオンになります。 

● POWER LED がオンになります。 

● COM LED が点滅しています。 

 

解除 

スタートモードを終了するには、 

● ストップモードに移行してください（135 ページを参照）。 

● 緊急停止モードに移行してください（133 ページを参照）。 

● いずれのボタンも押されないまま設定スタンバイタイムアウト時間を経過した場合、ワイヤレ

ス遠隔制御システムは自動的にストップモードに移行します（219 ページを参照）。 
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特記事項 

eXLhoist 設定ソフトウェアを使用してスタートアクセス、スタンバイタイムアウト、およびホー

ン鳴動時間を設定することができます（216 ページを参照）。 
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電源オフ 
 

概要 

この機能により、リモートデバイスがオフになります。 

 

トリガー手順 

必要条件：ワイヤレス遠隔制御システムをストップモードにする必要があります。  

「電源オフ機能」は以下の場合に作動します。 

● OFF/STOP（オフ／停止）ボタンが押された場合 

● いずれのボタンも押されないまま設定スタンバイタイムアウト時間（スタンバイタイムアウト

時間と省電力タイムアウト時間）を経過した場合  

● リモートデバイスのバッテリー容量が著しく低下している場合 

● リモートデバイスを落とした場合 

ワイヤレス遠隔制御システムがストップモードになっている場合のトリガー手順 

手順 実施事項 

1 ワイヤレス遠隔制御システムがストップモードになっているかを確認します。 

2 リモートデバイスの OFF/STOP（オフ／停止）ボタンのみを 2 秒以上押します。 

 

電源オフモードのワイヤレス遠隔制御システム 

リモートデバイス： 

製品型式 説明 

ZART8L• ● すべての LED がオフになります。 

ZART•D• ● ディスプレイが停止します。 

● 緊急停止 LED がオフになります。 

 

ストップモードから電源オフモードに移行した ZART•D•のディスプレイ： 

 

 
  



ワイヤレス遠隔制御システムの使用 

EIO0000001505 09/2016 142 

ベースステーション： 

要素 説明 

リレー ● 安全リレーがオフになります。 

● 動作／補助リレーがオフになります。 

● 「無線リンク」リレーがオフになります。 

● 「スタートリレー」がオフになります。 

LED ● STATUS LED がオンになります。 

● POWER LED がオンになります。 

● COM LED がオフになります。 

 

解放 

このモードより、以下を行うことができます。 

● リモートデバイスの電源オン（132 ページを参照） 

● リモートデバイスのバッテリーの充電（168 ページを参照） 

 

特記事項 

eXLhoist 設定ソフトウェアを使用してスタンバイタイムアウト時間および省電力タイムアウト時

間を設定することができます（216 ページを参照）。 
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マルチベース制御システムペアリング 
 

概要 

マルチベース制御（MBC）では、2 個の個別システムが連動します。 

例： 

● システム A：主ベースステーションとマスターリモートデバイス 

● システム B：主ベースステーションと別のリモートデバイス（マスターまたはスレーブ） 

 

 
 

MBC のペアリングの基本方針 

ベースステーションは、1 台のリモートデバイスによってのみペアリングおよび制御を行うこと

ができます。 

初期設定もしくは設定変更後は、リモートデバイス A はベースステーション A とのみペアリング

され、リモートデバイス B はベースステーション B とペアリングされています。 

リモートデバイスがオフの場合も、ベースステーションは「リモートデバイスとペアリングにな

っている」とみなされ、ペアリング解除手順に従って「ペアリング解除」を行うまで別のリモー

トデバイスとペアリングすることができません。 
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マスターリモートデバイス A の MBC のペアリング： 

 
 

MBC のペアリング／ペアリング解除 

リモートデバイス A にベースステーション B を制御させたり、2 台のベースステーションを同時

に制御させたりするには、以下の手順に従ってください。 

手順 実施事項 

1 
リモートデバイス B（マスターまたはスレーブ）とベースステーション B のペアリングを解除

します。 

2 マスターリモートデバイス A とベースステーション A のペアリングを解除します。 

3 マスターリモートデバイス A と希望のベースステーションをペアリングします。 

 

元の設定、すなわちマスターリモートデバイス A がベースステーション A を制御し、リモートデ

バイス B（マスターまたはスレーブ）がベースステーション B を制御する設定に戻すには、以下

の手順に従ってください。 

手順 実施事項 

1 マスターリモートデバイス A とベースステーション B のペアリングを解除します。 

2 マスターリモートデバイス A とベースステーション A をペアリングします。 

3 
リモートデバイス B（マスターまたはスレーブ）とベースステーション B をペアリングしま

す。 

MBC のペアリング 

リモートデバイス A が 

 ベースステーション A を

制御 

リモートデバイス A が 

 ベースステーション A、A お

よび B、または B を制御 

リモートデバイス A が 

ベースステーション B を

制御 

ベース A 
ベース A お

よび B 
ベース B 

ペアリング解除 

リモートデバイス

B はベースステー

ション B のみ制御

できます 

リモートデバイス B は

ベースステーションを

制御できません 

マスターの場合、リモー

トデバイス B はベースス

テーション A のみ制御で

きます 
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MBC のペアリング解除手順 

任意のベースステーションと任意のリモートデバイスのペアリングを解除するには、以下の手順

に従ってください。 

手順 実施事項 

1 診断モードへの移行（174 ページを参照） 

2 ZART•DM での結果： 

ペアリング解除画面にペアリングされたベースステーションのラベルが表示されています。 

 

ペアリング解除ロゴが点滅します。 

注記：リモートデバイスが 2 台のベースステーションとペアリングされている場合、それらの 2 台

のベースステーションのラベルが表示されます。 

ZART8LM での結果： 

「1」および「2」の LED が点灯します。 

3 ボタン 7（トリガー）を押して、ペアリング解除の要求を確定します。  

結果： 

● ZART8LM のリモートデバイスが自動的にオフになります。 

● ZART•DM のリモートデバイスがペアリング画面に移行します（146 ページを参照）。 
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MBC のペアリング手順 

任意のベースステーションと任意のリモートデバイスをペアリングするには、以下の手順に従っ

てください。 

手順 実施事項 

1 ペアリングされていないリモートデバイスの電源をオンにします。 

ZART8LM での結果： 

ZART8LM がその主ベースステーションと自動的にペアリングされ、ストップモードに移行しま

す。 

ZART•DM での結果： 

ZART•DM のリモートデバイスがペアリング画面に移行します。 

 

2 マスターリモートデバイスについては、ベースセレクターのボタンを押し、ペアリングさせる

ベースステーション（主ベースステーション、副ベースステーション、または両方のベースス

テーション）のラベルを選択します。 

注記：ペアリング可能なベースステーションのみが表示されます。 

3 ボタン 7（トリガー）を押して、ペアリングの要求を確定します。 

結果：リモートデバイスが選択されたベースステーションとペアリングされ、ストップモード

に移行します。 
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5.2 
機能 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

標準動作 148 

補助機能 150 

マルチベース制御ベースセレクター 151 

補助セレクター 153 

ホーン 157 
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標準動作 
 

概要 

スタートモードでは、動作ボタンを押すことでホイストシステムに指令を出し、関連付けられた

動作リレーが作動します。 

 

トリガー手順 

必要条件：ワイヤレス遠隔制御システムをスタートモードにしてください（137 ページを参
照）。 

トリガー手順： 

手順 実施事項 

1 ワイヤレス遠隔制御システムがスタートモードになっているかを確認します。 

2 
動作ボタン 1、1H、2、2H、3、3H 、4、4H、5、5 および 7、6、6 および 7 のいずれかを押しま

す（30 ページを参照）。 

 

結果：動作ボタンが押されている間、関連付けられたリレーがオンとなります。  

リモートデバイスには結果などの表示はされません。 

 

解除 

解除手順： 

手順 実施事項 

1 動作ボタンを解放します。 

 

結果：関連付けられたリレーがオフになります。 

 

動作／補助使用の制限 

 
 

タイプ 説明 

同時動作の数 最大 6 個までの動作／補助リレーを同時に作動させることができます（UOC リレーを

除きます）。 

7 個以上の動作／補助リレー（UOC リレーを除く）の同時作動が必要でも、最後の動

作リレーの要求は無視されます。 

インターロック 同じ動作軸用の 2 個のボタンを反対の意図で押した場合（インターロック）、これら

両方向の動作が停止します。 
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特記事項 

eXLhoist 設定ソフトウェアでは、以下を設定することができます。 

● リレーに関連付けられた動作／補助ボタン（221 ページを参照） 

● 動作／補助ボタンのインターロック（226 ページを参照） 
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補助機能 
 

概要 

スタートモードでは、補助ボタンを押すと、関連付けられたリレーが作動し、補助動作の指令

（たとえばグラブの開閉）を行います。 

 

トリガー手順 

必要条件：ワイヤレス遠隔制御システムをスタートモードにしてください（137 ページを参
照）。  

トリガー手順： 

手順 実施事項 

1 ワイヤレス遠隔制御システムがスタートモードになっているかを確認します。 

2 補助ボタン（10、10+7、11、11+7、12、12+7、13、13+7、14、14+7、15、15+7）を押します

（30 ページを参照）。 

 

結果：補助ボタンが押されている間、関連付けられたリレーがオンとなります。  

リモートデバイスには結果などの表示はされません。 

 

解除 

解除手順： 

手順 実施事項 

1 補助ボタンを解放します。 

 

結果：関連付けられたリレーがオフになります。 

 

特記事項 

eXLhoist 設定ソフトウェアでは、以下を設定することができます。 

● リレーに関連付けられた動作／補助ボタン（221 ページを参照） 

● 動作／補助ボタンのインターロック（226 ページを参照） 
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マルチベース制御ベースセレクター 

 
説明 

マルチベース制御（MBC） = 1 台のリモートデバイスで 2 台までのベースステーションを制御し

ます。詳細は、「MBC モード」（21 ページ） および「MBC のペアリング」（143 ページ）を参

照してください。 

マスターリモートデバイスを 2 台のベースステーションとペアリング後、MBC ベースセレクター

のボタンを押して主ベースステーション、副ベースステーション、および両方のベースステーシ

ョンの同時制御を切り替えることができます。 

MBC ベースセレクターのボタンは、マスターとして設定された ZART•DM のリモートデバイスで

のみ使用可能です。 

 
トリガー手順 

必要条件：ワイヤレス遠隔制御システムをストップモード（135 ページ）またはスタートモード

（137 ページ）にする必要があります。  

トリガー手順： 

手順 実施事項 

1 
ワイヤレス遠隔制御システムがストップモードまたはスタートモードになっていることを確認

します。 

2 MBC ベースセレクターのボタンを押して、複数のポジション間を切り替えます。 

 
ワイヤレス遠隔制御システムにおける結果  

リモートデバイス： 

ZART8L•：サポートされていません。 

ZART•DM のディスプレイ：ベースステーションのラベルにどのブリッジがペアリングされてい

るか／選択されているかが表示されます。 

ZART•DM のディスプレイ 

     
主ベースステーシ

ョン（283）のペア

リング完了 

2 台のベースステーション（283 と 476）がペアリングされています。 

MBC ベースセレクターのボタンを押して、制御するベースステーション

を選択します。 

副ベースステーショ

ン（476）のペアリン

グ完了 

主ベースステーション

（283）の選択完了 

2 台のベースステーシ

ョン（283 と 476）が

選択されています。 

副ベースステーショ

ン（476）の選択完了 
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詳細は、「ZART•D•のディスプレイの構成」（33 ページ）を参照してください。  

ベースステーションのリレー： 

関連付けられたリレーがオンになります。 

詳細は、リレーの割り当て（221 ページ）を参照してください。 

MBC 設定で、両方のベースステーションが選択された場合、リモートデバイスにより要求された

動作は 2 台のベースステーションにより同時に行われます。 

MBC 設定では、接続されているベースステーションの「無線リンク」リレーがオンになります。 

リレー 
セレクターのポジション

A 

セレクターのポジション A

および B 

セレクターのポジション
B 

無線リンク ベース A ベース B ベース A ベース B ベース A ベース B 

 
 

 
 

 
 

 

特記事項 

初回電源投入時または新規設定後、MBC ベースセレクターのポジションは 1 となります。以降の

電源投入については、セレクターのポジションは最後に認識されたセレクターのポジションとな

ります。 

eXLhoist 設定ソフトウェアを使用してセレクターを設定することができます（221 ページを参
照）。 
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補助セレクター 
 

説明 

補助セレクターボタンを使用するための設定については、以下の 2 種類が存在します。 

● トローリーセレクター（2 ポジションまたは 3 ポジション）：1 台のベースステーションで 2

台のトローリーを管理する場合 

● フックセレクター（2 ポジション）：1 台のベースステーションで 2 台のフックを管理する場

合 

 

トリガー手順 

必要条件：補助セレクターの設定（216 ページを参照）によってワイヤレス遠隔制御システムを

ストップモード（135 ページ）またはスタートモード（137 ページ）にする必要があります。 

トリガー手順： 

手順 実施事項 

1 補助セレクターの設定によってワイヤレス遠隔制御システムがストップモードまたはスタート

モードになっていることを確認します。 

2 複数のポジション間で切り替えるため、補助セレクターボタンを 1 秒以上押します。 

 

ワイヤレス遠隔制御システムにおける結果  

リモートデバイス： 

ZART8L•：セレクターの LED は、選択内容に合わせて作動します。 

ZART•D•のディスプレイ：補助セレクターのマークは、どのトローリー／フックが選択されたか

を示します。 

ポジション

数 説明 

2 

 

3 

 

 

詳細は、「ZART•D•のディスプレイの構成」（33 ページ）を参照してください。 

ベースステーションのリレー： 

関連付けられたリレーがオンになります。 

詳細は、リレーの割り当て（221 ページ）を参照してください。 
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MBC 仕様 

ZART•DM のリモートデバイスをマスターに設定する場合、ZART•DM のリモートデバイスに補

助セレクターボタンを 2 個まで設定することができます。 

リモートデバイスの補助セレクターボタンを以下に割り当てることができます。 

● 1 台のベースステーション 

● 2 台のベースステーション（2 台のベースステーションに対し同時に同じ操作を行います） 

 

 

2 台のベースステーションに割り当てられた 1 個の補助セレクターボタンの例： 

 

 
 補助セレクター：ブリッジ A でトローリー1 および 2 が動作 

MBC ベースセレクター：選択されたベースステーション 

1 リモートデバイス 

2 ブリッジ A：トローリー2 

3 ブリッジ A：トローリー1 

4 ブリッジ A：主ベースステーション 

5 ブリッジ B：トローリー2 

6 ブリッジ B：トローリー1 

7 ブリッジ B：副ベースステーション 
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それぞれが 1 台のベースステーションに割り当てられた 2 個の補助セレクターボタンの例： 

 

 
 補助セレクター：ブリッジ A でトローリー1 が動作 

 補助セレクター：ブリッジ A でトローリー2 は動作しない 

 補助セレクター：ブリッジ B でトローリー1 および 2 が動作 

 MBC ベースセレクター：選択されたベースステーション 

1 リモートデバイス 

2 ブリッジ A：トローリー2 

3 ブリッジ A：トローリー1 

4 ブリッジ A：主ベースステーション 

5 ブリッジ B：トローリー2 

6 ブリッジ B：トローリー1 

7 ブリッジ B： 副ベースステーション 
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1 台のベースステーションのみに割り当てられた 1 個の補助セレクターボタンの例： 

 

 
 

 補助セレクター：ブリッジ A でトローリー1 が動作 

 補助セレクター：ブリッジ A でトローリー2 は動作しない 

 MBC ベースセレクター：選択されたベースステーション 

1 リモートデバイス 

2 ブリッジ A：トローリー1 

3 ブリッジ A：トローリー2 

4 ブリッジ A：主ベースステーション 

5 ブリッジ B：トローリー 

6 ブリッジ B：副ベースステーション 

 

特記事項 

初回電源投入時または新規設定後、セレクターのポジションは 1 となります。以降の電源投入に

ついては、セレクターのポジションは最後に認識されたセレクターのポジションとなります。 

eXLhoist 設定ソフトウェアを使用して補助セレクターを設定することができます（221 ページを
参照）。 
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ホーン 
 

概要 

ストップモードからスタートモードに移行するまで、「ホーン」リレーが事前設定された時間オ

ンとなります。 

スタートモードでは、ON/START/Horn（オン／スタート／ホーン）ボタンを押している間、「ホ

ーン」リレーがオンとなります。 

 

トリガー手順 

トリガー手順： 

手順 実施事項 

1 ワイヤレス遠隔制御システムがスタートモードになっているかを確認します。 

2 ON/START/Horn（オン／スタート／ホーン）ボタンを押します。 

 

結果：ON/START/Horn（オン／スタート／ホーン）ボタンが押されている間、「ホーン」リレー

がオンとなります。  

リモートデバイスには結果などの表示はされません。 

 

解除 

解除手順： 

手順 実施事項 

1 オン／スタート／ホーンボタンを解放します。 

 

結果：「ホーン」リレーがオフになります。 

 

特記事項 

スタート中のホーン鳴動時間は、eXLhoist 設定ソフトウェアで設定できます（219 ぺージを参
照）。 
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5.3 
検出 

 

 
 

検出 
 

概要 

リモートデバイスとベースステーションとの検出機能は可能な限り自動的に機能するよう開発・

設計されています。 

この機能は、以下の 2 種類のタスクを管理します。 

● システムのペアリング：リモートデバイスとベースステーションの関連付け 

● 設定ファイルのアップロード／ダウンロード：このファイルには、ワイヤレス遠隔制御システ

ムの設定情報が含まれています。 

この機能は、各リモートデバイスがオンになったときに立ち上がります。通常使用時、この機能

は自動的に動作します。以下の最中には中間作業が必要になります。 

● 機器の交換（243 ページを参照） 

● 最初のコミッショニング（125 ページを参照） 

● 設定の変更（161 ページを参照） 

注記：この機能は、ZART•D のリモートデバイスにのみ適用されます。 

 

検出ダイアグラム 

以下のダイアグラムは、詳細な検出機能を示します。 
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ペアリング 

ペアリングとは、ベースステーションとリモートデバイスを関連付ける操作です。  

各ベースステーションには、一意の ID が割り当てられています。 

ペアリングの試験は、各リモートデバイスがオンになったときに開始されます。 

ペアリングの試験結果が合格であれば、オペレーターは検証を実施する必要はありません。 

  

リモートデバイ
スの電源オン 

ペアリング 

設定ファイルのアップロ

ード／ダウンロード 

停止 

ベースステーショ

ン ID がリモート

デバイスに保存完

了 

ベースステーショ

ンとリモートデバ

イスの通信 

リモートデバイスの設

定ファイル = ベース

ステーションの設定フ

ァイル 
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設定ファイル 

設定ファイルは、リモートデバイスおよびベースステーションに保存されています。 

設定ファイルは、eXLhoist 設定ソフトウェアを使用して作成または変更できます（187 ぺージを
参照）。 
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5.4 
設定変更方法 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

シングルの設定を変更する方法 162 

MBC 設定を変更する方法 166 
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シングルの設定を変更する方法 
 

設定変更 

以下の手順は、システム設定の変更方法を示します。 

手順 実施事項 

1 リモートデバイスを PC に接続します（192 ページを参照）。 

2 eXLhoist 設定ソフトウェアを開始します（205 ページを参照）。 

3 プロジェクトを作成するか、開きます（206 ページを参照）。 

4 プロジェクトの設定を変更します（215 ページを参照）。 

5 プロジェクトを保存します（213 ページを参照）。 

6 [Communication]（通信） → [Store to Device]（デバイスに保存）を選択します。 

7 
可能な場合は、リモートデバイスに保存されている設定ファイルの転送パスワードを入力しま

す。 

8 リモートデバイスへの設定ファイル転送完了までお待ちください。 

9 リモートデバイスを PC から取り外します。 

10 ベースステーションの電源をオンにします。 

注記：以下の手順は、5 分以内に終了させる必要があります。 

11 設定ファイルをリモートデバイスからベースステーションに転送する必要があります。以下を

参照してください。 

● ZART8L•での設定ファイルを転送（162 ページを参照） 

● ZART•D•での設定ファイルを転送（163 ページを参照） 

 

システムの検証試験を実施することをおすすめします（84 ページを参照）。 

 

ZART8L•での設定ファイル転送 

eXLhoist 設定ソフトウェアを使用して設定を変更したら、以下の手順を実行してください。 

手順 実施事項 

1 リモートデバイスの電源をオンにします。 

結果：選択されたベースステーションの STATUS LED および COM LED が同時に点滅します。

設定が完了したら、ペアリング解除リレーがオンになります。 

リモートデバイスの開始、「1」および「2」の LED が点灯します。 

2 ボタン 7（トリガー）を押して検証します。 

3 ベースステーションの設定ファイルが設定ファイル転送パスワードにより保護されている場合

は、そのパスワードを入力します。 

4 設定ファイルの転送が終了するまでお待ちください（約 20 秒）。 

設定ファイルがリモートデバイスからベースステーションに自動的に転送されます。  

転送中、スタート LED および「2」の LED が点灯します（182 ページを参照）。 

5 リモートデバイスが自動的にオフになります。 

 

システムの検証試験を実施することをおすすめします（84 ページを参照）。 
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ZART•D•での設定ファイルの転送 

eXLhoist 設定ソフトウェアを使用して設定を変更したら、以下の手順を実行してください。 

手順 実施事項 

1 リモートデバイスの電源をオンにします。 

結果：選択されたベースステーションの STATUS LED および COM LED が同時に点滅します。

設定が完了したら、ペアリング解除リレーがオンになります。 

2 ボタン 7（トリガー）を押して確認します。 

結果：リモートデバイスがベースステーションからリモートデバイスへの設定ファイルの転送

を促します。 

 

3 ボタン 5 および 6 を使用して、設定ファイルの転送の方向を変えます。  

結果： 
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手順 実施事項 

4 ボタン 7（トリガー）を押して確認します。 

結果：リモートデバイスがリモートデバイスからベースステーションへの設定ファイルの転送

の確認を促します。 

 

5 ボタン 1 および 2 を使用して、確認アイコン（チェック印）を選択します。 

6 ボタン 7（トリガー）を押して確認します。 

7 設定ファイル（ベースステーションに保存）に転送パスワードが掛かっている場合、南京錠マ

ークが表示されます。 

 

ボタン 1 から 6 を使用して、設定ファイル転送パスワードを入力します。 
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手順 実施事項 

8 リモートデバイスがリモートデバイスからベースステーションへ設定ファイルを転送します。 

 

9 設定ファイルの転送が終了するまで待ちます。  

結果： 

 

10 リモートデバイスが自動的にオフになります。 

 

システムの検証試験を実施することをおすすめします（84 ページを参照）。 
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MBC 設定を変更する方法 
 

概要 

マルチベース制御（MBC）では、2 つの個別システムが連動します。 

例： 

● システム A：主ベースステーションとマスターリモートデバイス 

● システム B：主ベースステーションと別のリモートデバイス（マスターまたはスレーブ） 

 

 
 

注記：各システムは、一意の設定ファイルを持っています。MBC システムを設定するには、2 つ

の設定ファイル（ベースステーションごとに 1 つ）を管理する必要があります。 

 

MBC 設定変更 

以下の手順は、MBC システム設定の変更方法を示します。 

手順 実施事項 

1 リモートデバイス A を PC に接続します（192 ページを参照）。 

2 eXLhoist 設定ソフトウェアを開始します（205 ページを参照）。 

3 [Connect（接続）]ボタンをクリックして、接続されたリモートデバイスの設定ファイルを使用

してシステム A 用のプロジェクトを作成します。 

4 プロジェクトの設定を変更します（215 ページを参照）。  

主要パラメーター： 

● マスターとしてのリモートデバイス 

● ベースステーション A の ID を主ベースステーション ID として入力 

● ベースステーション B の ID を副ベースステーション ID として入力 

5 システム A のプロジェクト（213 ページを参照）を保存します。 

1 タンデム構成では、2 つのマスター設定を施された同じリモートデバイスを使用します。 

2 タンデム構成では、設定 A を設定 B に保存し、ベースステーション ID を交換することをおすすめし

ます。 

  



ワイヤレス遠隔制御システムの使用 

EIO0000001505 09/2016 167 

手順 実施事項 

6 [Communication]（通信） → [Store to Device]（デバイスに保存）を選択します。 

7 リモートデバイス A への設定ファイル転送完了までお待ちください。 

8 リモートデバイス A を PC から取り外します。 

9 ベースステーション A の電源をオンにします。 

注記：以下の手順は、5 分以内に終了させる必要があります。 

10 リモートデバイス A からベースステーション A に設定ファイルを転送する必要があります。

ZART•D•での設定ファイルの転送（163 ページを参照）を参照してください。 

11 リモートデバイス B を PC に接続します（192 ページを参照）。(1) 

12 [Connect（接続）]ボタンをクリックして、接続されたリモートデバイスの設定ファイルを使用

してシステム B(2)用のプロジェクトを作成します。 

13 プロジェクトの設定を変更します（215 ページを参照）。主要パラメーター： 

● マスターまたはスレーブとしてのリモートデバイス 

● ベースステーション B の ID を主ベースステーション ID として入力 

● ベースステーション A の ID を副ベースステーション ID として入力 

14 システム B のプロジェクト（213 ページを参照）を保存します。 

15 [Communication]（通信） → [Store to Device]（デバイスに保存）を選択します。 

16 リモートデバイス B への設定ファイルの転送完了までお待ちください。 

17 リモートデバイス B を PC から取り外します。 

18 ベースステーション B の電源をオンにします。 

注記：以下の手順は、5 分以内に終了させる必要があります。 

19 設定ファイルをリモートデバイス B からベースステーション B に転送する必要があります。  

スレーブの場合は、「ZART8L•での設定ファイルの転送」（162 ページを参照）を参照してくだ

さい。 

スレーブまたはマスターの場合は、「ZART•D•での設定ファイルの転送」（163 ページを参照）
を参照してください。 

1 タンデム構成では、2 つのマスター設定を施された同じリモートデバイスを使用します。 

2 タンデム構成では、設定 A を設定 B に保存し、ベースステーション ID を交換することをおすすめし

ます。 

 

システムの検証試験を実施することをおすすめします（84 ページを参照）。 
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5.5 
リモートデバイスの充電 

 

 
 

リモートデバイスの充電 
 

必要条件 

● リモートデバイスは、必ず専用の ZARC01 充電器を使用して屋内で充電してください。 

● バッテリー充電時は、リモートデバイスの温度範囲を 10～60°C（50～140°F）に保ってくださ

い。 

注記：最初のコミッショニング時は、リモートデバイスを 4 時間充電する必要があります。 

注記：温度範囲が 10～35°C（50～95°F）の場合、充電時間は最大で約 15 分、35°C（95°F）を超

える場合はそれより長くなります。 

 

注記 
リモートデバイスが操作できません。 

10°C（50°F）未満でリモートデバイスを充電しないでください。 

この指示事項に従わなかった場合、設備の損傷を招くおそれがあります。 

 

 警告 

バッテリー寿命、爆発および火災のリスク 

家庭ごみと一緒に電動工具を処分しないでください。 

廃棄電気電子機器に関する欧州指令 2002/96/EC の順守および国内法に従ったその導入におい

て、寿命に達した電動工具は個別に回収し、環境基準を満たすリサイクル施設に送付する必要

があります。  

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故、重大な人身事故または設備の損傷を招くお

それがあります。 

 

手順 

 

 

手順 実施事項 

1 リモートデバイスの電源をオフにします。 
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手順 実施事項 

2 リモートデバイスの底面から保護キャップを取り外します。 

 

 
 

1 リモートデバイスの充電器のコネクター 

2 保護キャップ 

3 充電器 ZARC01 をリモートデバイスのバッテリー充電コネクターに接続します。 

4 充電器 ZARC01 を電源に差し込みます。 

5 25°C（77°F）で約 15 分待ちます。充電中、 

● ZART8L•では、バッテリーLED が点灯します。 

● ZART•D•では、点滅するバッテリーマークがバッテリー容量を示します。 

 

 
 

バッテリーは、以下の場合に完全に充電されたこととなります。 

● ZART8L•では、バッテリーLED が点灯したままとなった場合 

● ZART•D•では、バッテリーマークが表示されたままとなった場合 

詳細は、「診断」（177 ページ）を参照してください。 

注記：リモートデバイスの充電時間は、周囲温度によって変わります。 

6 充電器を電源から抜きます。 
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手順 実施事項 

7 充電器をリモートデバイスのバッテリー充電コネクターから抜きます。 

8 リモートデバイスの底面に保護キャップを再度取り付けます。 

 

注記：リモートデバイスの充電が開始されるとすぐにリモートデバイスとベースステーションの

通信が停止します。 
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第 6 章 
診断 

 

 
 

本章の内容 

本章は以下の項で構成されています。 

項 主題 ページ 

6.1 ベースステーションの診断 172 

6.2 ZART•D の診断 173 

6.3 ZART8L の診断 182 

  



診断 

EIO0000001505 09/2016 172 

6.1 
ベースステーションの診断 

 

 
 

診断 
 

説明 

ベースステーションには、以下の 3 個の LED が備わっています。 

LED 色 状態 説明 

STATUS 緑 オン ワイヤレス遠隔制御システムが正常に動作しています。 

点滅 
「トラブルシューティング」の章（267 ページ）を参照してくださ

い。 

オフ ベースステーションの電源オフまたは内部故障の検出 

COM 黄 オン シュナイダーエレクトリックのサポート部門にご連絡ください。 

点滅 ベースステーションとリモートデバイスの間で通信が確立されてい

ます。 

オフ 
ベースステーションとリモートデバイスの間で通信が行われていま

せん。 

POWER 白 オフ ベースステーションの電源がオフです。 

オン ベースステーションの電源がオンです。 

 

特殊なケース： 

ペアリングの確定が要求されているケースの場合、STATUS LED および COM LED が同期した状

態で逆点滅します。 
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6.2 
ZART•D の診断 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

診断モード 174 

リモートデバイスのバッテリー容量 177 

無線通信インジケーター 178 

緊急停止 LED 179 

適用アラーム信号 180 

検出された故障の表示 181 
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診断モード 
 

概要 

ZART•D•は、以下を目的とした診断モードの表示を行います。  

● ワイヤレス遠隔制御システムの設定のテスト 

● リモートデバイスのペアリングおよびペアリング解除 

 

診断モード作動のための手順 

ZART•D•の診断モードでは、ベースステーションの入力およびリレーの状態が表示されます。  

ストップモードから、以下の手順を実施してください。 

手順 実施事項 

1 ストップモードへ移行します（135 ページを参照）。 

2 ボタン 1H および 2H を同時に押し、すぐに放します。 

3 5 秒以内に、ボタン 3H および 4H を同時に押します。 

4 ボタン 3H および 4H を放します。 

結果：リモートデバイスがストップモードで診断モードを表示します。 

 

電源オフモードより、以下の手順を実施してください。 

手順 実施事項 

1 ボタン 7（トリガー）および ON/START/Horn（オン／スタート／ホーン）ボタンを同時に 1

秒以上押します。 

注記：リモートデバイスの情報にのみアクセスできます。 

 
 

ストップモードにおける診断モード 

ストップモードでは、ボタン 1 および 2 を使用して画面を切り替えます。 

ペアリング解除 リモートデバイスの情報 主ベースステーションの

情報 

副ベースステーションの

情報 
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ペアリング解除 リモートデバイスの情報 主ベースステーションの

情報 

副ベースステーションの

情報 

MBC モードのみ 単独モードおよび MBC

モード 

単独モードおよび MBC

モード 

マスターリモートデバイ

スの場合、MBC モードの

み  

 

ペアリング解除画面では、リモートデバイスとそれにペアリングされたベースステーションのペ

アリングを解除することができます。詳細は、「MBC のペアリングの説明」（143 ページ）を参

照してください。 

ON/START/Horn（オン／スタート／ホーン）ボタンを 1 秒以上押して、スタートモードで診断モ

ードを表示してください。 

 

スタートモードにおける診断モード 

リモートデバイスが 1 台のベースステーションとペアリングされている場合、リモートデバイス

はベースステーションの入出力状態を動的に表示します。 

 

1 IN1～IN18 の状態：入力中 = 1、入力無し = 0 

2 リレー1～18 の状態：出力中 = 1、出力無し = 0 

 

リモートデバイスが 2 台のベースステーションとペアリングされている場合、リモートデバイス

は診断モードを終了し、スタートモードに移行します。 

 

診断モード終了のための手順 

スタートモードより、以下の手順を実施してください。 

手順 実施事項 

1 停止ボタンを押して、ストップモードに移行します。 

 

ストップモードより、以下の手順を実施してください。 

手順 実施事項 

1 停止ボタンを押して、診断モードを終了します。 
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診断画面より、以下の手順を実施してください。 

手順 実施事項 

1 
OFF/STOP（オフ／停止）ボタンのみを 2 秒以上押して、リモートデバイスの電源をオフにし

ます。 
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リモートデバイスのバッテリー容量 
 

ZART•D 

ディスプ

レイ 
説明 

 

バッテリーの残量は十分です。 

 

バッテリーの残量は中程度です。 

 

バッテリーの残量が少なくなっています。 

 

リモートデバイスが適切に動作できなくなる少なくとも約 10 分前に現れます。また、リモー

トデバイスの振動機能が 1 秒間作動します。早急に充電を行ってください。 
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無線通信インジケーター 
 

ZART•D• 

ディスプ

レイ 
ZART•D• のベースステーションとの無線通信レベル 

 

高 

 

中 

 

低 

 

極低 

 

無線通信なし 

 

注記：MBC モードでは、2 台のベースステーションがペアリングされている場合、リモートデバ

イスには主ベースステーションの通信レベルが表示されます。 
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緊急停止 LED 
 

説明 

 

緊急停止 LED 説明 

オン 
緊急停止機能は有効ですが、起動はしていません。（通常稼動状

態） 

点滅 緊急停止が起動しています。（緊急停止中） 

オフ 緊急停止機能が動作していません。 

 

詳細は、「緊急停止 LED の説明」（133 ページ）を参照してください。 
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適用アラーム信号 
 

概要 

ZARB18•に接続された機器からのアラーム信号は、ZART•D で適用アラームとして表示すること

が可能です。 

 

ZART•D 

適用アラーム信号が ZARB18•のベースステーションより送信された場合、アラーム信号が有効で

ある間は ZART•D のリモートデバイスがマークを表示し、10 分毎に 3 秒間振動します。 

リモートデバイスは、以下のマークを表示します。 

ディスプレイ 状態 説明 

 

オンのまま 過負荷プリアラーム 

点滅 過負荷アラーム 

 

オンのまま 風速プリアラーム 

点滅 風速アラーム 

 

点滅 速度超過アラーム 

 

点滅 汎用アラーム 

 

注記：適用アラームはあくまで情報のみを通知するものであり、ワイヤレス遠隔制御システムは

機能モードを変更しません。 
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検出された故障の表示 
 

ZART•D 

ZART•D のリモートデバイスは、以下のマークを表示します。 

ディスプレイ 状態 説明 

 

点滅 設定ファイルダウンロード失敗 

 

点滅 設定ファイルアップロード失敗 

 

点滅 リモートデバイスの充電の故障 

 

点滅 モーションフィードバック機能が使用されている場合、主コンタクター

のフィードバックループ IN0 / S2_S3 の故障、またはモーションコンタ

クターの故障の検出 

 

点滅 「ペアリングの制限」が電源投入の 5 分後に発生し、新しいベースステ

ーションとのペアリングを禁止します。 

詳細は、「トラブルシューティング」（267 ページ）を参照してくださ

い。 
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6.3 
ZART8L の診断 

 

 
 

ZART8L•LED 診断 
 

概要 

この項では、ZART8L•の表示 LED（35 ページを参照）を説明します。 

 

LED の状態の時間経過図 

以下のダイアグラムは、ZART8L•の LED の複数の状態を示します。 
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ラベル 状態 

A オフ 

B オン 

C 通常点滅 

D 高速点滅 

E 点滅ステップ 1 

F 点滅ステップ 2 

G 逆点滅ステップ 1 

 

スタート LED 

 

ラベル 状態 説明 

B オン システムは、無線通信を行える状態のスタートモードに入っています。 

C 通常点滅 無線通信が未確立、またはスタートモードが未確定です。 

F 点滅ステップ 2 パスワードが未検証です。（スタートシーケンス前、またはスタート前

に緊急停止を解除した後） 

D 高速点滅 設定ファイルに誤りがあります。 

E 点滅ステップ 1 リモートデバイスが PC に接続されています。 

A オフ 前の状態とは別の状態です。 

 

バッテリーLED 

充電器 ZARC01 が接続されていない場合： 

ラベル 状態 説明 

B オン バッテリーの残量は十分です。 

バッテリーの残量は中程度です。 

C 通常点滅 バッテリーの残量が少なくなっています。 

D 高速点滅 バッテリーの残量がきわめて少なくなっています。 

現在のバッテリー容量では、残りは約 10 分です。 

A オフ 
バッテリーの残量がありません。もしくは、リモートデバイスの電源が

オフになっています。 

 

充電器 ZARC01 が接続されている場合： 

リモートデバイスがバッテリー充電器に接続されると、バッテリーLED が 3 回点滅します（状態

E = 点滅ステップ 1）。3 回点滅した後、バッテリーLED の状態が以下に変化します。 

ラベル 状態 説明 

B オン バッテリーの充電が完了です。 
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ラベル 状態 説明 

E 点滅ステップ 1 バッテリーの充電中です。 

C 通常点滅 充電不可（故障検出など）、または充電温度が許容範囲外です。 

A オフ 充電不可（バッテリーの容量が少なすぎて充電できない） 

 

補助セレクターの LED 

「1」LED： 

ラベル 状態 説明 

B オン 補助セレクターのポジション「1」または「1 および 2」が選択およ

び確定されています。 

C 通常点滅 補助セレクターのポジション「1」または「1 および 2」が要求され

ていますが、まだ確定されていません。 

A オフ 補助セレクターのポジション「1」が選択されていません。 

 

「2」LED： 

ラベル 状態 説明 

B オン 補助セレクターのポジション「1 および 2」または「2」が選択およ

び確定されています。 

C 通常点滅 補助セレクターのポジション「1 および 2」または「2」が要求され

ていますが、まだ確定されていません。 

A オフ 補助セレクターのポジション「2」が選択されていません。 

 

LED の設定 

電源オン - LED の確認： 

リモートデバイスの電源投入時、4 個の LED（スタート、バッテリー、1、および 2）が 1 度点灯

します（状態 E = 点滅ステップ 1）。 

リモートデバイスの故障検知： 

リモートデバイスの内部故障が検知された場合、4 個の LED が以下の状態になります。 

● スタート LED の状態が E = 点滅ステップ 1 となります。 

● バッテリーLED の状態が E = 点滅ステップ 1 となります。 

● 「1」LED の状態が E = 点滅ステップ 1 となります。 

● 「2」LED の状態が E = 点滅ステップ 1 となります。 

設定ファイルの転送： 

設定ファイルの（リモートデバイスからベースステーションへの）転送中： 

● スタート LED の状態が E = 点滅ステップ 1 となります。 

● 「2」LED の状態が F = 点滅ステップ 2 となります。 
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リモートデバイスのリセット： 

「1」および「2」の LED が以下の状態になるまでリセットボタンを押した場合、 

● 「1」LED の状態が E = 点灯ステップ 1 となります。 

● 「2」LED の状態が A = オフとなります。 

 

緊急停止 LED 

ラベル 状態 説明 

B オン 
緊急停止機能は有効ですが、起動はしていません。（通常稼動状

態） 

C 通常点滅 緊急停止が起動しています。（緊急停止中） 

A オフ 緊急停止機能が動作していません。 
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第 7 章 
eXLhoist 設定ソフトウェア 

 

 
 

本章の内容 

本章は以下の項で構成されています。 

項 主題 ページ 

7.1 eXLhoist 設定ソフトウェアの概要 188 

7.2 ユーザーインターフェース 194 

7.3 プロジェクト管理 202 

7.4 設定 215 
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7.1 
eXLhoist 設定ソフトウェアの概要 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

eXLhoist 設定ソフトウェアとは？ 189 

インストール 191 

リモートデバイスの PC への接続  192 
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eXLhoist 設定ソフトウェアとは？ 
 

概論 

eXLhoist 設定ソフトウェア（eXLhoist configuration software）は、ワイヤレス遠隔制御システムの

設定管理を行うグラフィックユーザーインターフェースを持ったソフトウェアツールです。 

 

ソフトウェアの機能 

eXLhoist 設定ソフトウェアの主要なソフトウェア機能： 

● 標準の Windows®インターフェース 

● アプリケーションブラウザーおよび複数のウインドウ表示 

● プログラミングおよび設定のサポート 

● コントローラーとの通信 

 

標準の Windows®インターフェース 

Windows®機能： 

● キーボードまたはマウスでの簡単な操作 

● 一体型ウインドウ 

● 標準メニュー構成 

● ツールチップ、ステータスバー、およびショートカットメニュー 

● コンテキストセンシティブヘルプを含むオンラインヘルプ 

 

コントローラーによる通信および制御 

リモートデバイスサポートのための eXLhoist 設定ソフトウェアの主要機能： 

● リモートデバイスの接続および切断 

● リモートデバイス設定ファイルのダウンロードおよびアップロード 

 

追加情報 

詳細は以下を参照してください。 

● 標準の Windows®インターフェース機能に関する詳細は、マイクロソフトの Windows®のマニ

ュアルおよびヘルプファイルを参照してください。 

● コンテキストセンシティブヘルプについては、メインウインドウをクリックしてから、F1 を押

すか、ダイアログボックスの[help（へルプ）]ボタンをクリックしてください。 
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記述上の規則 

この操作ガイドでは、以下の記述上の規則が適用されています。 

形式 意味 

太字 ユーザー入力項目は、太字で文言が記載されています。 

メニュー名およびメニューオプション、コマンドおよびツールバー名、ダイアロ

グボックス名およびダイアログボックスオプションは、太字で記載されていま

す。 

 

大文字 キーボード名、組み合わせ、シーケンスはすべて大文字で記載されています。 

たとえば、新しいアプリケーション作成のためのキーボードショートカットは、

CTRL+N と記載されています。 

このショートカットを実行するには、CTRL キーを押したまま、N キーを押しま

す。 

 

[File（ファイル） ] → 

[Open（開く）] 

矢印は、メニューの選択を示します。この例では、[File（ファイル）]メニュー

を開き、[Open（開く）]を選択することを示してします。 

 



eXLhoist 設定ソフトウェア 

EIO0000001505 09/2016 191 

  

インストール 
 

概論 

ソフトウェアは、www.schneider-electric.com からダウンロードできます。 

ソフトウェアは、管理者アカウントよりインストールしてください。 

 

前提条件 

eXLhoist 設定ソフトウェアは、以下の Windows®プラットフォーム上で動作します。 

● Windows® 7 32/64 ビット 

● Windows® 8.1 32/64 ビット 

eXLhoist 設定ソフトウェアは、以下の動作環境を必要とします。 

● デュアルコアプロセッサー 

● RAM：2 GB 

● 必要ディスク容量：2 GB 

● Windows® 7 32 ビット 

 

インストール作業 

eXLhoist 設定ソフトウェアをインストールするには、以下の手順に従ってください。 

手順 実施事項 

1 プログラムファイル（setup.exe）をダブルクリックします。 

2 .NET®Flamework 3.5 SP1 がまだインストールされていない場合は、インストーラーが自動的にイ

ンストールを行います。 

注記：インターネット接続が必要です。 

3 表示されるすべての手順に従ってください。 

注記：接続されたリモートデバイスとの通信不具合を防ぐため、TCSMCNAM3M002P （USB RS-

485 コンバーター（RJ45 プラグ付き））へのドライバーインストールを行ってください。 

http://www.schneider-electric.com/
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リモートデバイスの PC への接続 
 

概論 

PC の USB を使用して RS-485 コンバーター（RJ45 プラグ付き）で接続を行います。  

リモートデバイスを PC に接続する前に、以下に留意してください。 

● リモートデバイスの電源をオフにすることをおすすめします。 

● eXLhoist 設定ソフトウェアをインストールする必要があります。 

 

説明 

以下の図は、PC との接続を示します。 

 

 
 
 

1 パソコン 

2 USB RS-485 コンバーター（RJ45 プラグ付き）（型式：TCSMCNAM3M002P） 

3 リモートデバイス 

 

注記 

通信についての注意 

● 通信ケーブルをリモートデバイス側に接続する前に、必ず PC に接続しておいてください。 

● シュナイダーエレクトリックのケーブル TCSMCNAM3M002P を必ず使用してください。 

これらの指示事項に従わなかった場合、設備の損傷を招くおそれがあります。 . 

 

PC からはリモートデバイスに電源を供給しません。リモートデバイスが PC に接続されている間

の作業中にリモートデバイスを充電する（168 ページを参照）ことをおすすめします。 

 

リモートデバイスのディスプレイ 

リモートデバイスが PC に接続されている間、以下が確認されます。 
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ZART8L•：スタート LED が点灯します。 

ZART•D•：専用画面が表示されます。 
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7.2 
ユーザーインターフェース 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

スタート画面 195 

メインウインドウ 196 

ステータスバー 197 

ツールバー 198 

メニューバー 199 

ワークスペース 200 
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スタート画面 
 

概論 

ソフトウェアが起動すると eXLhoist 設定ソフトウェアのスタート画面ウインドウが表示されま

す。これにより、以下の主要機能へ容易にアクセスできます。 

● 新しいプロジェクトの作成 

● 既存プロジェクトの開始 

● リモートデバイスへの接続 

 

説明 

以下の図は、eXLhoist 設定ソフトウェアのスタート画面です。 

 
 

ボタン 説明 

[Create a Project

（プロジェクトの

作成）] 

初期設定値を利用して新しいプロジェクトを作成します。 

[Open a Project（プ

ロジェクトの開

始）] 

既存のプロジェクトを読み込みます。プロジェクトファイルの拡張子は「xpf」で

す。 

[Connect（接続）] リモートデバイスに保存されたデータを使用して、プロジェクトを作成できます。 

データは、リモートデバイスから PC に転送されます。 

 

詳細は、「プロジェクトの作成」（206 ページ）を参照してください。 
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メインウインドウ 
 

概論 

eXLhoist 設定ソフトウェアのメインウインドウから各メニュー、コマンド、ウインドウ、ツール

バーにアクセスすることができます。 

 

説明 

以下の図は、eXLhoist 設定ソフトウェアのメインウインドウです。 
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ステータスバー 
 

概論 

ステータスバーはメインウインドウの下の部分で、アプリケーションおよび接続されている機器

に関する情報を表示します。ステータスバーは、メニューバーより[View（表示）] → [Status Bar

（ステータスバー）]を選択して、表示したり非表示にしたりすることができます。 

 

説明 

ステータスバーは以下を表示します。 

● ステータスメッセージおよびプロンプト 

● プロジェクトのステータス 
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ツールバー 
 

概論 

ツールバーは、メインウインドウの上の部分で、ここからアイコンを選択してメインコマンドに

アクセスします。 

ツールバーは、メニューバーより[View（表示）] → [Toolbar（ツールスバー）]を選択して、表示

したり非表示にしたりすることができます。 

 

説明 

以下の図は、eXLhoist 設定ソフトウェアのツールバーです。 

 
 

要素 説明 

1 スタートページへの移動：スタートページに移動します。既に開いているプロジェクトがあ

れば、それを閉じる必要があります。プロジェクトを保存していない場合、プロジェクトを

保存するためのダイアログボックスが表示されます。 

2 新しいプロジェクト：新しいプロジェクトの作成をします。既に開いているプロジェクトが

あれば、それを閉じる必要があります。プロジェクトを保存していない場合、プロジェクト

を保存するためのダイアログボックスが表示されます。 

3 プロジェクトを開く：コンピューターに保存されているプロジェクトを開きます。 

4 保存：プロジェクトの変更を保存します。（上書き） 

5 
名前を付けて保存：現在、開いているプロジェクトに新たに名前を付けて、指定された場所

に保存します。 

6 ページの設定：印刷ページの設定を行います。 

7 印刷プレビュー：印刷プレビューを表示します。 

8 印刷：プロジェクトを印刷します。 

9 Device Identity の変更（237 ページを参照） 

10 通信の設定（209 ページを参照） 

11 リモートデバイスとの接続：リモートデバイスと PC の接続を確立します。 

12 リモートデバイスから切断：リモートデバイスと PC の接続を切断します。 

13 リモートデバイスからの転送：接続されているリモートデバイスから PC にパラメーターを転

送します。既に他のプロジェクトが開かれている場合、プロジェクトデータは上書きされま

す。 

14 リモートデバイスに保存：設定を PC からリモートデバイスにプロジェクトデータを転送しま

す。プロジェクトが開かれていない場合、このコマンドにより既存のプロジェクトファイル

情報がリモートデバイスに転送され、プロジェクトが開かれている場合、このコマンドによ

り開かれたプロジェクトデータがリモートデバイスに転送されます。 
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メニューバー 
 

概論 

メニューバーは、メインウインドウの上の部分で、ここからコマンドメニューにアクセスしま

す。 

 

説明 

以下の図は、eXLhoist 設定ソフトウェアのメニューバーです。 

 
 

メニュー 説明 

File（ファイル） ファイル関連の操作を開始します（New（新規）、Open（開く）、Export（エクスポ

ート）、Print（印刷）、Save（保存）、Close（終了）、など）。 

 

View（表示） ツールバーとステータスバーの表示を切り替えます。 

Communication

（通信） 
通信関連の操作を管理します。 

Device（機器） 以下を管理します。 

● 設定ファイル転送パスワード（210 ページを参照） 

● データストレージ（257 ページを参照） 

Tool（ツール） eXLhoist 設定ソフトウェアの言語を切り替えます。 

注記：アプリケーションを再起動する必要があります。 

Help（ヘルプ） eXLhoist 設定ソフトウェアのヘルプおよび製品情報を表示します。 
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ワークスペース 
 

概論 

eXLhoist 設定ソフトウェアのワークスペースから、接続されているリモートデバイスのパラメー

ターにアクセスすることができます。 

 

説明 

下図は、eXLhoist 設定ソフトウェアのワークスペースで、機能ごとでタブに分かれています。 

 
 

以下のタブがワークスペースで選択可能です。 

● Parameters（パラメーター）（216 ページを参照） 

● Relays Assignment（リレーの割り当て）（221 ページを参照） 

● Interlocking（インターロック）（226 ページを参照） 
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● Alarm Assignment（アラームの割り当て）（228 ページを参照） 

● Safeguarding input Assignment（保護入力の割り当て）（230 ページを参照） 

● Data storage Assignment（データストレージの割り当て）（232 ページを参照） 

● Device Identity（リモートデバイスの識別情報）（237 ページを参照） 
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7.3 
プロジェクト管理 

 

 
 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

ダイアグラム 203 

eXLhoist 設定ソフトウェアの開始と終了 205 

プロジェクトの作成 206 

接続の編集 209 

プロジェクトパスワードの管理 210 

リモートデバイスへの設定の転送 212 

プロジェクトの保存 213 

PDF 形式でのエクスポート 214 
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ダイアグラム 
 

使用用途 

eXLhoist 設定ソフトウェアの主な使用用途は以下のとおりです。 

● プロジェクトの作成 

● 既存プロジェクトの変更 

● 接続されているリモートデバイスからのデータを使用した新規プロジェクトの作成 

● プロジェクトの保存 

● プロジェクトの終了 

● 設定レポートおよびベースステーション配線ダイアグラムの作成（pdf 形式） 

● PC からリモートデバイスへの設定の転送 
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以下に本ソフトウェアのダイアグラムを示します。 

 

 
  

設定ソフトウェア 

スプラッシュ画面 

スタート画面 

作成 接続 開始 

リモートデバイスから

設定を転送し、プロジ

ェクトを作成 

既存プロジェクトの開始 

リモートデバイスの

型式を選択し、プロ

ジェクトを開始 

プロジェクト画面 新しいプロジェクトの開始 

プロジェクトの保存 

レポートへの設定のエ

クスポート 

リモートデバイスへの設

定の転送 

プロジェクトの終了 

終了 

アプリケーションの終了 
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eXLhoist 設定ソフトウェアの開始と終了 
 

eXLhoist 設定ソフトウェアの開始 

eXLhoist 設定ソフトウェアをインストールした際に、その中での選択により、ソフトウェアを実

行するための以下の 1 つまたは複数の方法が作成されます。 

以下のいずれかの方法で eXLhoist 設定ソフトウェアを実行してください。 

● Windows®デスクトップ画面の eXLhoist 設定ソフトウェアのアイコンをダブルクリックする。 

● Windows®プログラムメニューから eXLhoist 設定ソフトウェアのエントリーを選択する。 

● Windows®のスタートメニューから[Run（実行）]を選択し、eXLhoist 設定ソフトウェアプログ

ラムを検索して実行する。 

eXLhoist 設定ソフトウェアが起動し、スプラッシュ画面からスタート画面が表示されます。 

 

eXLhoist 設定ソフトウェアの終了 

eXLhoist 設定ソフトウェアを終了するには、以下の手順に従ってください。 

手順 実施事項 

1 メインメニューから[File（ファイル）] → [Exit（終了）]を選択します。 

変更がなければ、アプリケーションが終了し、eXLhoist 設定ソフトウェアが終了して、

Windows®デスクトップに移行します。 

プロジェクトに変更があった場合は、終了ダイアログボックスが表示され、変更を保存するか

を確認されます。 

2 変更を保存する場合は[Yes（はい）]を選択し、eXLhoist 設定ソフトウェアを終了します。  

変更を破棄する場合は[No（いいえ）]を選択し、終了します。 

変更を保持したまま eXLhoist 設定ソフトウェアに戻る場合は、[Cancel（キャンセル）]を選択し

ます。 
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プロジェクトの作成 
 

概要 

eXLhoist 設定ソフトウェアのダイアグラムに示すとおり、プロジェクトを開始するには以下の 3

つの方法があります。 

● 初期設定値を使用して新しいプロジェクトを作成する（206 ページを参照） 

● 既存のプロジェクトを開く（207 ページを参照） 

● 接続されたリモートデバイスに保存された設定を使用して新しいプロジェクトを作成する 

（207 ページを参照） 

これら 3 つの方法はスタート画面だけでなく、メインメニューからも実施できます。 

 

初期設定値を使用した新規プロジェクトの作成 

初期設定値を使用して新しいプロジェクトを作成するには、以下の手順に従ってください。 

手順 実施事項 

1 
開始画面から、[Create a Project（プロジェクトの作成）]ボタンをクリックします。  

注記：メインメニューから、[File（ファイル）] → [New（新規）]を選択します。 

2 機器選択ウインドウが表示されますので、対象となるリモートデバイスを選択してください。 

 

3 [Create（作成）]ボタンをクリックします。 

結果：プロジェクトウインドウが立ち上がります。 
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既存プロジェクトの開始 

 

PC から既存のプロジェクトを開くには、以下の手順に従ってください。 

手順 実施事項 

1 
開始画面から、[Open a Project（プロジェクトを開く）]ボタンをクリックします。  

注記：メインメニューから、[File（ファイル）] → [Open（開く）]を選択します。 

2 ブラウザーウインドウが表示されます。プロジェクトファイル（「.xpf」）を選択します。 

3 [Open（開く）]をクリックします。 

4 プロジェクトファイルがロックされている場合は、その表示ウインドウが出ます。  

プロジェクトのパスワードを入力してください（210 ページを参照）。  

[Enter（入力）]をクリックします。 

プロジェクトウインドウが立ち上がります。 

 

注記：正しいプロジェクトパスワードを入力しなかった場合でもプロジェクトは開始されます

が、プロジェクトはロックされた状態のままとなります。このモードでは、[Device Identity（機

器識別情報）]タブの内容のみ表示されます。 

 

リモートデバイスに保存された設定を使用した新しいプロジェクトの作成 

接続されたリモートデバイスに保存された設定を使用して新しいプロジェクトを作成するには、

以下の手順に従ってください。 

手順 実施事項 

1 リモートデバイスを PC に接続します（192 ページを参照）。 

2 開始画面から、[Connect（接続）]ボタンをクリックします。 

3 PC とリモートデバイスの通信が確立されていない場合は、以下のウインドウが表示されます。 

 

「接続の編集」ウインドウを表示するには、[Configure（設定）]をクリックします（209 ページ

を参照）。 

接続を再試行するには、[Connect（接続）]をクリックします。 

接続手順を中止するには、[Cancel（キャンセル）]をクリックします。 
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手順 実施事項 

4 リモートデバイスに設定ファイル転送パスワードが設定されている場合、その表示ウインドウ

が出ます。 

PC のキーボードを使用して、転送パスワードを入力します（210 ページを参照）。  

[Enter（入力）]をクリックします。 

5 転送完了までお待ちください。 

注記：転送中に進捗バーが表示されます。 

6 プロジェクトファイルがロックされている場合は、その表示ウインドウが出ます。  

プロジェクトのパスワードを入力してください（210 ページを参照）。  

[Enter（入力）]をクリックします。 

プロジェクトウインドウが立ち上がります。 

 

注記：正しいプロジェクトパスワードを入力しなかった場合でもプロジェクトは開始されます

が、プロジェクトはロックされた状態のままとなります。このモードでは、[Device Identity（機

器識別情報）]タブの内容のみ表示されます。 
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接続の編集 
 

概要 

接続されている機器の通信設定を変更するには、以下の手順に従ってください。 

手順 実施事項 

1 リモートデバイスを PC に接続します（192 ページを参照）。 

2 
メインメニューから、[Communication（通信）] → [Edit Connection（接続の編集）]を選択しま

す。 

3 ウインドウが表示されます。 

 

[COM Port（COM ポート）]を選択します。 

4 [Test（試験）]をクリックします。 

5 確認してウインドウを閉じる場合は、[OK]をクリックします。  

ウインドウを閉じるには、[Cancel（キャンセル）]をクリックします。 
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プロジェクトパスワードの管理 
 

概要 

プロジェクトには以下の 2 種類のパスワードを設定できます。 

● 設定ファイルの転送パスワード 

● プロジェクトパスワード 

 

転送パスワード 

転送パスワードにより、ベースステーションに保存されている設定ファイルを以下から保護する

ことができます。 

● 上書き 

● ペアリングの誤り 

● 不正ダウンロード 

転送パスワードは、各設定ファイル転送前に以下の時点で要求されます。 

● システム設定変更後（162 ページを参照） 

● リモートデバイス交換中（249 ページを参照） 

装置の設定の保護機能を向上させるため、設定ファイルの転送パスワードを設定することをおす

すめします。 

転送パスワードを作成または変更するには、以下の手順に従ってください。 

手順 実施事項 

1 メインメニューから、[Device（機器）] → [Transfer Password（転送パスワード）] → [Create 

Password（パスワード作成）]を選択します。  

結果：ウインドウが表示されます。 

2 
既存パスワードを変更するには、[Old Password（古いパスワード）]欄に現在のパスワードを入

力します。 

3 [New Password（新しいパスワード）]欄および[Confirm Password（パスワードの確認）]欄に新

しい設定ファイル転送パスワードを入力します。 

注記：パスワードは 2 つ以上 6 つ以内の数字で設定してください。 

数字は 1、2、3、4、5、および 6 が使用できます。 

4 [OK]をクリックします。 

 

転送パスワードは、プロジェクトおよび設定ファイルに保存されます。  

設定中、PC のキーボードを使用して、転送パスワードを入力してください。 

通常での使用（PC に接続されていない状態）では、リモートデバイスの 1 から 6 の動作ボタンを

使用して転送パスワードを入力してください。 

 

プロジェクトパスワード 

プロジェクトパスワードは、「ロックされた」プロジェクトを開く前に要求されます。 

正しいプロジェクトパスワードを入力しなかった場合でもプロジェクトは開始されますが、ロッ

クされた状態となります。このモードでは、[Device Identity（機器識別情報）]タブの内容のみ表

示されます。 
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プロジェクトパスワードを作成または変更するには、以下の手順に従ってください。 

 

手順 実施事項 

1 メインメニューから、[File（ファイル）] → [Password（パスワード）] → [Project Password

（プロジェクトパスワード）]を選択します。  

結果：ウインドウが表示されます。 

2 既存パスワードを変更するには、[Old Password（古いパスワード）]欄に現在のパスワードを入

力します。 

3 [New Password（新しいパスワード）]欄および[Confirm Password（パスワードの確認）]欄に新

しいプロジェクトパスワードを入力します。 

注記：パスワードには、1 個から 20 個の文字を使用することができます。  

使用できる文字は、a～z、A～Z、および 0～9 です。 

他の文字（+、°、＿、-、%、'）はすべて使用できません。 

4 [OK]をクリックします。 

 

プロジェクトのロック（正しいプロジェクトパスワードを使用せずに開いた場合）を解除するに

は、以下の手順に従ってください。 

手順 実施事項 

1 メインメニューから、[File（ファイル）] → [Password（パスワード）] → [Unlock Project（プロ

ジェクトのロック解除）]を選択します。  

結果：ウインドウが表示されます。 

2 プロジェクトパスワードを入力します。 

3 [OK]をクリックします。 
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リモートデバイスへの設定の転送 
 

方法 

PC からリモートデバイスに設定を転送するには、以下の手順に従ってください。 

手順 実施事項 

1 リモートデバイスを PC に接続します（192 ページを参照）。 

2 プロジェクトを作成するか、開きます（206 ページを参照）。 

3 
メインメニューから、[Communication（通信）] → [Store to Device（機器に保存）]を選択しま

す。 

4 
可能な場合は、リモートデバイスに保存されている設定ファイルの転送パスワードを入力しま

す。 

5 転送完了までお待ちください。 
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プロジェクトの保存 
 

方法 

 

プロジェクトファイルを PC に保存するには、以下の手順に従ってください。 

手順 実施事項 

1 メインメニューから、[File（ファイル）] → [Save（保存）]を選択します。  

結果：ブラウザーウインドウが表示されます。 

2 ディレクトリーを選択します。 

3 [Save（保存）]をクリックします。 

 

[File（ファイル）] → [Save as（名前を付けて保存）]を選択することにより、プロジェクトファイル名

をコピーまたは変更することができます。 
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PDF 形式でのエクスポート 
 

方法 

設定を PDF ファイルにエクスポートするには、以下の手順に従ってください。 

手順 実施事項 

1 

メインメニューから、[File（ファイル）] → [Export（エクスポート）] → [Export to PDF（PDF

にエクスポート）]を選択します。  

結果：ブラウザーウインドウが表示されます。 

2 エクスポートファイルのディレクトリーおよび名前を選択および設定します。 

3 [Export（エクスポート）]をクリックします。 

結果：エクスポートファイルが生成されます。 

4 質問ウインドウが表示され、エクスポートファイルを開くか否かをたずねてきます。  

エクスポートファイルを開くには、[Yes]をクリックします。 

プロジェクトのワークスペースに戻るには、[No]をクリックします。 

 

ベース配線ダイアグラムを PDF ファイルにエクスポートするには、以下の手順に従ってくださ

い。 

手順 実施事項 

1 メインメニューから、[File（ファイル）] → [Export（エクスポート）] → [Base Wiring Diagram

（ベース配線ダイアグラム）]を選択します。  

結果：ブラウザーウインドウが表示されます。 

2 エクスポートファイルのディレクトリーおよび名前を選択および設定します。 

3 [Export（エクスポート）]をクリックします。 

結果：エクスポートファイルが生成されます。 
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7.4 

設定 
 

 

 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

パラメーター 216 

リレーの割り当て 221 

インターロック 226 

検知された適用アラーム 228 

保護入力 230 

データストレージ機能の割り当て 232 

Device Identity（機器識別情報） 237 

  



eXLhoist 設定ソフトウェア 

EIO0000001505 09/2016 216 

パラメーター 
 

概要 

このタブでは、ワイヤレス遠隔制御システムのパラメーターを設定することができます。 
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識別情報の設定 

[Identification Setting（個別情報の設定）]領域では、システムの以下の主要機能を設定すること

ができます。 

● リモートデバイスの主要パラメーター 

● ベースステーション 

● 補助セレクター 

[Identification Setting（個別情報の設定）]領域 

 

 
 

以下のいずれかのリモートデバイス設定を選択する必要があります。 

● SINGLE（単独）（初期設定） 

● TANDEM（タンデム） 

○ スレーブ 

○ マスター 

詳細は、「主な用途」（17 ページ）を参照してください。 

主ベースステーションのパラメーターを入力する必要があります。 

手順 実施事項 

1 ベースステーションの ID を入力します。 

形式：00 80 F4 0X XX XX （0X XX XX は、任意の 0 00 00 から 3 FF FF までの 16 進数） 

この ID は、ベースステーションのラベルで読み取ることが可能です。 

2 リストからラベル番号（任意の 0~999）を選択します。  

このラベル番号は、選択されたベースステーション／ブリッジを識別するため、ZART•D•に表

示されます。 
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リモートデバイスをマスターに設定した場合、以下のとおり副ベースステーションのパラメータ

ーを設定する必要があります。 

手順 実施事項 

1 ベースステーションの ID を入力します。 

2 リストからラベル番号（0~999）を選択します。 

3 
ベースステーションを選択するために使用される Base Selection の Nb button をドロップダウン

リストから選択します。 

 

詳細は、「MBC ベースセレクターの説明」（151 ページ）を参照してください。 

配線に合わせて、Auxiliary Selectors に選択された装置（フック／トローリー）の動作の有効／無

効にすることができます。 

手順 実施事項 

1 Auxiliary Selector の[Enable（有効）]チェックボックスをオンにします。 

リモートデバイスを SINGLE またはスレーブとして設定した場合、補助セレクター1 のみを設定

することができます。 

2 Nb Button のドロップダウンリストから Auxiliary Selector として使用するボタンを選択します。  

ZART8••には、ボタン 10~11 を割り当てることができます。 

ZART12••には、ボタン 10~15 を割り当てることができます。 

3 Nb position リストから 2 または 3 を選択します。 

4 スタートモードで Auxiliary Selector の使用を有効にするには、[Change in RUN]の欄をクリック

します。無効とした場合、Auxiliary Selector はストップモードでのみ使用可能となります。 

4 対応するベースステーションに関連付けられた AuxiliarySelector の使用を有効にするには、Base 

Station Choice の欄をクリックします。 

 

詳細は、「補助セレクターの説明」（153 ページ）を参照してください。 

 

スタートアクセスシーケンス 

スタートアクセスシーケンスが有効の場合、オペレーターは、スタートモードに移行するためこ

のシーケンスを入力する必要があります。 

[Enable（有効化）]チェックボックスをクリックし、有効／無効を設定してください。 

このシーケンスで使用できるボタンは、1、2、3、4、5、6 です。  

このシーケンスには、1 から 6 までの段階を設けることができます。 

このシーケンスでは、同じボタンを複数回使用することができます。 

 

緊急停止リセットシーケンス 

緊急停止後にリモートデバイスをリセットするため、オペレーターに対し緊急停止リセットシー

ケンスが要求されます。リセットシーケンスが空白または無効の場合、オペレーターはボタン 7

（トリガー）を押す必要があります。 

[Enable（有効化）]チェックボックスをクリックし、有効／無効を設定してください。 

シーケンス終了を確認するには、ボタン 7（トリガー）を押す必要があります。 
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このシーケンスで使用できるボタンは、1、2、3、4、5、6 です。 

このシーケンスには、1 から 6 までの段階を設けることができます。 

このシーケンスでは、同じボタンを複数回使用することができます。 

 

スタンバイタイムアウト 

スタンバイタイムアウト時間中にいずれのボタンも押されなかった場合、リモートデバイスは自

動的にスタートモードからストップモードに移行します。 

[Enable（有効化）]チェックボックスをクリックし、有効／無効を設定してください。  

時間は、1～60 分の間で変更することができます。  

出荷設定値は 15 分です。 

 

省電力タイムアウト 

ワイヤレス遠隔制御システムがスタンバイタイムアウトによりストップモードに入っている場

合、この省電力タイムアウト中にいずれのボタンも押されなければ、リモートデバイスの電源が

自動的にオフになります。 

[Enable（有効化）]チェックボックスをクリックし、有効／無効を設定してください。  

時間は、1～300 分の間で変更することができます。  

出荷設定値は 15 分です。 

 

ホーン鳴動時間 

この値は、スタート手順におけるホーンの鳴動時間です。 

時間は、0～60 秒の間で変更することができます。 

出荷設定値は 1 秒です。 

 

主ベースステーションの無線通信レベル 

システムの主ベースステーションの無線通信レベルを制限することができます。 

以下のとおり選択可能です。 

● 0 dB：標準 

● -6 dB または-23dB：無線の通信到達距離を制限します。 

出荷設定値は 0 dB です。 

 
 

ペアリング制限機能により、ベースステーションのペアリングの制限が管理されます。 

● ペアリング制限機能が有効の場合は、ベースステーションは、ベースステーションとペアリン

グされたリモートデバイスとの接続のみを受け入れます。ペアリングは以下の時点で行うこと

ができます。 

○ ベースステーションの電源オフ／オン作業後 5 分間 

○ MBC モードでのペアリング解除要求後（143 ページを参照） 
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● ペアリング制限機能が無効の場合は、ベースステーションは、ベースステーションの ID を設

定されたすべてのリモートデバイスとの接続を受け入れます。 

出荷設定値は「有効」です。 

 

リモートデバイス落下衝撃検知 

この機能が有効の場合、リモートデバイスの落下などによるリモートデバイスに対する衝撃が検

知されると、リモートデバイスの電源がオフになり、ベースステーションとリモートデバイスの

接続が切断されます。 

[Enable（有効化）]チェックボックスをクリックし、有効／無効を設定してください。  

出荷設定値は「無効」です。 
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リレーの割り当て 
 

概要 

このタブでは、以下のことを行うことができます。 

● 1 つまたは複数のリレーの以下との関連付け 

○ 動作ボタン 

○ 補助ボタン 

○ 補助セレクター 

○ ベースセレクター 

○ 特殊機能 

● UOC 機能の設定 
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リモートデバイスによる制限 

このタブは、選択／接続されたリモートデバイスに応じて自動的に変更されます。 

製品型式 無効リレー列 無効ボタン行 

ZART8L 13～18 12～15+7 

ZART8LM - 12～15+7 

ZART8D• - 12～15+7 

ZART12D• - - 
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一般的な説明 

このタブは、主にボタンとリレーの関連付けを設定するために使用します。ボタンとリレーを関

連付けるには、以下の手順に従ってください。 

手順 実施事項 

1 セルをクリックしてボタンとリレーを関連付けます。 

結果：空白セルに関連付けのマーク が表示されます。 

2 より明確に記録する方法として、ボタンの[Name（名前）]テキスト領域をクリックして修正す

ることができます（最大 24 文字）。 

 

この設定によりボタンを押している間、ボタンに関連付けられたリレーが作動します。  

灰色のセルは割り当てることができません。 

最大 4 個のリレーを動作ボタン（1～6+7）に関連付けることができます。 

 

ボタン 7 の Standalone（単独） 

この機能を有効にするには、ボタン 7 の[Standalone]チェックボックスをクリックします。 

● ボタン 7 standalone 

チェックすると、ボタン 5+7、6+7、10+7、11+7、12+7、13+7、14+7、ならびに 15+7 の組み合

わせが無効となります。 

たとえば、ボタン 7 は単独で確認ボタンとして使用することができます。ボタン 7 の確認ボタ

ン配線例（286 ページ）を参照してください。 

● ボタン 7 と他のボタンとの関連付け 

チェックしないと、ボタン 5+7、6+7、10+7、11+7、12+7、13+7、14+7、ならびに 15+7 の組み

合わせが有効となります。 

たとえば、他のボタンと関連付けられたボタン 7 は、ボタン 5、6、10、11、12、13、14、およ

び 15 の第 2 の変速装置として使用できます。 

 

Auxiliary Selector（補助セレクター） 

補助セレクターは、[Parameters（パラメーター）]タブで設定した場合のみ使用できます（217 ペ
ージを参照）。 

配線に合わせて、補助セレクターを使用して、選択された装置（フック／トローリー）の動作を

有効／無効にすることができます。 

手順 実施事項 

1 セルをクリックしてリレーとセレクターのポジションを関連付けます。  

結果：空白セルに関連付けのマーク が表示されます。 

2 より明確な方法として、ボタンの[Name（名前）]テキスト領域をクリックして修正することが

できます（最大 24 文字）。 
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例： 

 
 

詳細は、「補助セレクターの説明」（153 ページ）を参照してください。 

 

Base Selector（ベースセレクター） 

ベースセレクターは、リモートデバイスが[Parameters（パラメーター）]タブでマスターに設定さ

れている場合のみ使用できます（217 ページを参照）。 

ベースセレクターは、制御するベースステーションを選択するために使用されます。  

以下の手順により、リレーをベースセレクターに関連付けることができます。 

 

手順 実施事項 

1 セルをクリックしてリレーとセレクターのポジションまたはベースの組み合わせ 1 および 2 を

関連付けます。  

結果：空白セルに関連付けのマーク が表示されます。 

 

ベースステーションのペアリング 1+2 のリレーは、リモートデバイスが 2 台のベースステーショ

ンに接続されている場合のみ作動します。このリレーは、PLC がタンデム機能を管理している場

合のみ使用できます（21 ページを参照）。 

例： 

 
 

特別機能の設定 

特別機能の設定とは、以下のとおり任意の特別機能を任意のリレーに関連付けることをいいま

す。 

手順 実施事項 

1 6 種類の特別機能それぞれについて、セルをクリックしてリレーを関連付けます。 
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6 種類の安全機能は以下のとおりです。 

● ホーン 

● 無線リンク 

● ペアリング解除リレー 

● スタートリレー 

● インパルススタートリレー 

● メンテナンスリレー 

詳細は、「特別機能の説明」（120 ページ）を参照してください。 

 

UOC の設定 

UOC の設定とは、モーション軸を任意のリレーに関連付けることです。 

このリレーは、ドライブ安全トルクオフ（STO）に配線するか、コンタクターコイルに直列接続

することができます。 

手順 実施事項 

1 [UOC Enable（UOC 有効）]チェックボックスをクリックします。 

注記：3 つの軸に UOC 機能が備わっています。 

2 リレーのリストから関連付けられたリレーを選択します。 

結果：対応するセルに マークが自動的に記入されます。 

3 UOC 遅延時間（0.1 秒～99.9 秒）を入力します。 

 

例： 

 
 

リレー1、2、3 のうち 1 個または複数がオンになると、リレー14 がオンになります。 

リレー1、2、および 3 がオフの場合、UOC 遅延時間が開始します。 

UOC 遅延時間が終了したら、リレー14 がオフになります。 

詳細は、「UOC の説明」（114 ページ）を参照してください。 
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インターロック 
 

概要 

このタブでは、同時に操作できないボタンの組み合わせを設定することができます。 

 

 
 

設定 

 

手順 実施事項 

1 セルをクリックして、2 個のボタン（またはボタンの組み合わせ）の同時操作を禁止させます

（または禁止を解除します）。 

結果：ボタンの同時操作の禁止がされたら、空白セルに右の関連マークが表示されます。  

 

出荷設定の例 

ボタン 1 および 2 は、反対の指令を送るため、同じ軸に関連付けられます。  

ボタン 1 は、ボタン 2 が押されている間は受け付けません。 

ボタン 2 は、ボタン 1 が押されている間は受け付けません。 

ボタン 1 と 2 が同時に押された場合、動作が停止します。 
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リモートデバイスによる制限 

このタブは、選択／接続されたリモートデバイスに応じて自動的に変更されます。 

製品型式 無効ボタン 

ZART8L• 12～15+7 

ZART8D• 12～15+7 

ZART12D• - 

 

MBC における設定 

リモートデバイスがマスターに設定された場合、以下の 2 つのインターロッキング表が表示され

ます。 

● リモートデバイスが主ベースステーションに指令を出す場合、1 個のインターロッキング表が

表示されます。 

● リモートデバイスが主ベースステーションおよび副ベースステーションに指令を出す場合、別

のインターロッキング表が表示されます。 

 

手順 実施事項 

1 セルをクリックして、2 個のボタン（またはボタンの組み合わせ）の同時操作を禁止させます

（または禁止を解除します）。 

結果：ボタンの同時操作が禁止されたら、空白セルに右の関連マークが表示されます。  

 

主側の表の変更は、副側の表に自動的に反映されます。  

副側の表の変更は、主側の表には自動的に反映されません。 
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検知された適用アラーム 
 

概要 

このタブでは、適用アラームに関する設定することができます。 

 
 

ベースステーションは、検知したアラーム情報を ZART•D•に提供することができます。 

無電圧センサーをベースステーションに接続することができます。 

 

手順 実施事項 

1 [High（ハイ）]または[Low（ロー）]をクリックして、各アラームの活性状態を選択します。  

NO タイプのスイッチを使用する場合は、[High]を選択します。 

 

詳細は、「検出適用アラームの配線」（112 ページ）を参照してください。 

表の下部で検出適用アラームのデータストレージ機能の設定を行うことができます。詳細は、以

下を参照してください。 

 

データ保存アラーム入力割り当ての設定 

ZARB18••ベースステーションを使用している場合、ZARB18••ベースステーションに関連付けら

れた 6 個の入力それぞれの閾値を設定することができます。 

各入力について、以下を設定することができます。 

● 作動回数閾値 

● 作動時間閾値（h） 

● 脈動操作（インチング）時間の長さ設定（s） 

● 脈動操作（インチング）回数閾値 
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以下の手順は、入力閾値の設定方法です。 

手順 実施事項 

1 [Alarm Assignment（アラーム割り当て）]タブをクリックします。 

 

2 データストレージ機能パラメーターのロックを解除します（261 ページを参照）。 

3 設定対象の入力に対し、以下の閾値の割り当てを設定できます。 

● 作動回数閾値（0～1000000） 

● 作動時間閾値（0～87658 時間） 

● 脈動操作（インチング）時間の長さ設定（0.1 秒刻みで 0～10 秒） 

● 脈動操作（インチング）回数閾値（0～10000） 

 

詳細は、「データストレージ機能の基本方針」（258 ページ）を参照してください。 
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保護入力 
 

概要 

このタブでは、保護入力を設定することができます。 

 
 

保護機能の設定 

保護機能の設定とは、保護入力の有効／無効にすることをいいます。 

保護入力が作動した場合、関連付けられた動作ボタンは押されていないものとみなされ、関連の

リレーがオフになります。 

動作ボタンと保護入力の関連付けは変更できません。 

動作ボタン 1 1H 2 2H 3 3H 4 4H 5 5+7 6 6+7 

保護入力 IN7 IN8 IN9 IN10 IN11 IN12 IN13 IN14 IN15 IN16 IN17 IN18 
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以下の手順に従い、保護入力を設定してください。 

手順 実施事項  

1 任意の入力番号（入力 7～入力 18）の[Enable（有効化）]チェックボックスを選択します。  

2 各軸について、入力タイプ（リミットスイッチまたはモーションフィードバック）を選択します。  

 各軸について、モーションフィードバックが選択された場合、以下を実施します。 

● Activate state（作動状態）リストより、以下を選択します。 

○ High（NC） 

○ Low（NO） 

● Number of inputs per axis（軸あたりの入力数）を選択します。 

○ 3 ワイヤー 

○ 4 ワイヤー 

● Delay in tamdem（遅延）（0.1 秒～10 秒）を入力します。 

● Unintended detection（意図せぬ検出）を選択し、対応する遅延時間（0.1～10 秒）を入力します。 

 

 

詳細は、「リミットスイッチ／動作フィードバックの説明」（116 ページ）を参照してくださ

い。 
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データストレージ機能の割り当て 
 

概要 

データストレージ機能により、ベースステーション内に累積動作時間および以下の動作回数を保

存することができます。 

● 動作ボタンおよび補助ボタン 

● 特別機能 

● アラーム入力 

詳細は、「データストレージ機能の概要」（258 ページ）を参照してください。 

 

データストレージ機能は、eXLhoist データストレージソフトウェア（eXLhoist Data Storage 

Recovery Software）が必要です。詳細は、最寄りのシュナイダーエレクトリック製品担当にお問

い合わせください。 

 
 

データストレージ機能の軸パラメーターの設定 

データストレージ機能に関連して最大 8 軸を設定することができます。 

各軸について、以下を設定することができます。 

● リモートデバイスの関連ボタン 

● ブリッジ動作の関連ラベル 

● 補助セレクターのポジション 

● 作動回数閾値 

● 作動時間閾値 

● 脈動操作（インチング）時間の設定 

● 脈動操作（インチング）回数閾値 

● バックトラッキング操作時間の設定（軸の設定によります） 

● バックトラッキング操作回数閾値（軸の設定によります） 

以下の手順は、軸パラメーターの設定方法です。 

手順 実施事項 

1 データ保存パラメーターのロックを解除します（261 ページを参照）。 

（1）1 方向のみ設定が施された軸については、バックトラッキングの測定を行えません。 
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手順 実施事項  

2 [Data Storage Assignment（データストレージ機能の割り当て）]タブをクリックします。 

 

 

（1）1 方向のみ設定が施された軸については、バックトラッキングの測定を行えません。 
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手順 実施事項 

3 軸の設定を行うには、軸ラベルの欄をクリックします。  

結果：「Axis Label Selector（軸ラベルセレクター）」ウインドウが開きます。 

 

4 該当するラベルをドラッグ&ドロップします。 

各軸にラベルを 1 つまたは 2 つ割り当てることができます。ラベルの一覧リストは、製品に付属されるリ

モートデバイス用ラベルと同じ構成です。（オプションラベル単体型式：ZARC08 もしくは ZARC08） 

[OK]をクリックして、「Axis Label Selector（軸ラベルセレクター）」ウインドウを閉じます。 

5 セルをクリックして、軸動作に対応するリモートデバイスのボタンを選択します。 

結果：空白セルに関連付けのマーク が表示されます。 

6 使用する場合は、セルをクリックして、軸に関連付けられた補助セレクターのポジションを選択します。 

7 以下の閾値割り当てを設定します。 

● 作動回数閾値（0～1000000） 

● 作動時間閾値（0～87658 時間） 

● 脈動操作（インチング）時間の設定（0.1 秒刻みで 0～10 秒） 

● 脈動操作（インチング）回数閾値（0～1000000） 

● バックトラッキング時間の設定(1) （0.1 秒刻みで 0～10 秒） 

● バックトラッキング回数閾値（1000000） 

（1）1 方向のみ設定が施された軸については、バックトラッキングの測定を行えません。 
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詳細は、「データストレージ機能の基本方針」（258 ページ）を参照してください。 

 

 

データストレージ機能のアプリケーション例 

2 トローリーのシステムの例： 

 
 

軸の説明： 

軸番号 説明 

1 走行 

2 横軸トローリー1 

3 横軸トローリー2 

4 巻き上げトローリー1 

5 巻き上げトローリー2 

6 回転フック 1 

7 回転フック 2 

 

データストレージ機能の特別機能閾値の設定 

以下の 4 種類の特別機能それぞれの作動閾値を設定することができます。 

● ホーン 

● 無線リンク 

● ベースペアリング 1 および 2 

● スタートリレー 

4 種類の各機能は、[Relays Assignment（リレー割り当て）]タブで定義されます（221 ページを参
照）。 
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各特別機能について、以下を設定することができます。 

● 作動回数閾値 

● 作動時間閾値 

以下の手順は、特別機能閾値の設定方法です。 

手順 実施事項 

1 [Data Storage Assignment（データストレージ機能の割り当て）]タブをクリックします。 

2 設定対象の特別機能に対し、以下の閾値の割り当てを設定します。 

● 作動回数閾値（0～1000000） 

● 作動時間閾値（0～87658 時間） 
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Device Identity（機器識別情報） 
 

概要 

このタブより、リモートデバイスおよびベースステーションからの機器情報を取得することがで

きます。 
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説明 

ソフトウェアの起動時、各欄は空白になっています。 

[Read（読み込み）]をクリックして、接続されているリモートデバイスからの機器情報を世も鋳

込んでください。リモートデバイスが接続されていない場合、ポップアップで通知され、すべて

の欄が空白になります。 

リモートデバイスの機器情報 

欄 説明 

型式情報 リモートデバイスの製品型式 

ファームウェアバージョン リモートデバイスのファームウェアバージョン 

xx.yy.zzzz.tttt の形式（xx はメジャーバージョン、yy はマイナーバージョ

ン、ZZZZ は評価インデックス、tttt は内部インデックス） 

設定ファイルのバージョン リモートデバイスに保存された設定ファイルのバージョン 

xxx.yyy の形式（xxx はメジャーバージョン、yyy はマイナーバージョ

ン） 

無線 ID リモートデバイスの無線 ID 

ファミリー eXLhoist 

コード EAN13 リモートデバイスのコード EAN13 

ZART8L：3606480610356 

ZART8D：3606480610363 

ZART12D：3606480610370 

ZART8LM：3606481138309 

ZART8DM：3606481138293 

ZART12DM：3606481138286 

最新ダウンロード リモートデバイスへの設定ファイルの最新更新日 

アプリケーション名 プロジェクトファイル名（最新 30 文字） 

製造者 シュナイダーエレクトリック 

DTM のバージョン DTM のバージョン 

設定情報作成バージョン 
最初のプロジェクト作成時に使用された eXLhoist 設定ソフトウェアのバ

ージョン（最初しか更新されません） 

設定情報最新変更バージョン 
最新のプロジェクト変更時に使用された eXLhoist 設定ソフトウェアのバ

ージョン 

 

ベースステーションの機器情報： 

 

欄 説明 

ベースステーションの型式 ベースステーションの製品型式 

ファームウェアバージョン ベースステーションのファームウェアバージョン 

xx.yy.zzzz.tttt の形式（xx はメジャーバージョン、yy はマイナーバージョ

ン、ZZZZ は評価インデックス、tttt は内部インデックス） 

無線 ID ベースステーションの無線 ID 
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PC からの設定ファイルダウンロード後に情報が更新され、リモートデバイスに保存されます。 

リモートデバイスおよびベースステーションの「Reserved for Schneider Electric use（シュナイダ

ーエレクトリック用に予約）」欄に追加情報が掲載されています。 

リモートデバイスがマスターに設定されている場合、副ベースステーション用としての別のベー

スステーション情報欄が表示されます。 
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第 8 章 
メンテナンス／機器交換 

 

 
 

本章の内容 

本章は以下の項で構成されています。 

項 主題 ページ 

8.1 保守 242 

8.2 機器の交換 243 

8.3 リモートデバイスのリセット 254 
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8.1 
メンテナンス 

 

 
 

保守 
 

リモートデバイスの掃除 

ディスプレイの表面またはフレームが汚れた場合は、水で薄めた中性洗剤に浸し固く絞った柔ら

かい布で、ディスプレイやフレームを拭いてください。 

注記 
設備の損傷 

設備の清掃に塗料用シンナー、有機溶媒、または強酸化合物を使用しないでください。  

これらの指示事項に従わなかった場合、設備の損傷を招くおそれがあります。 

 

定期的確認事項 

ZARB•W ベースステーションについて毎月確認すべき点：端子ブロックがしっかりと取り付けら

れているかを確認してください。  

詳細は、「安全」の章（63 ページ）を参照してください。 
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8.2 
機器交換 

 

 
 

概要 

設定したファイルの管理によって機器交換が効率的に実施できます。 

 

本項の内容 

本項は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

ベースステーションの交換 244 

ZART•D•の交換 249 

ZART8L の交換 253 
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ベースステーションの交換 
 

新規ベースステーションの交換 

ベースステーションを新品と交換するための以下の手順に従ってください。 

手順 実施事項 

1 ペアリングリセット（254 ページを参照）を実行します。 

2 新しいベースステーションを設置します。 

3 新しいベースステーションの電源をオンにします。 

注記：以下の手順は、5 分以内に終了させる必要があります。 

4 リモートデバイスを持ってベースステーションから適切な距離（約 10 m（32.8 ft））を保ちま

す。 

5 リモートデバイスの ON/START/Horn（オン／スタート／ホーン）ボタンのみを 1 秒以上押して

ください。  

結果：リモートデバイスがベースステーションを探します。 

 

6 ベースステーションのスキャンが終了するまでお待ちください。 

結果：リモートデバイスに検知されたベースステーションの ID の一覧が表示されます。 
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手順 実施事項 

7 ボタン 5 および 6 を使用して、新しいベースステーションの ID を選択します。  

この ID は、ベースステーションのラベルにも記載されています。 

8 ボタン 7（トリガー）を押して確認します。  

結果： 

 

選択されたベースステーションの STATUS LED および COM LED が同時に点滅します。  

設定が完了したら、ペアリング解除リレーがオン／オフします。 

9 ボタン 1 および 2 を使用して、確認アイコン（チェック印）を選択します。 

10 ボタン 7（トリガー）を押して確認します。 

結果：リモートデバイスは、ベースステーションからリモートデバイスへの設定ファイルの転送

を促します。 
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手順 実施事項 

11 ボタン 5 および 6 を使用して、設定ファイルの転送方向を変えます。  

結果： 

 

12 ボタン 7（トリガー）を押して確認します。 

結果：リモートデバイスは、リモートデバイスからベースステーションへの設定ファイルの転送

の確認を促します。 

 

13 ボタン 1 および 2 を使用して、確認アイコン（チェック印）を選択します。 

14 ボタン 7（トリガー）を押して確認します。 
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手順 実施事項 

15 設定ファイル（ベースステーションに保存）に転送パスワードが掛かっている場合、南京錠マー

クが表示されます。 

 

ボタン 1 から 6 を使用して、設定ファイル転送パスワードを入力します。 

16 リモートデバイスは、リモートデバイスからベースステーションへ設定ファイルを転送します。 
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手順 実施事項 

17 設定ファイルの転送が終了するまでお待ちください。  

結果： 

 

18 リモートデバイスの電源をオフにします。 

 

システムの検証試験を実施することをおすすめします（84 ページを参照）。 
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ZART•D•の交換 
 

ZART•D•と新品の ZART•D•との交換 

故障した ZART•D•を新品の ZART•D•と交換するための手順： 

手順 実施事項 

1 ベースステーションの電源をオンにします。 

注記：以下の手順は、5 分以内に終了させる必要があります。 

2 リモートデバイスを持ってベースステーションから適切な距離（約 10 m（32.8 ft））を保ちま

す。 

3 リモートデバイスの ON/START/Horn（オン／スタート／ホーン）ボタンのみを 1 秒以上押して

ください。結果：リモートデバイスがベースステーションを探します。 

 

4 ベースステーションのスキャンが終了するまでお待ちください。 

結果：リモートデバイスに検知されたベースステーションの ID の一覧が表示されます。 

 

5 ボタン 5 および 6 を使用して、適切なベースステーションの ID を選択します。  

この ID は、ベースステーションのラベルにも記載されています。 
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手順 実施事項 

6 ボタン 7（トリガー）を押して確認します。  

結果： 

 

選択されたベースステーションの STATUS LED および COM LED が同時に点滅します。  

設定が完了したら、ペアリング解除リレーがオン／オフします。 

7 ボタン 1 および 2 を使用して、確認アイコン（チェック印）を選択します。 

8 ボタン 7（トリガー）を押して確認します。 

結果：リモートデバイスは、ベースステーションからリモートデバイスへの設定ファイルの転送

を促します。 
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手順 実施事項 

9 ボタン 7（トリガー）を押して確認します。 

結果：リモートデバイスは、ベースステーションからリモートデバイスへの設定ファイルの転送

を促します。 

 

10 ボタン 1 および 2 を使用して、確認アイコン（チェック印）を選択します。 

11 ボタン 7（トリガー）を押して確認します。 

12 設定ファイル（ベースステーションに保存）に転送パスワードが掛かっている場合、南京錠マー

クが表示されます。 

ボタン 1 から 6 を使用して、設定ファイル転送パスワードを入力します。 

13 リモートデバイスは、ベースステーションからリモートデバイスへ設定ファイルを転送します。 
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手順 実施事項 

14 設定ファイルの転送が終了するまでお待ちください。  

結果： 

 

15 リモートデバイスの電源をオフにします。 

 

システムの検証試験を実施することをおすすめします（84 ページを参照）。 

 
 

ZART•D•と設定済みの ZART•D•との交換 

故障した ZART•D•と設定済みの ZART•D•との交換 

手順 実施事項 

1 リモートデバイス出荷設定リセット（254 ページを参照）を実行します。 

2 故障した ZART•D と新しい ZART•D の交換の手順を実施します（249 ページを参照）。 
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ZART8L の交換 
 

ZART8L の交換 

ZART8L の交換手順： 

手順 実施事項 

1 リモートデバイスを PC に接続します（192 ページを参照）。 

2 eXLhoist 設定ソフトウェアを開始します（205 ページを参照）。 

3 交換するリモートデバイスの既存プロジェクトを開きます（207 ページを参照）。 

4 [Communication（通信）] → [Store to Device（デバイスに保存）]を選択します。 

5 リモートデバイスへの設定ファイル転送完了までお待ちください。 

6 リモートデバイスを PC から取り外します。 

7 ベースステーションの電源をオンにします。 

注記：以下の手順は、5 分以内に終了させる必要があります。 

8 リモートデバイスの電源をオンにします。 

結果：ベースステーションの STATUS LED および COM LED が同時に点滅します。設定が完了

したら、ペアリング解除リレーがオンになります。 

リモートデバイスの「1」と「2」の LED が点滅します。 

9 ボタン 7（トリガー）を押して確認します。 

結果：設定ファイルがリモートデバイスからベースステーションに自動的に転送されます。 

10 設定ファイルの転送が終了するまでお待ちください（約 20 秒）。転送中、スタート LED および

「2」の LED が点滅します（182 ページを参照）。 

11 リモートデバイスが自動的にオフになります。 

 

システムの検証試験を実施することをおすすめします（84 ページを参照）。 
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8.3 
リモートデバイスのリセット 

 

 
 

リモートデバイスのリセット 
 

手順 

 
 

手順 実施事項 

1 リモートデバイスの電源をオンにします。 

2 リモートデバイスの背面の直径 3.5 mm（0.14 in）のトルクスねじ 2 個を緩めます。 

3 カバーを取り外します。 

4 リセットしたい内容でリセットボタンを押したままにしてください（255 ページを参照）。  

ZAR•D： 

ペアリングのリセットに到達したら、リモート

デバイスの表示は以下となります。 

 

工場出荷設定へのリセットに到達したら、リモ

ートデバイスの表示は以下となります。 

 

5 リセットボタンを放します。 

5 カバーを元に戻します。 

6 2 個のねじを締め、カバーを取り付けます。 
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リモートデバイスの背面： 

 
 

1 カバー 

2 RJ45 ソケット 

3 リセットボタン 

4 直径 3.5 mm（0.14 in）のトルクスねじ 2 個 

 

リセット情報 

 

表題 t = リセットボタ

ンを押す時間 

リモートデバイスのリセット内容 

単純リセット t < 5 s ● リモートデバイス再起動 

ペアリングリセッ

ト 

5 s ≤ t < 20 s ● リモートデバイス再起動 

● リモートデバイスのメモリーに保存されたベースステーション ID の削

除し、リモートデバイスとベースステーションのペアリングが解除され

ます。 

工場出荷設定への

リセット 

t ＞ 20 s ● リモートデバイス再起動 

● リモートデバイスのメモリーに保存されたベースステーション ID の削

除し、リモートデバイスとベースステーションのペアリングが解除され

ます。 

● 設定されたプロジェクトファイルの削除。リモートデバイスが工場出荷

設定に戻ります。 
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第 9 章 
データストレージ機能 

 

 
 

本章の内容 

本章は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

データストレージ機能の概要 258 

データストレージ機能の設定 261 

データストレージ機能の復旧 263 
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データストレージ機能の概要 
 

概要 

データストレージ機能により、ベースステーション内に累積動作時間および以下の動作回数を保

存することができます。 

● 動作ボタンおよび補助ボタン 

● アラーム入力 

データストレージ機能は、以下の 2 種類のデータを作成します。 

● 設定が不可能でリセットが不可能なデータ 

● 設定が可能かつリセットが可能なデータ。これらのデータには閾値を割り当てることができま

す。保存されているデータが閾値を超えた場合、メンテナンスリレーが継続的に稼働状態とな

ります。 

 

基本方針 

ベースステーションの種類により、最大 8 軸および 6 個の入力をデータストレージ機能として割

り当てることができます。各軸は、1 個または 2 個のボタンおよび 1 個の補助セレクターに割り

当てることができます。 

2 個のボタンが 1 軸（たとえば前面と裏面）に割り当てられている場合、ベースステーションは

この軸について以下を保存します。 

● 累積動作時間 

● 動作回数(1) 

● 脈動(2)動作回数 

● バックトラッキング(3)動作回数 

1 個のボタンが 1 つの軸に割り当てられている場合、ベースステーションはこの軸について以下

を保存します。 

● 累積動作時間 

● 動作回数(1) 

● 脈動操作(2)（インチング）回数 

 

(1) 動作回数: 

動作回数は、軸方向の操作の回数（たとえば、上下の巻き上げ作業回数）です。各順方向操作お

よび各逆方向操作が 1 回の操作と判断されます。 

 

 

高速 
低速 低速 

低速 

順方向 

逆方向 1作業 

1作業 
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(2) 脈動操作（インチング）: 

同じ方向の動作操作（順方向または逆方向）が期間 TPulsating 秒のうちに行われた場合、脈動操作イ

ベントが記録され、回数が 1 つ増加します。 

脈動操作は以下に定義されます。 

● 順方向操作の立ち下がりエッジ、およびその後に続く秒単位で設定可能な時間（TPulsating）内で

の順方向コマンドの立ち上がりエッジ 

● 逆方向操作の立ち下がりエッジ、およびその後に続く秒単位で設定可能な時間（TPulsating）内で

の逆方向コマンドの立ち上がりエッジ 

 

 
 

TPulsatingは、0.1 秒刻みで 0.1～10 秒まで設定できます。（推奨値：2 秒） 

 

(3) バックトラッキング: 

異なる方向の動作操作（順方向および逆方向）が期間 TBacktracking秒内に行われた場合、 

バックトラッキングイベントが記録され、回数が 1 つ増加します。順方向および逆方向両方の動

作コマンドが同時に受信された場合、バックトラッキング動作は記録されません。 

バックトラッキングは以下のとおり定義されます。 

● 順方向操作の立ち下がりエッジ、およびその後に続く秒単位で設定可能な時間（TBacktracking）内

での逆方向コマンドの立ち上がりエッジ 

● 逆方向操作の立ち下がりエッジ、およびその後に続く秒単位で設定可能な時間（TBacktracking）内

での順方向コマンドの立ち上がりエッジ 

TBacktrackingは、0.1 秒刻みで 0.1～10 秒まで設定できます。（推奨値：2 秒） 

 

 
 

メンテナンスリレー 

メンテナンスリレーは、既存のリレーの中で、ベースステーション上で設定することができま

す。 

  

順方向 順方向 

順方向 

逆方向 
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設定可能データおよびリセット可能データが閾値を超えた場合、メンテナンスリレーが継続的に

オン状態となります。 

このメンテナンスリレーは、対応する設定可能データおよびリセット可能データのリセットを

eXLhoist データストレージソフトウェア（eXLhoist Data Storage Recovery Software）により操作さ

れた場合のみ停止することができます。 

このメンテナンスリレーは、装置の信号灯もしくは中央制御装置の保守用 HMI または監視システ

ムに接続することができます。 

このメンテナンスリレーは、リモートデバイス ZART•D••によりオペレーターに通知を行うため、

ベースステーションの汎用入力アラームに接続することができます。 

 

システムコンポーネント 

eXLhoist 設定ソフトウェアを使用して、軸の割り当て、閾値、および保守リレーの割り当てを設

定することができます。 

eXLhoist データストレージソフトウェアを使用して、保守オペレーターは以下を行うことができ

ます。 

● ベースステーションに保存されているデータのダウンロード。リモートデバイスは、ベースス

テーションと eXLhoist データストレージソフトウェア間のゲートウェイの役割をします。 

● ベースステーションのカウンターの設定／リセット 

● ベースステーションに保存されているデータの CSV ファイルへの保存 

データストレージ機能のアクセス権は、パスワードにより保護されており、このパスワードの入

力により、データストレージ機能でのデータの読み取り、設定、ダウンロード、およびリセット

を行うことができます。 

 

データストレージ機能は、eXLhoist データストレージソフトウェア（eXLhoist Data Storage 

Recovery Software）が必要です。詳細は、最寄りのシュナイダーエレクトリック製品担当にお問

い合わせください。 
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データストレージ機能の設定 
 

設定変更 

以下の手順は、システム設定の作成および変更方法を示します。 

手順 実施事項 

1 リモートデバイスを PC に接続します（192 ページを参照）。 

2 eXLhoist 設定ソフトウェアを開始します（205 ページを参照）。 

3 プロジェクトを作成するか、開きます（206 ページを参照）。 

4 データストレージ機能パラメーターのロックを解除します（261 ページを参照）。 

5 以下のとおり、データストレージ機能パラメーターの設定を変更します。 

● メンテナンスリレーを設定します（221 ページを参照）。 

● データストレージ機能の軸パラメーターを設定します（232 ページを参照）。 

● データストレージ機能の特別機能閾値を設定します（235 ページを参照）。 

● データストレージ機能のアラーム入力割り当てを設定します（228 ページを参照）。 

6 プロジェクトを保存します（213 ページを参照）。 

7 [Communication（通信）] → [Store to Device（デバイスに保存）]を選択します。(1) 

8 
可能な場合は、リモートデバイスに保存されている設定ファイルの転送パスワードを入力しま

す。 

9 リモートデバイスへの設定ファイルの転送完了までお待ちください。 

10 リモートデバイスを PC から取り外します。 

11 ベースステーションの電源をオンにします。 

注記：以下の手順は、5 分以内に終了させる必要があります。 

12 設定ファイルをリモートデバイスからベースステーションに転送すす必要があります。以下を参

照してください。 

● ZART8L•での設定ファイルの転送（162 ページを参照） 

● ZART•D•での設定ファイルの転送（163 ページを参照） 

 

 

データストレージ機能パラメーターのロック解除 

新しいプロジェクトを作成すると、すべてのデータストレージパラメーターがデータストレージ

パスワードによりロックされます。 

データストレージパスワードは、以下により要求されます。 

● データストレージパラメーターを使用して設定を作成または変更するときに、eXLhoist 設定ソ

フトウェアにより要求されます。 

● ベースステーションに保管されたデータを転送するときに、eXLhoist データストレージソフト

ウェアにより要求されます。 
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以下の手順は、データストレージ機能のパスワードの作成方法を示します。 

手順 実施事項 

1 

[Device（機器）] → [Data Storage Password（データストレージ機能パスワード）] → [Create 

Password（パスワード作成）]をクリックして、データストレージ機能パスワードを作成しま

す。 

2 データストレージ機能パスワードを入力し、確定します。 

3 [OK]をクリックします。 

 

データストレージ機能のパスワードが設定されている場合、以下の手順でデータストレージ機能

アクセスのロックを解除することができます。 

手順 実施事項 

1 
[Devide（機器）] → [Data Storage Access（データストレージ機能アクセス）]をクリックしま

す。 

2 データストレージ機能のパスワードを入力します。 

3 [OK]をクリックします。 

結果：以下にアクセスできます。 

● 検出適用アラームの閾値割り当て（228 ページを参照） 

● データストレージ機能タブ（232 ページを参照） 

 

メンテナンスリレーの設定 

[Relay assignment（リレー割り当て）]タブ（221 ページを参照）で、データストレージ機能に割

り当てられるメンテナンスリレーの設定を行うことができます。 

監視されている 1 つまたは複数のデータが eXLhoist 設定ソフトウェアにより設定された対応閾値

を超えた場合、メンテナンスリレーがオンになります。 

監視されているデータをリセットしたり、対応閾値を測定値より大きな値に変更したりすると、

メンテナンスリレーがオフになります。 
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データストレージ機能の復旧 
 

一般的な復旧手順 

以下の手順は、ベースステーションに保存されたデータの復旧または修正もしくはその両方を行

う方法です。 

手順 実施事項 

1 ベースステーションの電源をオンにします。 

2 リモートデバイスを PC に接続します（192 ページを参照）。 

3 eXLhoist データストレージソフトウェア(1)を立ち上げます。 

 

[Data Storae recovery（データストレージの復旧）]をクリックします。 

 

 

(1)  eXLhoist データストレージソフトウェア（eXLhoist Data Storage Recovery Software）は

eXLhoist 設定ソフトウェアには含まれません。別途の提供となります。詳細は、最寄りのシ

ュナイダーエレクトリック製品担当にお問い合わせください。 
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手順 実施事項 

5 データを復旧させるベースステーションを選択して、[Next（次へ）]ボタンをクリックします。 

 

この作業には数分かかる場合があります。 

6 要求された場合は、データストレージ機能パスワードを入力し、[Next（次へ）]ボタンをクリッ

クします。 

データストレージ機能パスワードは紛失しないでください。 

7 この後、以下を行うことができます。 

● [Save Data Storage（データストレージ内容の保存）]をクリックして、データを保存します

（265 ページを参照）。 

● [Set / Deset data（データの設定／リセット）]をクリックして、データを変更します（265 ペ
ージを参照）。 
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ベースステーションに保管されるデータの保存 

以下の手順は、ベースステーションに保管されるデータの保存方法です。 

手順 実施事項 

1 一般的な復旧手順（263 ページ）の手順 1～7 を参照してください。 

2 [Save the Storage（内容の保存）]をクリックします。 

3 データストレージファイルを CSV 形式で保存したい場合は、[Browse（ブラウズ）]をクリック

してディレクトリーを選択します。 

 

4 [Save（保存）]をクリックしてファイルを保存します。 

5 データを保存したら、ポップアップが表示されます。[OK]をクリックします。 

6 
スプレッドシートアプリケーション（Microsoft® Excel など）の形式でファイルを開くには、

[View File（ファイルの表示）]をクリックします。 

 

ベースステーションに保管されたデータの設定／リセット 

以下の手順は、ベースステーションに保管されるデータの変更方法です。 

手順 実施事項 

1 一般的な復旧手順（263 ページ）の手順 1～7 を参照してください。または、 

ベースステーションに保存されたデータの保存手順の最新の段階で[Previous（戻る）]をクリッ

クしてください。 

2 
[Set / Reset data（データの設定／リセット）]をクリックして、ベースステーションの値を更新

します。 

3 ポップアップが表示されます。同意する場合は、[OK]をクリックします。 
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手順 実施事項 

4 ベースステーションのデータを表示および変更できるウインドウが表示されます。 

 

5 チェックボックスを選択して、選択した値をリセットします。 

多くの値を同時にリセットする場合は、チェックボックスのグループを選択します。 

6 対応する[Set Value（値設定）]列に任意の値を入力します。 

7 
[Send to Base Station（ベースステーションに送信）]ボタンをクリックして、ベースステーショ

ンに保存されたデータを更新します。 
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第 10 章 
トラブルシューティング 

 

 
 

トラブルシューティング 
 

トラブルシューティング 

 

問題 診断 解決策 

設定ファイルのダウンロードのに

ついて 

ファームウェアバージョンが v3.0

以降のリモートデバイスの設定フ

ァイルは、バージョン 2 以前の

eXLhoist 設定ソフトウェアではダ

ウンロードできません。 

リモートデバイスから、またはリモート

デバイスに設定ファイルをダウンロード

したい場合は、以下のメッセージのダイ

アログボックスが表示されます。 

Configuration File version not supported 

by Configuration software（設定ファイル

のバージョンが設定ソフトウェアにより

サポートされていません）. 

ファームウェアバージョンが v3.0 以降

の eXLhoist 設定ソフトウェアを使用し

てください。 

「ペアリングの制限」により、リモ

ートデバイスをベースステーショ

ンとペアリングすることができま

せん。 

「ペアリングの制限」がベースステ

ーションの電源投入の 5 分後に発

生し、新しいベースステーションと

のペアリングを行えません。 

ZARB• ベ

ースステ

ーション 

POWER LED オン リモートデバイスの電源をオフにしま

す。 

POWER LED がオフになるまで、ベー

スステーションの電源をオフにしま

す。 

ベースステーションの電源をオンにし

ます。 

リモートデバイスの電源をオンにしま

す。リモートデバイスは、5 分以内にベ

ースステーションとペアリングする必

要があります。 

COM LED オフ 

STATUS LED オン 

ZART• 

リモート

デバイス 

緊急停止 LED 点滅 

ZART8L 

スタート LED 

オフ 

ZART•D• 
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問題 診断   解決策 

IN0 フィードバックループの配線

について 

緊急停止機能が利用できません。 

スタートモードに移行できません。 

ZARB• ベ

ースステ

ーション 

POWER LED オン IN0 入力が以下の状態になっているか

を確認してください。 

● 緊急停止 SIL2 用の S2_S3 に接続さ

れている。 

● SIL3 用の主コンタクターの補助接

点を通じて S2_3 に接続されている。 

COM LED 点滅 

STATUS LED オン 

ZART• リ

モートデ

バイス 

緊急停止 LED オフ 

ZART8L  

スタート LED オフ 

ZART•D• 

 

意図しない動作検出について 

前提条件： 

● ZARB…のベースステーション

のファームウェアバージョンが

V3.x。 

● 設定において意図しない動作が

検出されました。 

ZARB• ベ

ースステ

ーション 

POWER LED オン 各リレーおよびコンタクターの電気接

点を確認してください。 COM LED 点滅 

STATUS LED オン 

ZART• リ

モートデ

バイス 

緊急停止 LED オフ 

ZART8L 

スタート LED オフ 

ZART•D•： 

 

緊急停止トリガー時に主コンタク

ターがオフにならない 

試運転中、緊急停止機能が作動して

も一般的なコンタクターがオフに

なりません。 

ZARB• ベ

ースステ

ーション 

POWER LED オン ベースステーションの安全リレー接点

と主コンタクターコイルを適切に配線

してください。 
COM LED 点滅 

STATUS LED オフ 

ZART• リ

モートデ

バイス 

緊急停止 LED オン 

ZART8L 

スタート LED オン 

ZART•D• 

該当なし 
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問題 診断   解決策 

誤ったアラームが eXLhoist フォー

ルバックを必要とするバイアスが

かかる 

eXLhoist システムが動作を停止す

る場合があり、ベースステーション

の電源を切ってから再度投入する

必要があります。 

ZARB• ベ

ースステ

ーション 

POWER LED オン リレーまたは光カプラーを使用して、

信号を分離してください。 COM LED オフ 

STATUS LED オン 

ZART• 

リモート

デバイス 

緊急停止 LED オフ 

ZART8L 

スタート LED オフ 

ZART•D• 

該当なし 

電圧降下により eXLhoist の停止ま

たはフォールバックが必要となる。 

リモートデバイスがストップモー

ドに切り替わる場合があります。ま

たは eXLhoist システムが動作を停

止し、再起動する場合があります。 

ZARB• ベ

ースステ

ーション 

POWER LED オン 電気回路の配線、特に主コンタクター

の配線を確認してください。 

配線に問題が見当たらない場合は、ベ

ースステーションの電源を 230 VAC に

接続してください。 

電源電圧が変更できない場合は、最寄

りのシュナイダーエレクトリックのカ

スタマーサポートまでご連絡くださ

い。 

COM LED オフ 

STATUS LED オフ 

ZART• 

リモート

デバイス 

緊急停止 LED オフ 

ZART8L 

スタート LED オフ 

ZART•D• 

該当なし 

リモートデバイスのバッテリーメ

ーターの校正について 

ZART8L•の電源が頻繁に（たとえ

ば、1 時間に 1 度）オフになります。 

または、スタートボタンを押すと、

ZART•D•の電源がオフになります。 

ZARB• ベ

ースステ

ーション 

POWER LED オン リモートデバイスを充電器（ZARC01）

に接続し、リモートデバイスのバッテ

リーを 10～40℃（50～104 ﾟ F）で 10 時

間充電してください。 

注記：リモートデバイスを月 1 度、10 時

間充電することをおすすめします。それに

より、バッテリーメーターの適切な校正を

行えます。 

COM LED オフ 

STATUS LED オン 

ZART• 

リモート

デバイス 

緊急停止 LED オフ 

ZART8L 

スタート LED オフ 

ZART•D• 

オフ 

リモートデバイスのバッテリーが

充電できません。 

ZARB• ベ

ースステ

ーション 

POWER LED - リモートデバイスのバッテリーは、10

～40℃（50～104 ﾟ F）で充電する必要が

あります。 

それでも適切に充電できない場合は、

最寄りのシュナイダーエレクトリック

のカスタマーサポートまでご連絡くだ

さい。 

COM LED - 

STATUS LED - 

ZART• 

リモート

デバイス 

緊急停止 LED オフ 

ZART8L 

バッテリーLED 点滅 

ZART•D• 
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問題 診断   解決策 

ベースステーションのファームウ

ェアについて 

ベースステーションが動作せず、使

用することができません。 

ZARB• ベ

ースステ

ーション 

POWER LED オン お客様にてファームウェアを更新した

場合、 

STATUS LED が安定して点灯するま

で、1 分以内のうちに 5 回ベースステ

ーションの電源のオン／オフを繰り返

してください。 

注記：POWER LED がオフになるまで

待ってください。 

それでも復帰しない場合は、eXLhoist

設定ソフトウェアを使用して、ベース

ステーションのファームウェア更新を

再度行ってください。 

これでもなおうまくいかない場合は、

最寄りのシュナイダーエレクトリック

のカスタマーサポートまでご連絡くだ

さい。 

COM LED オフ 

STATUS LED 点滅 

ZART• リ

モートデ

バイス 

緊急停止 LED 3 回点滅

後にオフ 

ZART8L 

スタート LED オフ 

ZART•D• 

オフ 

加速度センサーについて 

リモートデバイスの電源が頻繁に

（週 1 度から日に数回）オフになり

ます。 

ZARB• ベ

ースステ

ーション 

POWER LED オン ファームウェアバージョンが v3.0 以降

の リモ ート デバイ ス を 使用 し、

eXLhoist 設定ソフトウェアで、リモー

トデバイス落下衝撃検知を無効に設定

してください。 

COM LED オフ 

STATUS LED オン 

ZART• リ

モートデ

バイス 

緊急停止 LED オフ 

ZART8L 

スタート LED オフ 

ZART•D• 

オフ 

無線通信範囲について 

eXLhoist の無線通信範囲が広すぎ

る場合。 

ZARB• ベ

ースステ

ーション 

POWER LED オン ファームウェアバージョンが v3.0 以降

のベースステーションを使用し、

eXLhoist 設定ソフトウェアで、主ベー

スの無線レベルを-6 dBまたは-23 dBに

設定してください。 

COM LED 点滅 

STATUS LED オン 

ZART• リ

モートデ

バイス 

緊急停止 LED オン 

ZART8L 

スタート LED オン 

ZART•D• 

オン 

ホーン鳴動時間について。 

1秒のはずのホーン鳴動時間が長す

ぎます。 

ZARB• ベ

ースステ

ーション 

POWER LED オン 外付モジュラーリレーRE17RMMWを

使用して、ホーン鳴動時間を 0.1 秒か

ら 1 秒の間に短縮してください。 

ファームウェアバージョンが v3.0 以降

のベースステーションを使用している

場合は、eXLhoist 設定ソフトウェア（バ

ージョン v3.0 以降）を使用して、ホー

ン鳴動時間を 0 秒に設定することがで

きます。 

COM LED 点滅 

STATUS LED オン 

ZART• の

リモート

デバイス 

緊急停止 LED オン 

ZART8L 

オン スタート LED 

ZART•D• 

オン 
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付録 A 
アーキテクチャーの例 

 

 
 

本章の内容 

本章は以下の内容で構成されています。。 

主題 ページ 

テスト済みアーキテクチャー 274 

バキューム／マグネチック用途の例 280 

保護配線の例 282 

室内照明用途の例 285 

確認ボタン配線の例 286 
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テスト済みアーキテクチャー 
 

概要 

シュナイダーエレクトリックは、テスト済み基本アーキテクチャーを公開しています。これらの

アーキテクチャーをお客様の個別要件に適応させることが可能です。このアーキテクチャーは、

実際の使用条件下で試験され検証されています。お客様の具体的な適用要件は、これらのプロジ

ェクトで想定されている要件とは異なることも考えられ、アーキテクチャーをお客様の要件に合

わせて調整する必要があります。これを行うには、変更または調整のために必要な製品マニュア

ルを参照する必要があります。安全情報、電気的要件の違い、およびお客様の変更や調整に適用

される必須の規格に特に注意を払っていただき、これらに従ってください。これらアーキテクチ

ャーの一部またはすべてには、お客様の所在国または所在地で入手できない製品に関する推奨事

項が含まれていたり、お客様の所在地や所在国の電気または安全に関する法規や必須規格と矛盾

する配線、製品、手順、またはコントローラーの論理回路や機能を示唆または推奨されていたり

する場合がありますので、ご了承ください。 

 

 警告 

法規への不適合 

使用されているすべての設備および設計されたすべてのシステムが該当するすべての地域およ

び国の法規および規格に適合しているかを確認してください。 

これらの指示事項に従わなかった場合、死亡事故、重大な人身事故または設備の損傷を招くお

それがあります。 

 

本書掲載のアーキテクチャーを使用するには、制御システムの設計の専門知識が必要です。設計

者またはインテグレーターであるお客様のみが、装置または設備の設置、設定、運用、および保

守中に認められるすべての条件および要因を認識し、効果的かつ適切に使用できる関連設備、機

能、関連の安全措置、およびインターロックについて判断することができます。制御設備および

その他関連の設備または特定用途向けのソフトウェアを選択するときは、該当の地域または国の

規格や法規にも従う必要があります。 
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説明 

シュナイダーエレクトリックは、いくつかのアーキテクチャーのテストを完了しています。 

アーキテクチャー ホイスティ

ング 

トローリー 移動 緊急停止 

停止 

動作 停止カテ

ゴリー 

準拠規格 
EN 61508 

EN 13849 

EN 61508 

EN 13849 

EN 60204 

安全ケース 1 

（275 ページを参照） 

コンタクタ

ー 

コンタクタ

ー 

コンタクタ

ー 
SIL2/Cat 3 

SIL1/Cat 2 

Cat 0 安全ケース 2 

（276 ページを参照） 

安全ケース 3 

（277 ページを参照） 

ATV32 ATV32 

SIL3/Cat 4 

安全ケース 4 

（278 ページを参照） 
ATV71 

SIL3/Cat 4 

Cat 1 
安全ケース 5 

（279 ページを参照） 
SIL3/Cat 4 

 

停止カテゴリーは、UOC の機能／配線により決まります（114 ページを参照）。 

緊急停止および停止 SIL レベルは、IN0 および S2_S3 の配線により決まります（122 ページを参照）。 

 

安全ケース 1 

 

 
 

リモートデバイスの緊急停止機能は SIL2 です。 
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安全ケース 2 

 

 
 

リモートデバイスの緊急停止機能は SIL2 です。 
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安全ケース 3 

 

 
 

リモートデバイスの緊急停止機能は SIL3 です。 

Drive1 および Drive2 は、モーターのドライブ（インバーター）です。 
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安全ケース 4 

 

 
 

リモートデバイスの緊急停止機能は SIL3 です。  

Drive1, 2 & 3 は、モーターのドライブ（インバーター）です。 
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安全ケース 5 

 

 
 

リモートデバイスの緊急停止機能は SIL3 です。 

Drive1、Drive2 および Drive3 は、モーターのドライブ（インバーター）です。 
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バキューム／マグネチック用途の例 
 

説明 

想定される補助ボタンの使用として、バキューム／マグネチック機能が挙げられます。 

バキューム／ 

マグネチック 
説明 

トリガー 「Vacuum/Magnetic ON」ボタンは、1 個のリレーに割り当てられています。 

「Vacuum/Magnetic ON」ボタンを押すと、関連付けられたリレーを通じて磁石が作動

します。 

 

解放 負荷を解放したい場合は、「Vacuum/Magnetic OFF 1」ボタンと「Vacuum/Magnetic 

OFF 2」ボタンを同時に押します。 

「Vacuum/Magnetic OFF 1」ボタンは、1 個の NO+NC リレーに割り当てることをおす

すめします。 

「Vacuum/Magnetic OFF 2」ボタンは、1 個の別の NO+NC リレーに割り当てることを

おすすめします。 

 

設定 

システム設定の例 

主題 設定済みボタン 関連付けられたリレー 

Vacuum/Magnetic ON 13 Q16 

Vacuum/Magnetic OFF 1 14 Q17 

Vacuum/Magnetic OFF 2 15 Q18 

 

出荷設定のとおり、負荷解放機能用にリモートデバイスの複数の側のボタンを使用することをお

すすめします（操作には両手を使用します）。 
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配線例 
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保護配線の例 
 

概要 

eXLhoist は、以下の 2 種類の保護機能を管理することができます。 

● リミットスイッチ：動作の水平駆動調整 

● モーションフィードバック：動作用のコンタクターソリューション 

 

ATV71（インバーター）を使用したリミットスイッチの例 
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3 ワイヤーで NO 補助接点を有するモーションフィードバックの例 

 

 
 
 

3 ワイヤーで NC 補助接点を有するモーションフィードバックの例 
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4 ワイヤーで NC 補助接点を有するモーションフィードバックの例 
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室内照明用途の例 
 

説明 

室内照明の使用でも利用することができます。補助ボタンにより、室内照明回路のインパルスリ

レーに指令を送ります。 

 

設定 

特に必要な設定はありません。補助ボタンをリレーに関連付ける必要があります。 

 

配線例 

 

 
 

注記：シュナイダーエレクトリックは、主に照明用の負荷電力を制御するために設計された双安

定スイッチであるモジュラー型インパルスリレーを提供しています。 

  

照明 

インパル

スリレー 

（例） 

リモートデ

バイス 

リモートデバ

イス 

押ボタン 

通常、リモートデ

バイス押しボタン

n°Xに割り当てら

れたベースリレー

の接点を開く 
オプション配

線押ボタン 
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確認ボタン配線の例 
 

概要 

ボタン 7 は単独のボタンとして設定できます。この設定では、確認ボタンとして使用することが

できます。 

 

確認ボタンとして使用される単独のボタン 7 の例 
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用語集 
 

 

 

A 
 

AWG 

（アメリカンワイヤーゲージ：American Wire Gauge） 北米においてワイヤーの断面寸法を規定す

る規格 

 

C 
 

CCF 

（共通故障原因：Common Cause of Failure） 

CSA 

（カナダ規格協会：Canadian Standards Association） 危険な環境で使用される工業用電子設備に

関するカナダの規格 

CSV 

（Comma-Separated Values） CSV ファイルには、表形式のデータ（数字およびテキスト）がプレ

ーンテキスト形式で格納されています。ファイルの各行は、データレコードです。各レコード

は、カンマで区切られた 1 つまたは複数のフィールドで構成されます。 

 

D 
 

DTM 

（デバイスタイプマネージャー：Device Type Manager） 以下の 2 つのカテゴリーに分類されま

す。 

● 現場での機器設定コンポーネントに接続されている機器の DTM 

● ソフトウェア通信コンポーネントに接続されている CommDTM 

DTM は、機器のパラメーターにアクセスし、機器の設定、操作、診断を行うための統一されたス

トラクチャーを提供します。DTM は、機器のパラメーター設定用の分かりやすい GUI から、診

断および保守作業用の複雑でリアルタイムな計算を行える高度に洗練されたアプリケーションま

で存在します。 

 

E 
 

緊急停止 (E-STOP) 

以下を目的とした緊急停止機能（EN ISO 13850:2008 に準拠）です。 

● 人への危害の発生防止または既存の危害の軽減、機械または仕掛品への損傷の発生防止または

既存の損傷の軽減 

● 1 名の作業者による作業の開始 
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EMC 

電磁適合性 (Electromagnetic Compatibility) 

EN 

EN は、CEN（欧州標準化委員会）、CENELEC（欧州電気技術標準化委員会）、または ESTI（欧
州電気通信規格標準化機構）により管理されている多くの欧州規格の 1 つです。 

 

F 
 

ファームウェア (Firmware) 

機器のオペレーティングシステム（OS）です。 

 

H 
 

HFT 

（ハードウェア故障許容限度：Hardware Fault Tolerance） 

 

I 
 

ID 

識別番号 (Identification) 

IEC 

（国際電気標準会議：International Electrotechnical Commission） 電気技術、電子技術、および関

連技術の国際規格を制定および公表している非営利の非政府系国際規格団体 

IP 

（侵入に対する保護：Ingress Protection） IEC 60529 に準拠した保護等級 

 

L 
 

LED 

（発光ダイオード：Light Emitting Diode） 低電力で発光する照明 

 

M 
 

MAC アドレス 

（メディアアクセスコントロールアドレス：Media Access Control address） 1 台の特定のハードウ

ェアに関連付けられた一意の 48 ビット数。MAC アドレスは、各ネットワークカードまたは機器

に製造時にプログラム設定されています。 

MBC 

（マルチベース制御：Multi Base Control） 1 台のリモートデバイスでベースステーションを 2 台

まで制御することができます。 

MTTF 

（平均故障時間：Mean Time To Failure） 

 

N 



用語集 

EIO0000001505 09/2016 289 

 

NC 

（通常閉：Normally Closed） 起動装置の通電が停止したときに閉じ、起動装置が通電したときに

開く接点のペア 

NEMA 

（米国電気製造業者協会：National Electrical Manufacturers Association） さまざまな等級の電気エ

ンクロージャーの性能に関する規格。NEMA 規格は、耐腐食性、雨や浸水からの保護のための機

能などを取り扱っています。IEC の加盟国向けに、IEC 60529 規格がエンクロージャーの侵入保護

定格を分類しています。 

NO 

（通常開：Normally Open） 起動装置の通電が停止したときに開き、起動装置が通電したときに

閉じる接点のペア 

 

P 
 

PC 

（パソコン：Personal Computer） 

PE 

（保護接地：Protective Earth） 機器の露出導体表面をアース電位に保つことにより、感電の危険

を防ぐための一般的な接地。電圧降下を防ぐため、この導体に電流を流すことは許されていませ

ん（北米では「Protective ground」とも呼ばれており、米国電気法では設備接地導体とも呼ばれて

います）。 

PFD 

（需要時故障確率：Probability of Failure on Demand） 

PFH 

（1 時間あたり故障確率：Probability of Failure per Hour） 

PL 

（性能水準：Performance Level） 

 

R 
 

RJ45 

ネットワークケーブル用の標準タイプの 8 ピンコネクター 

 

S 
 

SELV 

（安全超低電圧：Safety Extra Low Voltage） 電源に関する IEC 61140 ガイドラインに従ったシス

テムは、アクセス可能な 2 箇所（またはクラス 1 用設備用の 1 箇所のアクセス可能部分と PE 端

子間）の電圧が通常条件下または動作不能条件下で規定値を超えないよう保護されます。 

SFF 

（安全側故障割合：Safe Failure Fraction） 

SIL 

（安全度水準：Safety Integrity Level） （IEC 61508 に準拠） 
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START 警告時間 

ストップモードとスタートモードの間の時間。この時間内に、ホーンが作動し、動作機能および

補助機能は有効化されません。 

STO 

（安全トルクオフ：Safe Torque Off） 

 

U 
 

UL 

（アンダーライターズ・ラボラトリーズ：Underwriters Laboratories） 製品試験および安全認証を

行う米国の団体 

UOC 

（意図しない操作の制御：Unintended Operating Control） この UOC 機能により、ドライブの STO

入力を制御することができます。 

 


